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この物語はフィクションです。




登場する人物・団体・名称は架空であり。




実在のものと関係はありません。
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　　『泥濘ぬかるみに沈む愛の色は』




　　　１




　息をするように恋をする。

　あまりにも自然に、けれど、それがなければ生きてはいけないというほど、深々と。

　彼は、ヒナに、恋をしている。

　ヒナを見る、ひたむきな視線。

　どんな表情も焼き付け、どんな仕草も見落とすまいとする、ひたむきな視線。

　唯人ゆいとはそれに、強く焦がれた。

　あの目が。

　海かい棠どう司つかさのあの目が、ヒナではなく自分に向けられるのを想像すると、それだけで肌がざわりと粟立った。

「ユイくん、なにを見てるの？」

　隣から声をかけられ、唯人は意識を引き戻された。条件反射のように、唇に笑みが浮かぶ。

「べつに、なにも」

　流し目を、隣に座る男に送ってやると、彼の喉がゴクリと上下するのが見えた。わかりやすい反応に唯人は満足する。

　唯人はここ、会員制クラブ『emperorエンペラー』のホストだ。

　一般的なホストクラブのホストとは、その仕事内容はかなり違っている。ここではシャンパンコールもしなければ、女相手にへりくだることもしない。

　客層は中高年の男で、そこに稀に二十代の若者も交じるが、彼らすべてに共通するのはその社会的地位の高さであった。

　議員に弁護士、医師やＩＴ企業の代表、大企業の取締役などなど。

　彼らは高額な年会費を払い、この『emperor』の会員名簿に名を連ねている。そもそも、会員になる条件として財力があるという以前に、『emperor』のオーナーの眼鏡に適わなければならない、という噂がまことしやかに囁かれているのだが、どういった基準で可否が下されているのか、本当のところは誰も知らなかった。

　オーナーが何者であるのかはともかくとして、『emperor』の会員である、ということは一部の上流階級の人間の間ではそれなりの勲章になるようである。だから、会員になりたいと望む客は少なくない。

　彼らの目当ては、うまい酒であり、一流の料理であり、『emperor』の会員という肩書きであり、そしてここで働く『ユイ』という名のホストである。

　客は毎日、唯人を愛でるためだけにここを訪れ、金を落としてゆく。

　『emperor』には現在、十名のホストが在籍していた。


彼らは店では『ナイト』と呼ばれている。店側がつけた呼称ではない。客たちが自発的に呼び出したものだ。



　発端はたしか数年前、唯人が話し相手を務めていた代議士が笑いながら、「彼らはきみのナイトだね」と発言したことからだったように記憶している。

　彼のその言葉は、中あらずと雖いえども遠からず、といったところだろうか。

　店名の『emperor』、すなわち皇帝とは、唯人のことであるからだ。

　唯人がオーナーに拾われた七年前、「きみのための店をつくろう」と言われ、そうして出来上がったのがこの『emperor』であった。

「きみは誰にも傅かしずかない、誰にも膝を折らない、誰にも頭を下げない、ただ皇帝のようであればいいよ」


とオーナーは言った。



　唯人はそれから、彼の言葉通りにこの店に君臨し続けている。

　客はこぞって唯人に侍り、高価な贈り物を寄越し、唯人が今日は誰のテーブルにつくのか固唾かたずを飲んで見守り、唯人の隣に座れる僥倖ぎょうこうをイヌのように待つ。

「ユ、ユイくん」

　隣に座る客が、上ずった声で唯人の名を呼び、意を決したように手を握ってきた。唯人はフッと笑って、彼の目をのぞき込む。

　彼はここ一年ほど熱心に『emperor』に通っている、海外雑貨を扱うショップの取締役で、名を芦沢といった。当たり前のことだが、唯人は客の名と肩書きを完璧に記憶している。芦沢は、『emperor』の客の中では二十代半ばと若く、その若さゆえに感情を隠し切れずに、唯人の視線ひとつで面白いように表情を変える。そこがわりと唯人は気に入っている。

　唯人が彼の隣に座るのは、実に三か月ぶりのことであった。


他のホストはともかく、客は唯人を指名できない。唯人の気まぐれでその日につくテーブルは変わる。唯人目当てで店に来ても、相手をしてもらえずその姿だけを拝んで帰る羽目になる客がほとんどなのである。



　芦沢は久しぶりの唯人との逢瀬に、すでに有頂天な様子だった。隣に座るだけでこれだけ喜色満面になってくれるのなら、唯人も座り甲斐があるというものだ。

「芦沢さん、なにか、作ろうか？」

　芦沢の目を見つめながら、唯人はゆっくりとした口調で問いかけた。芦沢が、唯人の手を握る両手に力をこめたのがわかった。緊張と興奮と期待とで、そのてのひらが少し汗ばんでいる。

　自分に欲情している男の熱は、不快ではない。もっと溺れさせたくなるし、もっと夢中にさせたくなる。

　グラスの中の氷が、カランと音を立てて崩れた。

「ユイくん、この後、さ……」

　芦沢の手が唯人の手を解放したかと思ったら、身を乗り出すようにして体をひねり、両肘の辺りを掴んできた。細身の唯人の体に合わせたスーツは、柔らかでとろみのある素材だが、男にはその手触りを楽しむ余裕もないだろう。

　グッと強く握られると、両腕を拘束されているようで唯人も少し興奮してしまう。

　唇の触れそうな距離の中、ふと、芦沢の肩越しに海棠がこちらを見ているのに気付いた。

　海棠が、見ている。

　それを認識した途端、自分の体がカッと熱を持ったのがわかった。

「ユイくん、この後、俺と」

　芦沢の囁く吐息が頬にかかると同時に、突然視界が真っ暗になった。

「すみません、芦沢様」

　ソファの背を挟んだ背後から、耳馴染みの良い声が聞こえてくる。

　眉間の辺りに硬い指輪の感触があり、唯人は、ヒナの左手で両目を塞がれていることを悟った。

　ヒナの手だ、と思うと同時に、もう一つのことに気付く。

　海棠は、唯人を見ていたのではなく、唯人のブースに近付いて来ていたヒナを見ていたのだ、と。

　なんだ、と急速に体が冷えた。

「うちのユイが、なにか勘違いさせるようなことをしてしまったようで」

　淡々と、言い慣れた口上を無感動にヒナが声にしている隙に、唯人はゆるく首を振って、目隠しになっていた手をずらした。

　周囲のソファ席から、客の視線が飛んできているのがわかった。好奇というよりは、ああやっぱりな、というような視線。

　この店でユイに悪戯なんかできないよな。すぐにナイトが守りに来るからね。そんなふうに囁き合う声が聞こえてくるような気がする。

　唯人は小さく笑って、まだ両肘を掴んだままだった芦沢の手を、ゆるやかな動作でほどいた。

　ポカンとした表情の男の肩を軽い力で押すと、簡単に体は離れた。

「ごめんね、芦沢さん。オレのナイトが来ちゃった」

　冗談めかしてそう言った途端、そのナイトが後頭部をはたいてくる。

「っイタ……」

「このバカ。すみません、芦沢様。少しユイをお借りします」

　ヒナが唯人を罵った口で丁寧に芦沢に詫び、それから「こっち来いこのバカ」とまた罵ってきた。

　はいはい、と適当に返事をして、唯人はソファから立ち上がる。ヒナと連れ立って歩く唯人を、海棠の視線が追いかけてきた。

　いや、違う。

　彼の目にはヒナしか映っていない。

　ヒナしか、映っていないのだ。

　わかっているのに何度でも勘違いしてしまう。何度でも、錯覚する。

　ひたむきなあの熱が、ヒナではなく、自分に向けられているのではないか……と。

　海棠は唯人やヒナの高校の一年後輩で、あの頃からごく自然に、当然のようにヒナに恋をしていた。

　彼は、それがなければ死んでしまうかのように、息をするように恋をする。全身で、恋をする。

　唯人は昔から誰よりもヒナの傍に居たので、海棠の視線の意味にもすぐに気付いたし、二人が恋に落ちたことにもすぐに気付いた。

　ヒナの一番はいつだって唯人だったから、想い合っていながらも二人が付き合い始めるのには少し時間がかかったけれど、高校の頃に育んだ関係は、八年経った今も少しも揺らぐことなく続いている。

　唯人はヒナが羨ましかった。

　自分もあんなふうに見つめられたかった。ヒナになって、海棠に想われたかった。

　ヒナのどこが好きなのか、と海棠に尋ねてみたことがある。高校二年の頃、たまたま教室で二人きりになった時だっただろうか。ヒナは委員会かなにかで居なかったように記憶している。

　海棠は、幼さのあまり残っていないシャープな頬をゆるめ、

「雛ひな瀬せさんは、とてもきれいな人だから」

　と言って照れくさそうに笑った。

　教室の窓からは夕暮れのオレンジ色の光が差し込んでいた。唯人は海棠のその笑顔を見つめた。窓を背に立っていた唯人の顔は逆光となり、海棠からはよく見えなかったはずだ。

　唯人はヒナになりたかった。

　海棠の言う、「きれい」なものに、なりたかった。

　今さら、と唯人はヒナに引きずられて歩きながら思う。

　八年も経って今さら、自分は何を思い悩んでいるのか。

　海棠に対する想いなど、とっくに整理がついていたはずなのに。

　それなのに、この数か月、なにか重いものが胸を塞いでいて、それが唯人を憂鬱にさせていた。

　否、憂鬱の原因は、本当はわかっている。

　ヒナも海棠も関係ない。

　『原因それ』は唯人を強制的に高校生の頃に引きずり戻し、唯人の精神を不安定にさせた。

　溜め息を噛み殺した唯人は、ホスト用の休憩室に入るなりヒナの背に抱きついた。

「うぉっ、なんだよ、おまえ」

　ドン、と飛びつく勢いが強すぎてたたらを踏んだヒナが、焦ったような声を出す。体格は互いにさほど変わらないので、唯人がぶつかればバランスを崩して当然だ。

「ヒナ」

「だからなんだよ？」

「頭撫でて」

　自分でも、ずいぶんと頼りない声が出たなと思った。こんなんじゃヒナが心配する。でも、それがヒナのスタンダードみたいなものだ。唯人を心配しないヒナなんて、それはもうヒナじゃない。

「おい、一回離せ」

　言葉と同時に、ヒナのお腹に抱き着いていた手をパシっとはたかれた。唯人が渋々体を離すと、ヒナは休憩室のソファに腰を下ろし（オーナーの意向で休憩室の設備は完璧だ。座り心地の良いソファはもちろん、ローテーブルや冷蔵庫、テレビ、ミニキッチン、ユニットバスなどなど。広めのワンルームマンションのようになっている）、自分の膝を「ん」とポンポン叩いた。

　ほらね、と唯人は勝ち誇った気分で思う。こころの中の競合相手は海棠だ。

　おまえがどれだけヒナを好きでも、ヒナはオレも好きなんだ。甘やかしたくてしょうがないんだ。

　唯人は促されるまま、ソファにごろりと寝そべり、ヒナの膝に頭を乗せた。すぐに伸びて来たヒナの手が、ネコでも撫でるような仕草で唯人の頭を撫でた。

「相変わらず柔らかい髪だよな」

「ヒナの髪はツンツンしているもんね」

　唯人よりも短く切りそろえられているヒナの黒髪は、ワックスで固めているせいかいつもツンツンと硬い。

「うっせ。おまえが髪なんかに金かけすぎなんだよ」

「ふふ。商売道具だからね。オレの体は」

　唯人のその言葉は、ヒナの気に入らなかったようだ。無言で乱暴にぐしゃぐしゃと髪をかき回された。

「おまえ、店であんなピンクオーラ出すなよ。オレは何度も言ってんだろ。ちょっとは控えろって」

「え〜、べつにオレは悪くなくない？　あっちが勝手に盛り上がっちゃっただけだし」

「その気もないのに誘うような真似するおまえが悪い」

「誘ってないって。ちょっと目を見てなにか飲むか聞いただけだし」

　自分で乱したくせに、ヒナが指先で唯人の髪を整えなおす。そのついでのような動作でひたいをはじかれた。

「イタっ。なにすんの」

「おまえに間近で見つめられたらそりゃ誘われてるって思うだろ。いい加減おまえもわかってやってんだろ。いちいち止めに入るオレの苦労も考えろよ。オレが道端で刺されたら、絶対、おまえのせいだぞ」

「ヒナが刺されたら、オレが刺し返すよ」

「おう、サンキュ、……じゃなくて！　オレの苦労を減らせって話してんだろ！」

「え〜、でも、オレの世話焼くのがヒナの仕事みたいなもんじゃん」

　さらっと言い切ると、ヒナがため息を落としてきた。髪を弄っていた指が、頬に移動する。柔らかなタッチで、ヒナの指の腹が唯人の頬をくすぐった。じっとこちらを見下ろしてくる、ヒナの真っ直ぐな視線が心地いい。

「おまえ、大丈夫か？」

　不意に、ヒナが改まった声で訊いてきた。

「なにが？」

「いや……べつに」

　白を切るように問い返すと、ヒナはすぐに言葉を引っ込めた。

　本当は、ヒナが何を気にしているのか、唯人は知っている。

　でも大丈夫かと尋ねられても、唯人自身、きちんとした言葉で答えることができない。

「ヒナ〜」

　答える代わりに甘えた声を出すと、「なんだよ」とヒナが愛撫のように頬を撫でながら応えた。

「チューして」

「……えらく甘えモードだなおまえ。どうした？」

「いいから、はい」

　唯人はヒナの膝で仰向けになったまま、目を閉じた。ふっと、瞼越しに影が迫り、ヒナが上体を屈めて顔を近付けてくるのがわかった。

　頬に、ヒナの唇の感触。

「え〜、なんでほっぺた？」

　ブーイングすると、ペシっとひたいを叩かれた。ヒナはいつも手が早い。

「いい歳してほっぺたとか言うな。可愛くねぇぞべつに」

「いいじゃん。口がいい。口にして」

「……おまえ、他の男の前で冗談でもそれ言うなよ？」

　窘たしなめられ、目を閉じたままで唯人は笑った。

「ヒナぁ」

　わざと舌足らずにヒナを呼ぶと、ヒナがまたため息を落とす。

「おまえはホントに……」

　ぼやきながら、ヒナがまた顔を近付けてくる。唯人は顎を上げて、ヒナの唇が落ちてくるのを迎えに行った。

「うわぁ、ないわぁ。幼馴染でいちゃつくとか、ありえんわぁ」

　唐突に無遠慮な声が割り込んできた。唇同士がくっつく直前だった。

　唯人は薄目を開けて、チラとドアの方を見た。スーツを少し着崩した、長身の男が呆れたような表情でこちらを見ていた。

「立ち聞き覗き見のほうがないよ」

　唯人はひと息に吐き捨て、ヒナの膝枕の上でごろりと体勢を変えた。入り口側に背を向け、ヒナのお腹に顔を埋めるようにして抱きつく。

「いやいやここ休憩室やろ？　従業員やったら使うの自由て聞いてるし」

「ここはホスト用の休憩室で、アンタはただの裏方。しかも遅刻。遅れて来るなら休んだ方がまだマシだよ」

「へ〜、俺に会えんで寂しかったって？　可愛いこと言うやん、ユイちゃん」

「耳ついてないの？　日本語通じてないわけ？」

「……唯人、オレの腹でもごもごしゃべるのやめろ。こそばい」

「なに、ヒナもこいつの味方？」

「お〜、雛ひな瀬せが味方についたら百人力やな」

　言いながら、男が笑った。相変わらずの関西弁が耳障りだ。

　唯人はヒナの腹部に顔を埋め、ぎゅっと目を閉じた。

　唯人の憂鬱の原因。こころが不安定になる要因。

　それが、この男。水主川かこがわ稔じん。

　七年前に、唯人をあっさりと捨てた男だ。

　なぜ今さら……七年も経ったいま、唯人の前に現れたのか。

「でもまぁあれやで。立ち聞き覗き見しとったんは俺やなくて、アイツやで。雛瀬、おまえのペット」

　稔がニヤニヤと笑いながら親指でドアを示した。と、同時に「うわぁ」と情けない声が聞こえた。

「ジンさん、俺がここに居ること言わないでくださいって言ったじゃないですか！」

　早口のクレームと共に、海棠が部屋に入って来る。唯人はヒナの腹に抱きついている姿勢のままだったので、彼の表情は見えなかったが、眉尻を下げた情けない顔をしているだろうことは、容易に想像がついた。

　黙って立っていればここに居る誰よりも背が高く、端整で落ち着いた印象の海棠だったが、ヒナに怒られるときはいつも耳と尻尾を下げたイヌのような表情になるのだ。

「なにコソコソ覗いてんだよ、バカ」

　ヒナが唯人の髪を撫でたままで、海棠に声をかける。バカ、と言っているがその口調は少し甘い。

「す、すみません。お二人の邪魔しちゃ悪いかなと思って……」

「邪魔ってなんやねん。おまえは雛瀬のカレシやろ。むしろ邪魔は唯人や」

「い、いえっ！　ユイさんが邪魔だなんてとんでもない！」

「相変わらずやなぁ、おまえは。甘やかしとらんで、たまにはビシっと言うたったらええのに」

　耳に届く他愛のない会話に、唯人は目眩がする思いだった。

　ヒナが居て、海棠が居て、……稔が居る。

　高校生に戻ったようで、不意に時間軸が曖昧になった。ぐらぐらと、目の奥が揺れる。

　安らいで、不安になる。

　心地がよくて、気持ち悪い。

　相反する感情が、同じ強さで交互に綱引きをしている。

　唯人は吐息とともに渦巻く感情を外へと逃がした。

　かたく閉じた瞼を開くと同時に、ガバっとヒナの膝から起き上がった。

「あぶねっ！」

　少し上体を屈めていたヒナが、焦ったように体を引いた。ヒナの機敏な動きのおかげで、頭突きは免れた。

「起きるなら起きるって言えよバカ」

　ヒナのクレームを無視して、唯人はソファから立ち上がった。少し皺になったスーツの裾を、指先でさらりと撫でる。

「おまえらうるさい。もう帰る」

　吐き捨てるように言った唯人に、

「す、すみませんっ！」

「なんやユイちゃんは不機嫌やな。生理かいな」

「おまえちょっと自由すぎんぞ、唯人」

　三者三様の言葉が返って来た。因みに海棠の謝罪が一番早かった。一番腹の立つ返しをしたのが稔だ。彼は昔から唯人の気を逆立てる名人だ。稔の余計なひと言で喧嘩が勃発するのはもう様式美のようになっていた。……昔の話だけれど。

　唯人は彼らを無視して休憩室を出ようとした。

　今日はもう店には出ない。そんな気分ではなくなった。本気でこのまま帰る気だった。

　唯人の勤務は、曜日も時間も決められていない。


基本的な時間の決まりはあったけれど、店に出たいときに出て、休みたいときに休んでいいと、オーナーから言われている。そんな適当な雇用形態でいいのかと、最初に聞いたときは呆れたものだったが、せっかく雇用主がそれでいいと言っているものを敢えて覆す必要もなく、唯人は自由にさせてもらっていた。



「唯人」

　稔を押しのけてドアを開けようとした唯人の手首を、すれ違いざまに稔が横から掴んできた。

「帰るなら、雛瀬に送ってもらえ」

　いつも軽口を叩くトーンよりも少し低い男の声に、唯人は「はぁ？」と眉を寄せた。

「気安く触らないでくれる？」

　掴まれた右手を邪険に振り払うと、稔の手は、他愛なく放れた。

　この男の、こういうところが嫌いだった、と唐突に唯人は思い出す。

　掴んだ手を、かんたんに放すところ。

　繋いでいるときは、情熱的に、かたく絡めてくるくせに、いざ唯人がそれに縋すがろうとしたら、実にあっさりとほどくのだ。性質たちの悪い男だと、思う。

　また目の奥がぐらついた。一刻も早く離れなければいけない。この男から。

　小さく舌打ちをして、唯人はドアを押し開けた。今度は邪魔は入らなかった。

　ドアは軋みもなく、唯人の背後で静かに閉じた。

　ひとり廊下を歩きながら、唯人は泣きたくなり、同時に笑い出したくなった。

　こころが不安定だな、と他人事のように思う。

　こういう時は、ストレスを発散させるに限る。ポケットからスマートフォンを取り出し、歩きながら操作する。

　……昔。うんと昔、唯人がまだ幼かったころは、小さな体に蓄積されたストレスを外に逃がす方法を知らなかった。唯人は度々熱を出し、度々腹痛を訴えたが、それを心配してくれる目も看病してくれる手も与えられず、ひとりうずくまって耐えるしかなかった。

　あの頃はヒナだけが、唯人の癒しだった。

　けれど唯人はもう子どもではない。

　昔は出来なかった方法で、ストレスを発散させることができる。すなわち、セックスだ。

　唯人には、ベッドを共にする男が複数人居る。

　女はまったく駄目なので、試してみたこともない。女の柔らかな体より、男の引き締まった肉体のほうがよほど官能的だった。

　ベッドの上で二人、もしくは三人の男に攻められると何も考えられなくなるぐらい頭がフワフワとして、快楽に溺れきることができる。一対一では抱き合わない。常に複数人が相手だ。

　唯人は手早くスマホでメッセージを送った。最初に目についた、三人の男のアドレスにいつものホテルの名前を入力する。

　数分と待たずに三人ともから返信が来る。すぐに行く、という内容の短いレスポンスだった。

　唯人は今から家に帰り、シャワーを浴びてからホテルに行くまでの時間を頭の中で計算した。日付が変わってしまうギリギリになるだろうが、彼らは従順に唯人を待っているだろう。

　今から男たちに嬲られる自分を想像して、唯人はうっすらと笑った。

　うんとひどくしてほしい。そう言ったら、どんなふうに抱いてくれるだろうか。

　縛られても叩かれても、手ひどく貫かれても、唯人は勃起し射精する。そんな体に仕込まれている。

　今日はやさしい抱擁よりも、乱暴に扱われたかった。

　稔に掴まれた右手の熱を、消し去ってほしかった。
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　七年ぶりに恋人と再会したその日、稔は恋人の幼馴染に親の敵を見るかのように睨まれた。

　まぁ、当然のことである。

　水主川かこがわ稔じんは七年前、おのれがなにをして、なにをしなかったのか、しっかりと把握していた。

　だから再会後もずっと、何食わぬ顔をして唯人の傍に居続けることができている。どれだけ邪険な扱いを受けても。

「おまえらうるさい。もう帰る」

　ソファから立ち上がった唯人が、美麗な顔を不機嫌に歪めて、吐き捨てた。

　直前まで幼馴染の膝でベタベタと甘えていたのだから、不機嫌になりたいのは稔の方だった。

「す、すみませんっ！」

「なんやユイちゃんは不機嫌やな。生理かいな」

「おまえちょっと自由すぎんぞ、唯人」

　雛瀬や海棠が唯人に声をかけるのに混じって、揶揄う声をかけてやる。唯人の美しい目が苛立ちを孕はらんでチラとこちらを見た。そうだ、もっとこっちを見ろ、と稔は思う。

　唯人は稔を押しのけるようにして休憩室を出ていこうとする。その手首を掴んで、稔は言った。

「唯人。帰るなら、雛瀬に送ってもらえ」

　このひと言を言うために、稔は今日出勤したのだった。

　稔の言葉に、唯人の背後で雛瀬が「は？」と眉をひそめるのが見えた。同じタイミングで「はぁ？」と唯人が剣呑な声を出した。

「気安く触らないでくれる？」

　唯人の手首を掴んでいた左手が、乱暴に振り払われる。嫌われたものだな、と稔は唇の端でおのれを笑った。

　小さな舌打ちを残して、唯人がドアを押し開けて出てゆく。その後ろ姿を見ていた稔の肩を、雛瀬が強い力で掴んできた。

「稔、今のなんだよ？」

　雛瀬の質問に答える代わりに、稔は短く、

「追いかけろ」

　と言った。

　横目で見下ろした雛瀬の眉が、また寄せられる。パーマやカラーなど一度もしたことがないような、短い黒い髪の、唯人の幼馴染。目つきが少し鋭い他は、これといって特徴のない、平凡な顔。


学生時代、海棠が、きれいです好きです可愛いです、と毎日かき口説いていたが、稔の目にはさほど魅力的には映らなかった。外見の話ではない。雛瀬のまとう、真っ当で、健全で、ごく普通の正しいような空気が、稔はあまり好きではなかった。



　海棠や唯人あたりに言わせれば、『それ』が雛瀬の魅力なのかもしれなかったが。

「おまえら、どうせ部屋は隣同士なんやろ。タクシーで一緒に帰れ。今日はふらふら外歩かせんなや」

「おい、ちゃんと説明しろ」

　雛瀬が稔を睨みつけてきた。

　ピリっとした空気を破るように、「はい」と海棠が手を挙げた。雛瀬にだけ従順な、大型犬だ。

「俺が送っていきますよ。亨とおるさんは、ジンさんとの話が済んでから追いかけてきて下さい」

　言いながら、海棠が稔へと視線を寄越してきた。説明なしではこのひとは納得しませんよ、と言わんばかりの目をしている。目尻の下がった柔和な顔立ちは、海棠の裏の顔をきれいに覆い隠すベールの役割をしていると、稔は思う。稔にしてみれば、海棠の印象は『食わせ者』のひと言に尽きる。まぁそれはお互い様なのかもしれなかったが。

「あ、ああ。悪いな」

　雛瀬がそう詫びるのに、

「いえ、大丈夫です」

　と海棠は笑って、それから「でも唇はやめてほしいです」と続け、ちゅ、と雛瀬の唇にキスを落とした。

　先ほどの唯人と雛瀬の戯れのことを言っているのだ。そうだもっと言え、もっと注意しろ、彼氏の手綱ぐらい握っとけ。稔はこころの中で後輩にエールを送る。

　雛瀬は困ったように少し笑い、お詫びとばかりに高い位置にある海棠の頭をヨシヨシと撫でた。

　海棠は餌をもらった犬のような顔で笑って、

「ではお先に」

　と頭を下げた。

　彼は部屋を出る直前、すれ違った稔の耳元で、「まだ話してなかったんですね。早く言えばいいのに」と囁いた。稔は思わず苦い顔になる。横目で睨んだ後輩の口元には、食えない笑みが浮かんでいた。

　大型犬が出ていくのを見送り、

「司、なんだって？」

　と雛瀬が尋ねてくる。

「ん？　べつに。それよかおまえら、ちょっとは場所を憚はばかれや。いちゃつくなら俺の見えへんとこでやれ。俺はおまえらのラブシーンなんか見たないぞ」

「嫌ならおまえが出て行けよ。ってかさっさと辞めてくれて構わないんだぜ。むしろいますぐ辞めろ」

　稔のことを毛の先ほどもゆるしていない雛瀬は、ことあるごとに辞めろ辞めろと言ってくる。再会と同時に稔を殴ってくるような男だ。


感情をストレートに表す相手は、わかりやすくていい。唯人などは「あんた誰？」と冷ややかに言った後は、完全に稔を無視していたのだから。



「で、さっきのはなんだよ？　唯人になんかあんのか？」

　雛瀬が僅かに改まった口調で問いかけてきた。稔はおどけて肩を竦めてみせた。

「いやいや、ユイちゃんの周りを害虫がブンブン飛んでたもんやからな。来しなにちょっと駆除したんやけど、まぁ、念のためな」

　害虫駆除、と聞いた雛瀬の眉が険しく寄った。

「またストーカーか？」

　また、と雛瀬が言いたくなるのもよくわかる。唯人は昔から、変な人間を引き寄せる天才だ。唯人のまとう退廃的で、腐る前の果実のように淫靡で貪婪どんらんな雰囲気が、ひとをおかしくさせるのかもしれなかった。

「男？　女？」

「遠くから見てるだけで満足よ〜って感じのおとなしめの女やったけどな。でも今は時期が悪い」

「は？」

「いや、こっちの話や」

　稔はヒラヒラと手を振って、会話を終わらせるべく胸のポケットから煙草を取り出し、火をつけた。目を細め、紫煙をくゆらせる稔を、ジッと雛瀬が見ていた。

「おまえ、時々遅刻してくるけど、いつもそんなことしてたのか？」

「そんなことって、なんや？」

「害虫駆除・・・・。オーナーが、おまえは裏方の仕事だって言ってたけど、おまえの仕事って、唯人のガードも兼ねてんのか？」

「唯人の番犬はおまえやろ」

　煙草を挟んだ唇で、稔は笑った。

「ここのオーナーも、唯人至上主義やしな。おまえも居おるし、唯人はしあわせ者モンやな」

「……本当にまもってほしかったときに、背中を向けたヤツもいたけどな」

　痛烈な皮肉が、雛瀬の唇から放たれた。ハハ、と稔はそれにせせら笑いを返す。

「そいつはとんだロクデナシやな」

「そのロクデナシ野郎は、いったいなにしに戻って来たんだよ？　なんで今さら唯人に構う？」

　雛瀬の黒い目が、怒りに少し潤んでいた。この表情は悪くないな、と稔は思う。海棠のように、雛瀬に対して劣情をもよおすわけではないが、この怒りが唯人のためのものだと思えば、あのとき唯人を雛瀬に託したのは間違いではなかったと自分を納得させることができた。

「あのとき・・・・、オレは頼むから来てくれっておまえに電話したよな？　おまえは来なかった上に連絡も断って……唯人を捨てたんだ。それなのに今さら、」

「おまえに任すて言うたやろ。それで全部や」

　雛瀬の弾劾を途中で遮り、稔は言った。雛瀬が唇を噛んだ。

「……もしも時間が戻せるなら」

　雛瀬が押し殺した声で、独白のように話す。

「オレは絶対、おまえに電話なんかかけない。……絶対に」

　雛瀬の言葉に、稔は片頬で笑い返した。

　指に挟んだ煙草を携帯灰皿に押し付けて火を消した。煙が立ち上り、すぐに消えてゆく。それを目で追って、雛瀬は無言で休憩室を出て行った。

　彼が部屋を出る直前、「オレは、おまえに消えてほしい」と呪詛が飛んできて。稔は思わず笑ってしまった。

「ご要望に沿えず、残念やな」

　稔の返事に、雛瀬が一度振り向き、

「一時いっときでもおまえなんかと付き合ってた唯人は、趣味が悪い」

　と吐き捨てて、力任せにドアを閉めた。

　同感だな、と稔は思った。

　稔は新しい煙草を取り出して、火を点けた。舌の上に感じる苦みが、やけに鮮明だった。
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　店を出たところで背後から呼び止められ、唯人は振り向いた。

　背の高い男が立っていた。海棠司だ。

「送りますよ」

　と彼がやさしげな顔で笑う。なぜ海棠が唯人を追ってくるのか、という疑問は抱かない。

　その代わりに、稔の犬め、と思った。思ってから、否、ヒナの犬かと思い直した。

　海棠が大通りに出てタクシーを拾う。ゆるやかに停まったタクシーの、後部座席にまず唯人を乗せ、続いて身を屈めるようにして海棠が乗り込んだ。

　運転手に住所を告げる男の横顔を、唯人はチラと見上げた。

　唯人の住むマンションの隣の部屋で、ヒナと海棠は同棲している。賃貸ではなく分譲マンションだ。しかも、かなりの額の。

　唯人はその部屋を、付き合いのある男たちに買ってもらった。名義はもちろん唯人だ。

　ひとりの男に金を出してもらったのであればそれは借りになるが、男たちが共同出資して用意した部屋に住むのであれば、むしろそれは貸しになる、と唯人は思っている。誰かひとりの物にはならないという唯人の意思表示は明確に伝わるだろうし、けれどそこに住むことで男たちの庇護欲を満たすこともできるのだから。

　そんなマンションの一室に、しかも唯人の隣の部屋という絶好の物件に、なぜヒナたちが住むことができたのかと言えば、オーナーのおかげであった。

　聞けばマンションはオーナーの友人の物らしく、オーナー名義で買った部屋をヒナと海棠に貸しているのだ。家賃はタダ。『emperor』のホストには毎月充分な額の住宅手当が支給されているが、その手当の代わりだということらしい。

　コンシェルジュが常駐するような高級マンションに、ヒナは最初物慣れない様子を見せていたが、そう言えば海棠は初めから堂々と振舞っていたな、と唯人は思い出す。彼の実家は総合病院を経営しているとヒナから聞いた覚えがあるので、裕福な家庭なのだろう。

　海棠は運転手と天気や話題のニュースの話などをしている。

　見知らぬ人とも気さくに話をする柔和な海棠の笑顔は、けれどそこにヒナがいないと、途端に作った表情のように見えてくるから不思議だ。海棠自身も意識してのことではないのかもしれない。海棠の感情を刺激することができるのはヒナだけ、ということだ。

　海棠と会話しながらも、運転手がチラチラとバックミラー越しに唯人を見てきたので、他愛のない談話は唯人から運転手の気を逸らすためものなのかと合点がいった。小さくため息をつくと、海棠がこちらを向いた。口元には笑みが貼りついている。やさしげな作り笑いだ。

　不意に、その表情を崩してやりたくなった。

　唯人は隣に座る後輩のスーツの袖口を指先でつまみ、引っ張った。海棠が、なんですか、というように小首を傾げる。

「さっき、見てたんでしょ」

「はい？」

「オレとヒナがキスするとこ」

　左側に少し体を倒し、顎を上げて男の耳元で囁いた。ちょうど赤信号で車が停まり、その隙に運転手がわずかに顔をひねってこちらを盗み見していた。

「ユイさん、あんまり亨さんを誘惑しないでくださいね」

　困ったように笑って、海棠が言った。まだ表情には余裕がある。もっと困らせてやりたい。唯人がなにをすれば、彼は唯人に剥き出しの感情を見せるのか。

「おまえも、ヒナとキスするじゃん。そう簡単にヒナを独り占めにはできないよ」

「はは……。ユイさんと亨さんを取り合って勝てるとは思ってませんよ。まぁ、諦めませんけどね」

「ヒナ、オレのここにキスしたんだけど」

　ここ、と言いながら唯人は自分の頬を人差し指で辿った。

「おまえも、キスしてみる？」

　髪をかきあげ、滑らかな頬を晒して尋ねた。

　突然クラクションが響いた。信号が青に変わったのに発車しないタクシーに焦れて、後ろの車が鳴らしたのだった。

　運転手は視線をぎこちなく前へ戻すと、へどもどとハンドルを握り、車を発進させた。

「ユイさん、運転手さんが事故りそうです。ちょっと離れてください」

　海棠が尻を左側へずらし、唯人との間に両手で壁をつくって距離をとろうとする。唯人はさらに左へとにじり寄って彼の顔を覗き込んだ。

「ヒナにするようなキス、ちょっとしてみてよ」

　言いながら、顔同士を近づけると、「上水流かみずるせんぱーい」と昔の呼び方で海棠が唯人を呼んだ。ユイ、と源氏名を呼ばれるよりも、その方が何倍もいい。眉尻の下がった困り顔に、唯人は含み笑いを漏らした。

「マジでだめですって」

「ほっぺたならいいだろ。ほら、早く」

「いやいや、できませんってば」

　かたくなな態度に、唯人は唇を尖らせる。目を半眼にして海棠を睨んだ。

「ふ〜ん。じゃあいいや。今日ヒナが帰ってきたらベロチューしてもらうから。ヒナとオレ、どこまでしてると思う？　おまえがヒナを抱く前に、オレと経験してるかもって考えたこと、」

　言葉の途中で唐突に両腕を掴まれた。

　手加減のない、強い力だった。

　一瞬、海棠の目に火花のような激情が宿るのを唯人は見た。

　勝った、と思った。海棠の感情を引きずり出してやった。

　唯人が唇に笑みを浮かべると、海棠は昂りを逃がすように大きく息を吐きだし、ゆるゆると両手の力を抜いていった。一度瞼を閉ざし、次に開いたときには、強い感情はすでに消え失せていつものやさしげな苦笑いが浮かんでいた。

「あんまり挑発しないでくださいよ、先輩」

「おまえが最初から言うこと聞かないからだろ。ほら、ここ。ほっぺでいいから」

「……本当の本当に、亨さんにベロチューなんて強請ねだらないでくださいよ？」

「うるさいな。ほら、早く」

　唯人が急かすと、海棠が唇を唯人の頬にくっつけて、すぐに離した。あまりに無感動にするものだから、唯人はムッとして、海棠の胸を小突いた。

「適当にしないで」

「いや、でも……」

「ヒナにするみたいに、しろってば」

　やり直しを要求すると、海棠は今度こそ観念したように吐息して、唯人の顔をその大きなてのひらで包んだ。やさしくあたたかな仕草に、唯人は思わず目を閉じた。

　海棠は親指の腹でくすぐるように撫でた唯人の頬に、ひとつ、キスをした。やわらかく押し当て、ゆっくりと離れる。離れていく感触が惜しくなるほどに、やさしい触れ方だった。

　もっと、キスをしていてほしかった。

　それなのに海棠の手はなんの未練もなく唯人の顔から離れ、

「これで、いいですか？」

　と作り物の笑顔でそう言った。唯人にはなんの感情もないと言わんばかりの顔だった。

　唯人は左へと傾けていた体を戻し、男の温もりから離れた。胸に、虚しいような苦しいような塊があって、息がうまく吸えない。

　ふと視線を前へ向けると、バックミラー越しに、運転手の欲望にぎらついた目がこちらを向いていた。唯人はひとつ瞬き、思わせぶりな流し目を送った。上まで留まっていたワイシャツのボタンを、さりげない動作で第一、第二と外した。熱を逃がすように、襟元を開き、白い鎖骨を見せつける。

　ゴクリと、運転手が生唾を呑み込むのがわかった。

　性的欲求は、わかりやすくていい。

　そういえば唯人は、この後ホテルで男たちと落ち合う予定だったのだ。家に帰り、シャワーを浴びてから出かけるつもりだったが、海棠がここにいるということは、すぐにヒナも戻ってくるのだろう。

　ヒナは、複数人とベッドを共にするという唯人の性癖を快く思っていないので、ヒナが来れば唯人は出かけにくくなる。シャワーは諦めて、とりあえず海棠をうまく撒いてから出かけるか。

　それとももう、この運転手でもいいか、という気持ちが湧いてきた。部屋に他人を入れるのは嫌なので、とりあえずマンションに着いたら海棠だけ降ろして、自分は忘れ物をしたとでも言ってタクシーに残ればいい。どこか適当なホテルに連れ込めば、運転手のこの様子なら唯人を犯してくれるだろう。

　唯人はとにかく、早く快楽に支配され、なにも考えないただの肉体になりたかった。男に貫かれ揺さぶられ、ただ喘ぐだけのモノになりたかった。

　それなのに。

　バサリ、と音がして視界が暗転する。

　海棠のスーツのジャケットを、頭から被せられたのだと気付く。男の匂いに包まれ、目眩がした。

「それ被っててください。事故っちゃうのは困りますから」

　ジャケット越しにそう言われ、唯人はもぞもぞと顔を動かし、目から上を外に出して傍らの男を見上げた。海棠は、いつもの眉尻を下げる笑い方をして唯人を見ていた。

　ベストとシャツだけになった彼に、「おまえ、寒くないの？」と問いかける。十月も後半で、お世辞にもあたたかいと言えるような気温ではなかった。

　「大丈夫ですよ」と彼は穏やかに答えた。

「それ被って、寝ててください。肩に寄り掛かってもいいですから」

　海棠はそう言ったが、唯人は彼にはもたれなかった。

　海棠のスーツを口元を隠すようにしてかけなおし、右の窓にコツンと頭を預けて目を閉じた。

　眠気はなかった。

　欲望だけがあった。

　けれど海棠のやさしさが、ぬくもりが、唯人にそれを許さなかった。

　男のやさしさは、唯人のために使われたのではない。

　唯人が行きずりの男と寝たとして、海棠が傷つくわけではない。

　傷つくのはヒナだ。

　海棠はこうやって唯人を気にかけることで、間接的にヒナをまもっているのだった。

　そんなことは知っている。

　唯人は閉じた目に力を込めた。睫毛が震えるのがわかった。

　鼻先で、ジャケットから海棠が愛用している香水の匂いが、車の振動にかきまぜられるようにして香った。


　　　２




　上水流かみずる唯人はうつくしい。

　亨とおるはいつも、幼馴染の非凡な美貌に今なおうっかりと見とれてしまう。

　小作りな顔に、絶妙に配置されたパーツ。神様が、他の人間にかける何倍もの時間を費やして唯人を作ったのではないかと思わせる、端麗で秀麗で美麗な顔。アーモンド形の瞳はけぶる睫毛に縁どられ、手触りの良い髪は二十四という年齢になってもツヤツヤと天使の輪が出来ている。手触りも極上だ。


色素は全体的に薄く、目の色も虹彩がヘーゼルナッツのような色をしており、一番色の濃い部分は見る角度や明るさで紺にも黒にも見えた。腕や足の体毛も、女が羨ましがるほどに薄い。



　身長は、小学生までは亨の方が高かった。中学で追い抜かれ、以降はずっと、二センチだけ唯人が高いままである。たかが二センチ、されど二センチ。

　唯人と比べると呆れるほど平々凡々な亨であったので、せめて身長だけは勝ちたかったと、今でもたまにそう思う。

　因みに体重は唯人の方が軽い。

　彼はしなやかに細く、けれど『痩せぎす』だとか『ガリガリ』だとかマイナスのイメージは見る者に一切抱かせず、しかし庇護欲をかき立たせるような儚さはあった。

　庇護欲。それが亨の、唯人に対する想いの根幹を築いているのだと思う。

　初めての出会いは覚えていない。まだ互いにオムツをつけていたころだ。

　唯人よりも亨の方が二か月生まれは早かった。

　物心つく前から、亨と唯人は一緒に過ごす時間が長かった。というのも、亨の父が唯人の父親の秘書をしていたからだ。

　上水流かみずる、といえばホテル産業を始め、飲食店やスーパー、文具雑貨に家具などなど、枚挙にいとまがないほどの子会社を抱える、日本有数の上場企業であり、その家系図は平安まで遡ることができるやら、華族の末裔であるやら、いやいや宮家に繋がっているやらと、まことしやかに囁かれるほどで、なんにせよやんごとない家柄であるのは確かであった。

　なぜ亨の父のような中流階級の平凡が服を着て歩いているような人間が、その上水流かみずるグループの現代表の秘書などに抜擢されたのかというと、大学時代の同期で意気投合したからだという実に他愛のない理由であるらしい。

　唯人は、その上水流かみずるの家で、ひとりだった。

　上水流かみずる家の長子となれば後継者としてもてはやされて当然の環境にいただろうに、そうとはならず、唯人はひとりだった。

　幼い頃、亨は唯人の上水流かみずる家での立場を、よく理解していなかった。わかっていたのは、彼が誰からも甘やかされず、愛情を受けずに過ごしているということだけだった。

　唯人に母親は居なかった。乳母や使用人は存在したが、彼女たちは唯人に冷たかった。

　父が、亨を唯人の遊び相手に、と上水流かみずるに連れて来なければ、きっと唯人はいまでもひとりだっただろう。そう想像するだけで、亨の胸はよじれるように痛む。

　小学生になった頃、父から「おまえさえ良ければこのまま唯人くんの世話役として、傍に居てあげてほしい。あの家は、子どもが暮らすには寂しすぎるから」と頼まれた。母がどこか心配そうな顔で、なにか言いたげに唇を動かした。しかし、母が父を咎める言葉を口にする前に、父が、

「でもおまえの意思が第一だからな。お父さんの仕事を思って嫌々引き受けているなら、断っていいんだからな」


と続けた。母がホッとしたように肩を落とすのが亨の視界に映っていた。




二人が、たった六歳である自分の意思を尊重しようとしているのが伝わってきて、亨は嬉しくなった。



　結果から言うと、亨は唯人の傍に居続けることを選んだ。

　唯人は身内の誰にも甘やかされることなく育ったが、その代わりに亨にはベタベタに甘えてきた。

　成長するにつれ、唯人の美貌は水際立ち、うつくしい花に群がる虫のようにその老若男女を問わず色んな人間が唯人の周りに集たかり出したが、唯人は亨以外の誰にもこころを許さなかった。

　唯人は愛情に飢えていたけれど、誘拐やストーカー被害に遭うことも多く、なんども理不尽な欲望にさらされてきたのである。そんな過程を経て、信頼できるのは亨だけ、と考えるようになったのも当然のなりゆきだったのかもしれない。

　亨は亨で、唯人が自分にだけ甘えてくる、という事実に優越感に似た感情を覚えていた。


自分たちの関係に名前をつけるならば、共依存、だろうか。



　当時、世界は二人だけで完結していた。亨は隣に唯人が居れば良かったし、誤解を恐れずに言えば、その亨以上に、唯人にとっては亨が世界のすべてだったのだろうと思う。

　ヒナ、と甘えてくる唯人が愛しかった。

　家族以上に、こころを傾けた。

　そんなふうに二人だけで閉じていた世界は、高校二年生の夏、海棠司が亨の前に現れたことで綻びを見せ、そしてその半年後には崩壊した。

　司は、ひとつ下の学年で、部活動に入っていなかった亨や唯人との接点などまったくといっていいほどなかったが、夏休みを目前に控えた七月の昼休み、偶然に保健室で出会った。

　亨はケガを負った手の甲の手当てをするために保健室を訪れたのだが、保健医は居らず、代わりのように司が薬品棚の前に立ってその整理をしていた。

　ずいぶんと背の高い男だな、というのが、第一印象だった。

　司は、亨を見て少し目を丸くした。

「いま、先生は出てるんですが、雛瀬先輩、どうされたんですか？」

　そう尋ねられ、こいつは後輩なのかと思った。

「なに、おまえ。オレのこと知ってんの？」

　聞き返すと、司がふわりと笑った。目尻が下がって、どこかコリー犬を連想させた。

「有名ですよ。雛瀬先輩は」

「は？　オレが有名？　有名なのはあっちだろ」

「有名な、上水流かみずる先輩といつも一緒にいるんですから、先輩も充分有名なんですって」

　笑いながら、司がてのひらで椅子を示した。促されるまま、亨はそこに座った。

「で、どうしたんですか？」

「これ」

　亨は右手をひらひらと振って相手に見せた。

「血が止まんねぇから、絆創膏でももらおうと思って」

　こぶしの裂傷からはまだ鮮血がにじんでいる。傷自体はそれほど痛まないし、大したことはなかったが、唯人にできたての傷を見せたくはなかった。

「ああ、けっこうパックリいってますね。何で切ったんです？」

　血を見ても、司はまったく動揺することなく、傷を検分するように亨の右手を握った。あんまりニュートラルな口調で問いかけられたため、構えることもなく、亨もつい軽く答えてしまう。

「殴ったら、相手の歯が当たったんだよ」

「喧嘩ですか？」

「……あいつ、しつこく付け回すから……」

　亨のその言葉に、ああ、と司が頷いた。

「上水流かみずる先輩の番犬、って噂、本当なんですね。俺が手当してもいいですか？　実家が病院なんで、それなりにできますよ」

　話しながら、司が軟膏やらガーゼやらを勝手に棚から拝借しだす。亨はまじまじとその横顔を見た。男らしく整った顔だった。年下には、見えない。

「……なんで、唯人の話だってわかった？」

　亨の殴った相手が、『誰を』付け回していたかなど口にしなかったのに、と不思議に思って尋ねると、司がまたふわりと笑った。

「だって、他にあなたが怒りそうなことが思い当たらない」

　ずいぶんと亨のことを知っていそうな口ぶりだった。

「なに、おまえ。オレのこと知ってんの？」

　つい、先ほどと同じ質問をしてしまう。

　司はガーゼで血をふき取った後、傷口を流水で洗い、傷薬だろうか軟膏を塗りつけ、大判の絆創膏をペタリと貼った。自分で言うだけあって、手際の良い処置だった。

　手当てが済んだ亨の手を、司が両手で包むように握ってくる。

「な、なんだよ」

　思わず体を引くと、手を握る力が強まった。傷口が少し痛んだ。

「あなたのことは、ずっと見てましたから」

　司が、愛の告白のようなことを甘い声で囁いた。

　亨が女であったなら、イケメンにこの距離で手を握られてそんなことを言われたら、この時点でうっかり落とされていただろうと思う。

　実際、初対面でナニ言ってんだこいつ、と引いてもいい状況であったにも関わらず、うっかりと亨もドキドキしてしまった。

　美形は唯人で見慣れていたが、男らしく整った正統派美形の司は、性も人種も何もかも超越したような不思議な美貌の唯人とは、また違う魅力があった。

「いつも上水流かみずる先輩の隣に居るあなたを見て、俺にも、あなたのような人が居ればいいのにと思ってました。俺は、上水流かみずる先輩が、羨ましい」

　亨は驚いた。

　唯人を羨む人間はたくさん見てきたが、亨が居るから羨ましい、などと言った者は初めてだった。

　思わず、フハッと笑ってしまう。

「おまえ、変なヤツだな」

　そう言った亨を、司は目を細め、どこか眩しいような表情で見ていた。

　この時はこのイケメンの変な後輩の名を聞きそびれた亨だったが、一度彼を認識すると、今までなぜ出会わなかったのかと思うほどに、以降は校舎のあちこちで見かけるようになった（のちに、亨に会いたい一心で移動教室の時間や、昼休みに亨の行きそうなところを調べていた司の涙ぐましい努力の成果だということが判明した）。

　顔を見れば司は必ず亨に声をかけてきたし、突然亨の周りをウロチョロし始めた後輩を、唯人もさほど嫌がることなく受け入れているように見えたので、亨と司の距離は比較的スムーズに縮んでいった。

　彼は、亨のなにが気に入ったのか、大きな図体で犬のように懐いてきては好きです好きですと、ことあるごとに亨を口説いた。男同士であるということは、司にとってはまったく枷になっていないようだった。高校は男女共学で、周りを見れば可愛い女子がいたにも関わらず、司は亨しか眼中にないように振舞った。

　亨にとってなにより驚きだったことは、司が、唯人に対してすらもあまり興味を示さないことだった。

　たいていの人間は、亨と唯人が並んでいればまず唯人に視線を向け、彼の神々しいまでの美貌に目を奪われる。それがふつうの反応で、むしろそうならないことの方がおかしいと、亨は認識していた。

　それなのに司は、まず亨を見て、それから唯人を見る。最初に亨に挨拶をし、それから唯人に話しかける。司の一番はいつだって揺るぎなく亨であったし、亨自身は、なぜそんなにも自分がこの後輩に好かれているのか理解に苦しんだ。

　けれど、毎日のように「好きです」と口説かれ、犬のように眦まなじりを下げて笑う司に、亨は絆ほだされた。

　季節が夏から秋に変わった頃、亨と司は初めてキスをした。「雛瀬先輩」から「亨さん」へと呼び方も変わった。

　出会ってから半年経った正月明けには、体を重ねた。

　雪の降る夜だった。

　司の家に泊まった亨は、彼に抱きしめられ、キスをして、服を脱がされた。亨も、司の服を脱がせた。お互いに全裸になったところで、亨は言った。

「オレの一番はこれからも唯人だから、おまえがそれでいいのなら、この先に進もう」


萎なえても怒ってもおかしくない台詞だと、我ながら思った。けれど司は、萎えも怒りもせず、



「上水流かみずる先輩を抜けるように頑張ります」

　と殊勝なことを言って、亨の好きな笑い顔を見せた。

　司は、宝物のように大事に大事に亨を抱いた。







　亨の一番は唯人。

　それは太陽が東から昇るのと同じくらい当たり前のことで、亨の核ともいうべきものであった。

　けれど日に日に、司への愛情が育ってゆく。一度体を重ねてからは、その思いは止め処どなく、自分でも戸惑うほどであった。

　唯人は、亨に対してなにも言わなかった。

　冬休みが終わり新学期を迎えても、唯人と二人で居る時間は変わらず長かったが、密度でいえば司と過ごす時間の方が濃かったように思う。

　唯人と亨。二人で完結していた世界が崩れ、崩れた場所は行き止まりではなく、新しい世界が広がっていた。

　司が広げてくれた世界は、亨にとって居心地の悪いものではなかった。

　いま思えば、このころ、唯人と亨はお互いに変革の時期を迎えていたのだ。

　亨が司に偶然保健室で出会ったように。

　唯人も、水主川かこがわ稔と巡り逢った。

　三年生に進級した、春のことだった。







　　＊＊＊







　普通、とは得難いものだ。

　海棠司の家は代々医師家系で、実家は地元で有名な総合病院を経営していた。

　司は生まれたときから医師になる以外の選択肢を奪われていたし、それは兄や弟も同様であった。

　母は専業主婦だったが、家でも常に完璧なメイクをその顔に施していたので、司は母の素顔を見たことがなかった。朝から晩まで、彼女はきれいでいることに余念がない。

　海棠総合病院は、同族経営であるが故に派閥争いが激しく、叔父叔母や従兄弟たちとの関係は昔から良好とは言い難かった。

　司は幼少の頃より、大人たちの建前や欺瞞ぎまんに満ちた会話を聞いて育った。

　国会議員の誰それや、どこそこの理事長、社長、代表などなど、立派な肩書のついた人間の集うパーティーにも、父に伴われて参加するのが常だった。

　父母は日頃より、そういった『立派な』人たちとのパイプを繋ぐのに心血を注ぎ、司や弟たちの世話はもっぱら家政婦や家庭教師の仕事であった。

　ひとつ上の兄は、海棠家直系の長男ということで、それこそ司などには想像もつかぬほどの重責を、年端もいかぬ内から背負わされていたが、その兄よりも司の方が勉強も運動も秀でていたため、司の望んだことでないにも関わらず、跡目争いの舞台に担ぎ上げられる羽目となった。

　大人たちになにを吹き込まれたのか、兄は次第に司を敵視するようになる。兄の目が、司を睨むように恨むようにじっと見てくるのを、司は興味のないふりで流した。事実、司は病院を継ぐ気はなかったし、跡取りは兄だろうと信じて疑わなかったが、兄がそのことを信じることはなかった。

　三歳下の弟は、父母のプレッシャーに耐え切れず精神を病んだ。彼が徐々に不登校になり、ついには部屋から一歩も出なくなると、父母は実にあっさりと三男を切り捨てた。彼は、家族の誰にも顧みられず、その存在は無にも等しくなった。

　司も両親に不要と思われた時点で、ああなるのだろうか。存在を、消されるのだろうか。

　自分は親にとって利用価値があるからこそ、こうして笑顔を向けてもらい、いい服を着せてもらっているのだ。

　価値のない人間は、弟のように無意味なモノとなる。

　閉め切られたままの弟の部屋のドアを見るたびに、司はそう思った。

　司が小学五年生になった春、兄と共に父に連れられ、上水流かみずる家主催のパーティーに参加した。確か、上水流かみずるが新事業を立ち上げ、それを祝う会だったように記憶している。

　上水流かみずるの屋敷で、それは盛大に行われた。

　四月も下旬に差し掛かった時期だというのに、庭では桜が満開だった。このパーティーのためだけに咲かせる時期を調節したのだ。人の手により遅咲きにされた花は、それでも見事だった。

　ハラハラと白い花びらが散る中、大人たちは笑顔で優雅に人の波をかきわけ、上水流かみずるの当主の前に集う。ひとこと言葉を交わそうと、少しでも覚えを目出度くさせようとする人間が、醜悪に集っていた。

　頭上を飛び交う建前だらけの会話に司は早々に飽きて、こっそりとその場を抜け出した。

　個人宅とは思えぬほどに上水流かみずるの屋敷の庭は広く、司は迷わぬよう周囲の景色を覚えながら歩いた。

　パーティー会場である中庭から少し歩くと、バラ園があった。バラも当然のように満開で、甘い匂いが満ちている。

　木々を抜けると、噴水があった。噴水の真ん中には女神の石像があり、彼女の掲げた水がめの中から水があふれだしていた。

　その噴水の石造りの縁の部分に、ひとりの少年が腰をかけている。遠目にも、きれいな子どもだった。歳は司といくつも違わないだろう。

　色素の薄い髪がキラキラと陽光を弾いている。白いブラウスに、揃いのベストとハーフパンツというフォーマルな恰好をしていることから、パーティーの出席者の誰かの子どもだろうと思った。ハーフパンツから伸びた華奢な足の色が、抜けるように白い。

　ぽつねんと、ひとり噴水の脇に座っている子どもは、寂しそうで、可哀想で、けれどとてもきれいで、一枚の絵画を見ているようだった。

　声をかけてみようか。司が逡巡したそのとき。

「ゆいと！」

　噴水の向こうから少年が走って来るのが見えた。彼は両手に皿を持ち、その中身をこぼさぬよう、けれど最大限のスピードで噴水へと走って来る。

　ゆいと、と少年が呼んだ名で、司は座っていた子どもが上水流かみずる唯人であることを知った。

　そうか、彼が上水流かみずる唯人か、と思う。

　上水流かみずるの長男。上水流かみずるの汚点。

　司は、上水流かみずる唯人とお近づきになれるかもしれないこの状況が、プラスになるかマイナスに働くのかを頭の中で考えた。

　他人とは、己にとって利か不利かの二種類しか存在しない、利になる者とのみ付き合いなさい、という父母の教えは、司の思考の根底に強く根付いている。

　上水流かみずる唯人は、果たしてどちらの人間なのだろうか。利用価値があるか、否か。

　幼い頭で司が思考を巡らせている間に、少年が唯人の側まで来ると、手に持った皿を差し出した。

「ほら、食い物パクってきた。すっげぇ気合の入った料理が並んでたぞ」

「……いらない」

「おまえ、朝も食ってねえだろどうせ。ほら、食えって」

　少年が差し出した皿を、唯人はふいと横を向いて無視した。どうするだろうか、と思って司が見ていると、少年が突然唯人に頭突きをかました。

「いたっ！」

　唯人が悲鳴を上げて額を抑える。確かに痛かっただろうと司は顔をひそめた。結構な勢いの頭突きである。

「なにすんの！」

　唯人の抗議に、

「だってしょうがないだろ。オレ、いま両手ふさがってんだし」

　と少年はケロリとした口調で言い返した。

　あの上水流かみずる家の長男相手に、ずいぶんと気安い態度をとるな、と司は少し呆気にとられて、そこで初めてマジマジとその少年を観察した。

　着ている服こそ唯人や司と同じようなフォーマルなものだったが、短く切った黒い髪も、その目鼻立ちも、悪くはないけれどこれと言って特筆するものもない、ごくごく普通の少年だった。

「ほら、こっちおまえの。ポテトサラダ多めに入れてきてやったから」

　少年が懲りずに唯人に皿を差し出した。ムッツリと唇の端を曲げて、唯人がそれを受け取ると、よしよしとペットでも褒めるように少年が唯人の頭を撫でた。

　自分なら絶対にさせないな、と司は思った。

　同学年の子どもたちの中でも、司は常に上位の立場であったので、あんなふうに上から頭を撫でられたことなど一度もなかったし、してほしいと思ったこともない。

　けれど唯人は、機嫌の良いネコのように目を細めて、甘んじて少年のてのひらを受け入れていた。

　上水流かみずるの長男にプライドはないのか。それともやはり、『汚点』だからなのか。

　司は不意に白けた気分になり、唯人への興味を一気に失いかけた。

　その時、唯人が少年を「ヒナ」と呼んだ。

「スプーンもフォークもお箸もないけど、これ、どうやって食べろって？」

「……手で食えよ、手で」

「素直に取って来るの忘れたって言いなよ。オレ、ヤだよ。お絞りもないのに手で食べるの」

「うっせーなこのお坊ちゃんが！　文句を言う前にありがとうが言えないのかよ」

　ペシ、と少年が唯人の頭をはたいた。その手で、皿に乗っていた唐揚げを摘み、唯人の口元へと持ってゆく。

　唯人がひな鳥のように口を開けた。少年の指が、唐揚げを小さな口に押し込んだ。

　数度、咀嚼して。唯人は唐揚げを食べた後、少年を見上げてニコリと笑った。

「ありがと、ヒナ」

　礼を言われた少年は、屈託のない笑みを浮かべた。

　顔全体で、くしゃりと笑うような笑顔だった。

　司はなにか、珍しいものを見たような気分で少年を凝視した。

　唯人と少年がどういう間柄なのか、司にはわからない。けれど二人の間には、立場の違いや損得や利害などとは無縁の、なにか、濃いつながりがあるように感じられた。

　いいな、あれ。

　司は少年の笑顔に見とれた。

　なんの裏もないような、ただ好意だけを宿した、あんな顔をして笑う人間は司の周りには居ない。

　他人とは自分のために利用する駒だ。そう言われて育った司に、同年代の友人なんてものは存在しなかったし、欲しいとも思わなかった。

　大人たちは司に利用価値があるとわかれば優しくしてくれたし、自分にとって益がないと判断した者は背を向けた。

　司にとって他者とは、二重三重の仮面をまとう者であったし、その言葉には裏もそのまた裏も存在した。

　だからあんなふうに。

　仮面のない笑みなんて見たことがない。

　朝からご飯を食べていないなんて些細なことで、心配などされたことがない。

　見返りのいらない好意なんて、向けられたことがない。

　いいな、あれ。欲しいな。

　司は少年の笑顔を見て、強くそう思った。

　彼が唯人ではなく、司に対して笑いかけているところを想像してみると、胸がじんわりと温かくなった。

　パーティーの後、帰りの車の中で父に「そう言えば上水流かみずる唯人さんを見かけましたが」とそれとなく話題を振ってみた。

　助手席に座っていた兄が、抜け駆けをしたのかと言わんばかりの目で睨んできたが、「ああ、噂の長男か。あれはダメだな。上水流かみずるでもいないものとして扱われている。駒にもならんよ」と父がまったく興味がなさそうに言うのを聞いて、冷笑を浮かべた。無駄足を踏んだな、というような表情だった。兄は司とはほとんど口をきかなかったが、表情が豊かなので考えていることはわかりやすいのだ。

「同い年ぐらいの子と一緒に居ましたが、彼は？」

「ああ、確か秘書の息子かなにかが世話係としてつけられていると聞いたことがあるな。不憫なことだ。秘書の息子ってだけであんな『外れくじ』の面倒を見させられて。献身的に仕えたところで、出世は望めないだろうにな。おまえたちも、尻尾を振る相手はよく見極めろよ」

　父の言葉に、司は反射的に「はい」と返事をした。兄と声がそろった。

　返事をしながら、少年の笑顔を瞼の裏に思い浮かべた。

　あの少年なら、司にどんな言葉をかけてくれるだろうか。

　父の言葉を聞いて、どう思うのか。唯人のことを、外れくじだなんて、間違っても言わないだろう。どんな顔をして怒るのか。笑う時と同じで、顔全体に表情を浮かべるのだろうか。

　仮面をかぶらないその表情を、もっと色々見てみたい。




　司はそれ以降、徐々に学業で手を抜き成績を落とした。兄が優秀な成績をおさめていたが故に、進学先を父に決められたのを見たからだ。

「兄さんに比べておまえはダメだな」


という言葉と引き換えに、司は自由を手に入れた。



　兄は兄で、父が司をこきおろすのを見て優越感に浸り、さらに司を引き離すべく勉学に励んだので、司は父の期待に応えられないという罪悪感を覚えなくて済んだし、あきらめられることはなんて楽なんだろうと、肩の力を抜いたおかげで家での生活は格段に楽になった。

　司の目論見通り、父は司の進学先には口を挟まなかった。

　司は上水流かみずる唯人の進学先を調べ、無事に入学を果たした高校一年の夏、あの時の少年との邂逅を果たすことになる……。







　　＊＊＊







「ヒナの、どこがそんなにいいの？」

　と、学校一の美貌の唯人が言った。

　この世でもっとも愚かな質問だ、と海棠司は思った。







　好きです、と初めて亨に告げたとき、亨は頬を真っ赤に染めて、「バカじゃねぇの」と言って司に背を向けた。悶えるほど可愛かった。

　司が執念にも似た執着で亨と同じ高校に入学し、偶然にも保健室で亨に近付く僥倖を得てから三か月。気が遠くなるほど長い夏休みを終え、二学期に入ってからは司は積極的に亨に話しかけるようにしていった。

　亨と顔を合わせる度に司は亨を口説いたし、司が亨に懐くのを、いつも彼の傍にいる唯人は意外にも咎めだてしてこなかった。なにかしらの邪魔は入るだろうなと思っていた司だったが、その予想は裏切られた形になる。

　唯人と亨は、授業を終えた放課後、二人で空き教室でのんびりと過ごしていることが多かった。

　西日の差し込むオレンジ色の教室で、二人は寄り添うようにして座り、他愛のない話をしている。

　唯人の小さな頭は亨の肩にもたれかかり、亨は戯れにその髪を撫でるのだった。

　幼馴染、というくくりでは言い表せないほどの、仲の良さである。もちろん、社長令息と部下の子ども、なんて枠組みではあり得ない。嫉妬する土俵に立つことすら許されないような緊密なつながりは、最初、司をこれでもかと打ちのめした。

　けれどきっと、そんなふうに見返りもなく唯人の傍に居続ける亨だったからこそ、こんなにも司を惹きつけるのだ。

　仮面もかぶらずありのままの表情で、当たり前のように唯人の隣に存在する亨だったから、司は、自分のものにしたいと思ったのである。

　二人の間に割って入ることはできなかったけれど、二人がくつろいでいる教室で、一緒に座って話をする程度には、司は居場所をつくることに成功した。

　雛瀬さん雛瀬さん、と亨に懐く司を、唯人は時折、なんとも形容しがたい目で見てきた。

　司は子どもの頃からひとの顔色を読むことに長けており、他人の感情の機微にも敏感であったので、自分を見る唯人の目に、恋情のようなものが混じっていることにも、すぐに気付いた。

　あの、上水流かみずる唯人が。自分に、惚れている。

　その考えは司の自尊心をくすぐり、その時覚えた優越感はなんとも言えず甘美だった。

　唯人を自分に夢中にさせることで、亨との仲を引き裂いてやろうか。そう考えたことも、一度や二度ではない。


あの二人の強いつながりを乱すことで亨が自分だけのものになるのなら、唯人に偽物の愛を囁くことなど司には造作もないことだった。



　けれど、唯人を騙した司を、亨がゆるすとは思えなかったし、亨から完全に唯人を切り離せるとも思えない。

　だから司は、一途に、まっすぐに、主人を慕う犬のように、雛瀬さん雛瀬さんと亨への愛情を示し、自分の存在をアピールし続けた。

　そんなある日、いつものように放課後の空き教室でくつろいでいた時、

「ヒナの、どこがそんなにいいの？」

　と唯人が尋ねてきた。亨は不在のときだった（くじ引きで風紀委員に当たってしまったと嘆いていた。亨が風紀委員になるのなら、自分も立候補すれば良かったと司は心底後悔した）。

　なんて愚かな質問だと、表情には出さずに、司は思った。

　誰よりも亨の傍に居て、亨の魅力がわからないのであれば、それはもう罪だった。

「全部です」

　と司は笑って答えた。掛け値なしの本音だった。

「雛瀬さんは、嘘がないから。いつも、真っ直ぐ俺を見てくれる。だから俺も、雛瀬さんの目に映って恥ずかしくない俺でいようと思えるんです。俺はずっと、嘘だらけの中で育ってきたから、雛瀬さんみたいに……ふつうに、当たり前みたいに笑ったり、怒ったり、嘘のない感情を見せてくれる人を他に知らない。雛瀬さんは、とてもきれいなひとだから、だから、全部好きです」

　司の独白めいた言葉に、唯人が「ふぅん」と小さな声で相槌をうった。

　窓から差し込む西日が、唯人の背後から当たり、逆光で彼の表情は見えなかった。

　司が亨と一緒に居るときに時折感じる唯人からの視線には、焦がれるような色が混じっており、司はそれに気付かぬふりを貫いてきていた。

　だからいまも逆光を口実に、唯人がどんな顔をして、なにを思っているのか、敢えて見ないように考えないようにする。唯人が自分に好意を抱いていることを知りつつも、無神経を装って、彼の前で亨が好きだと繰り返す。

　申し訳ないとは思わなかった。司にとって、大事なのは亨だけだからだ。

「おまえ、もうヒナとヤった？」

　不意に唯人に尋ねられ、司は校庭に向けていた視線を、彼のうつくしい顔に引き戻された。つくりものめいた完璧な美貌。そのきれいな唇から、

「どうせまだだろ。ヒナ、晩生おくてだし。おまえ、男抱いたことあるの？」

　とそんな低俗な話題が飛び出るのを、司は驚くような不思議なようなそんな思いで聞いた。

　司がなにも答えないでいると、唯人が唇の端で笑って、少し目を細めた。たったそれだけの表情の変化で、人形めいた顔が急に色香を纏う。

「なに、おまえ。まさか童貞？」

「い、いえ。でも、男に惚れたのは雛瀬さんが初めてですよ」

　思い返せば淡白な付き合いしかしておらず、性別云々を抜きにしても、こんなに欲しいと思ったのは亨が初めてだ。

　司がそう言うと、唯人は席を立ち、司の座る椅子の前まで静かに歩み寄ってきた。

　司のブレザーの肩に、唯人のてのひらが乗った。

「男同士のやり方、教えてあげようか？」

　黒のような藍のような不思議な色の瞳孔が、司を間近でのぞき込んで笑う。

「オレで、練習してみる？」

　わかりやすく誘われて、司は小さな苦笑を漏らした。

　とても魅力的な誘いである。唯人が、亨の大切な人でさえなければ。

　仮に亨と出会っていなければ、司は唯人の誘いに応じただろうと思うし、好奇心と性欲が満たせるのなら、相手はべつに唯人でなくても良かった。

「勘弁してください。俺が雛瀬さんに殺されます」

　司は両手を挙げ、降参のポーズをとって軽口を返した。冗談で済ませてしまうのが、お互いにとってベストだろうと思えた。

　ふぅん、と声を漏らして、唯人が唇を尖らせた。

「じゃあオレが、ヒナに教えてあげよっと」

「それも勘弁してください。俺が泣きます」

　演技でなく、情けない声が出た。

　唯人が相手では勝ち目がない。唯人が本気で誘えば、亨は応じてしまうだろうと、半ば確信的に考えてしまう。

　そう言えば、この二人は普段から異常な距離の近さだが、どこまでの仲なのだろうか。

　日頃あまり考えまいとしていた疑問がむくむくと頭をもたげてしまい、司は「あの……」と我慢できずに口を開いた。

「お二人は、その、どこまで……」

　もごもごと口ごもった司に、唯人が人の悪い笑みを見せる。

「ヒナの、ファーストキスの相手は、オレ」

　予想通りの答えではあったが、ダメージはガツンときた。やはりそうか……と項垂れてしまう。

　いやでもキスはセーフだ。キスまでなら、子どもの好奇心で説明がつく……はずだ。

「あ、あの、キス以外では」

　重ねて聞いた司の視線の先で、唯人が一瞬、ふっと瞼をうつむけた。


長い睫毛が頬に影を落として、夕日のオレンジ色が、唯人をなにかとても儚いもののよう浮かび上がらせる。



　けれど彼はすぐに表情を戻して、司に少し顔を寄せると、

「オレは処女じゃないけど、ヒナは童貞だよ」

　と司の耳元でささやいた。

　それに何と返事をして良いか分からず、司が無意味にあ〜と唸るような相槌を返していると、委員会を終えた亨がタイミングよく姿を見せた。

「あ〜、やっと終わった……って、二人でなにくっついてんだよ」

　軽く眉を寄せ、少し複雑そうな表情を浮かべた亨は、司ではなく唯人の隣に歩み寄り、唯人の頭を掴んで自分の方へと引き寄せた。そのことに地味に嫉妬している司の横で、唯人が花が綻ぶような笑みを浮かべて亨の肩に懐いている。

「ヒナ、遅かったね」

「これでも速攻で終わらせてきたっつーの。おまえらは？　なにしてた？」

「ふふ。ヒナの話。海棠が、色々聞きたがるから」

　甘えてくっついてくる唯人の髪をぐしゃぐしゃとかき回しながら、亨が胡乱げな視線を司へと向けて来た。

「は？　オレの話？　おまえ、なに聞いたんだよ？」

「い、いえ、そんな変なことは聞いてないですよ！」

　慌てて手を振った司の語尾にかぶって、

「海棠がぁ〜、雛瀬さんって童貞なんですかって聞いてくるから」

　と唯人が暴露する。完全なる嫌がらせだ。

「はぁ？　おまえ、ケンカ売ってんのか？」

「そっ！　そんな聞き方してないじゃないですかっ！」

「そんな聞き方じゃない聞き方はしたってことだよな？」

　な？　と細めた黒い目で睨まれ、司は思わず口ごもる。

「い、いえ、聞いたって言うか、なんて言うか……」

　本当に聞きたかったことは、亨と唯人に肉体関係があるのかどうかということだったのだが、それをストレートに打ち明けると確実に亨のこぶしが飛んでくると思い、司は語尾を曖昧に濁した。

　焦る司を横目で笑って、唯人が亨の肩にコツンと頭を預けて、言った。

「ヒナのファーストキスの相手はオレって言っといたよ」

　唯人の言葉に、亨はなぜだか眉を寄せ、苦しいような、痛いような、そんな表情を見せた。

　亨の指が、唯人のきれいな髪をさらりと梳いて。

「おまえのファーストキスの相手も、オレでいいじゃねぇかバカ」

　小さな声で、早口にそう言った亨に、唯人は黙ったまま、ただ吐息するように笑った。




　閉じる。




　司は冷やりと背を震わせた。

　二人の世界が、閉じてしまう。

　司を置き去りに、二人きりで閉じてしまう。

　そんな切迫感に襲われ、司は椅子を蹴倒すようにして立ち上がると、闇雲に手を伸ばして亨の腕を掴んだ。

　亨が少し驚いたように、司を見上げた。

　丸くなった黒い目が司を映して、たわむように細められた。

「なんだよ？」

「い、いえ……」

「いてぇよ、バカ」

　困ったように笑った、その時の亨の顔は、くっきりと司の瞼に焼き付いた。







　司が亨と初めてキスをしたのは、この翌日のことだった。

　唯人は居なかった。用事があると言って先に帰ったのだ。


ごくまれに、唯人は亨と別行動をとることがある。亨がひとりで居る時間を独占できる機会は貴重だ。司は常になく浮かれて、亨と空き教室で机を挟んで向かい合い、二人きりの逢瀬を楽しんだ。



　最近唯人と見に行ったという映画の話。唯人と買い物に行ったときの話。唯人が家では家事をまったくしない、生活能力が欠如しているという話……。

　亨との会話の端々に、当然のように唯人が現れる。

　笑いながら、軽い口調で亨が話すものだから、司も何気なく尋ねてみた。

「そう言えば、上水流かみずる先輩が一人暮らししてるって噂を聞いたんですが、本当ですか？」

「ん。本当。だから家事はほとんどオレがやらされてんだよ」

「へぇ。雛瀬さんの家の近くなんですか？」

「徒歩三分。つか、相変わらずあいつの噂って飛び交ってんの？　ほか、どんなの聞いた？」

　校内で『上水流かみずる唯人』に関する噂は数多く囁かれているが、その真偽を本人に確かめた者は居らず、亨は噂の詳細までは把握していないようだった。

「そうですね。色々ありますけど……上水流かみずる先輩は、財力を盾に裏でこの学校を牛耳ってる、とか」

「ははっ！　なんだそれ、ウケる」

「教師よりも権力があるらしい、とか」

「ねぇよ、バカ。あったとしてもただの持ち腐れになるな」

「芸能人並みにモテるけど女嫌い、とか」

「まぁ確かにな。他人にも興味ねぇしな、アイツ」

「男と付き合ってる、とか」

「……ノーコメント」

「クラスの男全員と寝てるらしい、とか」

「……おまえ、それマジで言ってんの？」

「や、噂ですよ、噂。あと、雛瀬さんと付き合ってるらしい、とか」

「……」

　亨の黒い瞳が、真正面から司を映した。その真っ直ぐすぎる視線に、司の方が少したじろいだ。

「昨日、アイツとその話してたのか？」

　静かな声音で、亨が尋ねた。

「すみません」

　速攻で謝って、司は頭を下げる。生まれてこの方、何の打算もなく頭を下げたのは初めてだった。謝るときも笑うときも、相手を褒めるときも貶けなすときも、すべて自分の利益のためにそうするのだと、父に言い聞かされてきたからだ。

　こんなにも純粋に、ただ亨に嫌われたくないという単純な理由だけで、抵抗もなく頭を下げた自分に司は内心驚いた。

「お二人の仲が……気になってしまって」

　うつむいたまま上目遣いで亨を見ると、亨はこらえきれないといった様子で吹き出して、両手で犬でもなでるように司の頭をぐしゃぐしゃとかき回した。

「ははっ。叱られた犬みたいな顔すんなよ。怒ってねぇよバカ」

　亨の笑顔に、司はホッとして顔を上げた。髪をかきまぜてくる亨の手を掴み、自分の方へと引き寄せる。

「雛瀬さん。俺、上水流かみずる先輩が相手でも負けたくないです」

　司が強く手を引いたせいで、机越しに亨の上半身がグッと前のめりになった。短い黒髪を立たせるようにセットしている亨の、そのむき出しのひたいに、司は自分のひたいを押し付けた。

「あなたが好きです」

　司がそう囁くと、亨の頬がうっすらと赤く染まった。可愛い、と心の底から思う。

「……おまえ、そればっかだな。オレのなにがそんな良かったんだよ？」

　難解な謎を解くような顔で、亨がそう尋ねてくるが、司に言わせれば、今までなぜ彼がモテなかったのかその方が不思議だった。

「雛瀬さんの好きなところ、俺、山ほど挙げれますけど、聞きたいですか？」

　額を合わせたままの至近距離で問い返すと、恥ずかしいからやめろ、と亨がますます顔を赤らめる。

　その恥じらう顔が可愛くて、可愛すぎて、可愛いなと思った瞬間無意識に体が動き、亨にキスをしていた。

　亨の唇はやわらかくて、けれど少し乾燥している。それを湿らすように、司は唇でやさしく食んだ。

　亨は抵抗しなかった。亨の手を握っていた司の両手は、緊張と、体の奥から突き上げてくるような熱で汗ばんでいた。不快だったろうに、亨は手を振りほどこうとはしなかった。

　唇を重ねるだけのやわらかなキスを終え、司はそっと顔を離した。亨の許可も得ずにキスをしてしまったので、亨の目を見ることができなかった。俯いて、

「す、すみません……」

　と謝った司の頭を、亨がパシっと音を立てて叩いた。視線を上げると、亨が照れくさそうに笑っていた。

「謝るなよ、バカ」

　バカ、と司を罵る口調が甘くて、司はもっとキスがしたくなった。

「好きです、亨さん」

　亨の名を呼び、そう告げた司へと、亨は少し眉を寄せて返事を考えるような間を挟むと、それからじわりと笑って。

「たぶん、オレもだよ」

　と答えをくれた。

　司は天にも昇る心地で、もう一度、ゆっくりと、亨の唇を奪ったのだった。
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　ヒナが知らないことがある。

　小学二年生のとき、誘拐された先で、若い男に猥褻わいせつな行為に及ばれたこと。

　小学四年生のときには、首輪につながれた。

　小学五年生では、女物の衣装を着させられ、写真を撮られた。

　いずれもすぐに警察が助けてくれたので、監禁された時間は一日にも満たなかったように思う。

　唯人が誘拐されたことがわかった時点で、その対応はヒナの父親たち大人の仕事になったから、ヒナは詳細を知らない。ただ、解放された唯人の手を握り、その無事を泣いて喜ぶだけだった。

　泣きながら抱きしめてくるヒナを見て、唯人は、自分が汚されたことはこの幼馴染に言ってはいけないのだと悟った。

　大人たちは眉をひそめて、なにか痛々しいものを見るように唯人を見ていたし、運ばれた病院では、白衣を着た医者が「可哀想に。もう大丈夫だよ」と言っていた。彼らの前で唯人は、『可哀想な被害者』として扱われた。

　ヒナだけが、変わらず、ただきれいなものを扱うように唯人に触れてきたし、そのヒナの目に見つめられる限り自分は、汚れた存在ではないのだと思うことができた。

　ヒナの前では、きれいでいたかった。

　ヒナがいつも、大切に扱ってくれたので。

　唯人は自分が、価値のある存在だと思うことができたのだ。

　けれど高校二年生の夏。海棠司がヒナの前に現れ、ひたむきで一途な愛を捧げた。


ヒナを見る、海棠の目に、唯人は焦がれた。



　海棠の熱っぽいまなざしに、唯人は、価値があるのはヒナなのだと気付かされた。きれいなのはヒナだった。

　きれいなヒナの目は、世界をきれいに映すのだ。当然、その黒い瞳に映る唯人も、きれいに見えているのだろう。

　ヒナの中で、唯人が汚れていないのは、ヒナこそが汚れと無縁の存在だからに他ならない。

　なんだ、そうか、と唯人は腑に落ちた。唯人がきれいなわけではなかったのか。

　そのとき、脈絡なく唯人は思い出した。

　父の秘書の雛瀬、つまりヒナの父親が「唯人さんの名前は、お父様がつけたのですよ」と教えてくれたときのことを。

　父にとって、『唯一の人』だから唯人、なのだと。

　唯人はその言葉を、ずいぶんと長い間大切に胸の中にしまってきた。

　けれど、唯人が誘拐されようが男に猥褻行為を強要されようが、父が唯人に関心を寄せなかったことで、唯人は自分の……ヒナの父親の勘違いを知った。

　唯人は『唯一の人』ではなく、『唯ただの人』なのだ。


上水流かみずるの後継ぎでも父の大切な人でもなんでもない、『唯ただの人』だから、唯人。



　父にとって唯人は、その程度の存在だった。

　自分に価値などない。

　価値など、ないのだ。

　そう悟ると、楽になった。







　唯人はヒナの知らないところで、男に抱かれる。何度も自分を汚して、何度もヒナの前に立つ。


そしてヒナの目を覗いて、彼がまだ唯人をきれいに映してくれるのかを確かめた。



　自虐のように、唯人は色々な相手と寝た。

　そのバカみたいな行為は、高校三年生で水主川かこがわ稔と出会ったことで、一時的に落ち着いたのであるが……二十四になった唯人は現在、また同じようなことをしている。

　否、同時にベッドに上がる人数が増えただけ、悪化したのかもしれない。







「ユイく〜ん。どうする、まだイケそう？」

　いくつものピアスを両耳に光らせた茶髪の男が、軽薄に唯人に問いかけてきた。

「ほら、水飲むか？」

　黒髪を後ろに撫でつけた巨躯の男が、唯人の髪を掴み、少し乱暴な仕草で顎を上げさせる。すぐに唇がふさがれ、合わさったそこから口移しで水が与えられた。

　そらされた白い喉元が、ごくりと上下する。唇の端からこぼれた水が、その喉を伝うのを、茶髪の男が舌を出して舐め上げた。唯人はビクリと肩を跳ねさせる。

「ナニ、感じてんの？」

　茶髪の男が笑って、何度も唯人の喉仏のあたりを舐った。

　喘ぐ唯人の声は、黒髪の男の唇に吸い込まれてゆく。

　二人の男とすでに一度ずつ交じり合って、体は汗と男たちの精液でベトベトしていた。けれどまだ足りない。

　稔になにを吹き込まれたのか、ここ最近ヒナと海棠が常に唯人のそばに居たので、唯人は中々溜まった熱を発散させることができなかった。

　今日は久しぶりに男たちを呼び出して、ようやくホテルで睦みあうことが出来たのだ。そう簡単に満たされるものではない。けれどそれは、男たちも同様のようだった。

「この間はドタキャンされたからな。今日はたっぷり楽しませてもらおうか」

　黒髪の男が、筋肉のついた逞しい腕で唯人を抱え上げ、ベッドに膝立ちにさせた。寝転んでいる茶髪の男の顔をまたぐような体勢だ。

　唯人が羞恥に身悶える前に、茶髪の男が舌を伸ばして唯人の会陰を舐めてきた。

「あっ！」

　唯人の喉から高い喘ぎがこぼれる。思わず体を浮かそうとする唯人を、ベッドの上に立ち上がった黒髪の男が上から肩を抑えて固定した。

　唯人の目の前に、赤黒いペニスが差し出される。男がペニスの先端を唯人の唇に押し付けてきた。

「舐めろ」

　短く命じられ、唯人はぶるりと震えた。もっと強引に、乱暴にされたい。

　唯人は唇を開き、男を迎え入れた。先ほどまでコンドームをつけていた肉棒は、わずかにゴムの味がしたが気にならなかった。舌に唾液を溜め、硬く立ち上がったそれに絡めて舐めしゃぶる。

「んっ、ぅんっ」

　男の屹立が唯人の口でゆるやかにピストンを始める。

　それと合わせるようにして、茶髪の男が唯人の後孔を舌で責め始めた。

　唯人の性器は、無毛である。

　もともと手足の毛はうすく、脇もほとんど生えない唯人であったが、陰毛は昔剃られたことがあり、唯人の無毛の性器を見た男たちは大層喜んだので、今もそのままにしている。

　ぬるぬるとした舌が、敏感な入り口を音をたてて舐めていた。ビクビクと腰が揺れる。

「ユイくん、前、舐めてほしい？　それとも後ろを虐めてほしい？」

　茶髪の男がくぐもった声で尋ねてきた。唯人は男を咥えたままの不自由な口で、

「う、うしろっ」

　と答えた。

　黒髪の男が笑いながら唯人の頭を掴み、それを前後に揺さぶった。

「ぐっ、うんっ、んっ」

　突然のイラマチオに、唯人がうめくような声を上げたが、男の手はゆるまなかった。

　茶髪の男が起き上がり、唯人の背後に回ると、

「さっきまで咥えてたから、慣らさなくても入るよね」

　と言いつつ、唯人の両腕を後ろから掴み、猛ったペニスを唯人の後孔に突き立てた。

「んん〜‼」

　唯人は涙を流しながら悶えた。苦しい。でも気持ちいい。

「うわ。ユイくんのナカ、とろっとろ。すっげぇ気持ちいい」

　ぐいぐいと腰を押し付けて、茶髪の男が息を荒げた。

　膝に力が入らず、唯人は首を振って口の中のペニスを吐き出した。そのまま前に倒れそうになったが、後ろから腕を掴まれていたので体は途中で止まった。

「あっ、あっ、い、やぁ」

　リズミカルに腰を打ちつけられ、唯人は切れ切れに喘いだ。

　感じる場所を男根で執拗にこすられる。すぐに達きそうだ。

　ビクビクと全身で快感を表現する唯人の前に、黒髪の男が胡坐をかいて座った。中途半端で放り出された男のそれが、先走りと唯人の唾液でぬらぬらと光り、卑猥だった。

「もう一度だ、ユイ」

　男が唯人の頬へと手を伸ばす。心得たように、後ろの男が唯人の両腕を放した。

　唯人はベッドの上に四つん這いになり、黒髪の男の膝の間で勃起しているそれを、再度口に含んだ。

　茶髪の男がひときわ深い場所まで侵入してきた。

「んぁ、あっ、ああっ！」

　唯人が喘ぎ、揺れた性器の先端から精液が少し漏れた。

「おっと。まだイっちゃダメだよ。まずはオレたちを満足させてからね」

　茶髪の男が唯人の股間に手を回し、性器の根元を指で戒めてきた。

　唯人は体の中心で渦巻く熱に、声を上げながら悶えた。

　男たちに攻められながら、これだ、と思う。

　この、頭が空っぽになるほどの快楽。

　それに溺れているときだけ、唯人はなにものからも自由になれる。

　ヒナの黒い瞳からも。

　海棠への煩悶からも。

　唯人を捨てた、稔からも。

　……あの、七年前の出来事からも。
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　鏡を見ると、仄白い顔が映っている。

　綺麗だ、うつくしい、可愛い、色気がある、麗しい、などなどの美辞麗句を二十四歳の今日まで山ほど浴びてきた唯人であったが、この顔で得をしたことはあまりないように思う。

　女のような顔だな、と鏡を見て、唯人は自分の顔に嫌悪を抱いた。

　色素の薄い、きめ細かな肌や、長い睫毛、華奢な骨格。自分を生んだ女の顔は知らないけれど、たぶん、似ているのだろう。そうでなければ、幼い頃、上水流かみずるの屋敷で受けた冷遇の原因の説明がつかない。

　高校生の頃に一人暮らしを始めてから約十年、唯人は一度たりとも上水流かみずる家の敷居をまたいではいなかった。父とも、もちろん顔を合わせてはいない。唯人の生死など、あちらはべつに気にも留めていないだろうけど。

　唯人は鏡を覗きながら、髪の毛を整えた。髪は、唯人が自分の中で唯一好きと言える部位だ。なぜなら、ヒナが好きだから。

　やわらかい髪だな、と言われながらヒナに頭を撫でられるのは気持ちがいい。

　だから唯人は、髪の手入れだけはいつも完璧に行うようにしている。その甲斐あって、今日も唯人の髪は光を弾くように艶めいて、うつくしい状態をキープしていた。

　襟足が肩にかかるほどに伸びているので、そろそろ切ろうかと考えながら、前髪などを整え、唯人は最後にもう一度鏡を見る。

　二十四歳……もうすぐ、二十五歳の誕生日を迎える唯人だが、鏡の中の自分が年相応なのか、それとも老けているのか若いのか、自分で判断することは難しい。けれど当たり前のことだが、高校生の頃よりは大人びたと思う。

　ヒナなんかはいつまでも変わらないように見えるのにな、と唯人は思った。それとも、いつも一緒に居るから変わった部分がわかりにくいのだろうか？　ヒナからしてみれば、唯人も高校の頃からあまり変わりないように見えているのかもしれなかった。

　小さく吐息して、唯人は洗面所から部屋に戻り、今日着ていくコートを選んだ。

　二月は春に近付いてゆく季節の割りに、冬で一番寒い時期なのではないかと唯人は感じる。冷え込みは厳しいが、体のラインが完全に隠れてしまうダウンコートなどは着たくなかった。

　唯人の体に合わせて作られた上質な毛皮のコートを羽織り、マフラーを巻く。革の手袋、キーケースとスマホ、それからカードをコートのポケットに突っ込むと、唯人はマンションを出た。時刻は夜七時。唯人のいつもの出勤時間だ。

　コンシェルジュデスクの横を通りかかると、制服を隙なく着込んだ五十代くらいの男がサッと立ち上がり、エレベーターの呼び出しボタンを押してくれる。小さく頷くことで謝意を示し、唯人はすぐに到着したエレベーターに乗って一階へと降りた。

　エレベーターホールからエントランスへと抜け、唯人はそこでピタと足を止める。回れ右をして、部屋に帰りたくなった。

　自動ドアの向こう側に、長身の男が立っている。黒のロングコート姿が様になっているのが妙に気に障った。唯人が苛々と細い眉を寄せるのと同時に、その男がこちらを見て手を挙げた。

「おう、唯人」

　ガラス戸に阻まれて声は届かなかったけれど、唇が、そう動くのがわかった。背景の夜の闇の中に、白い息が舞う。

　自動ドアは、中からでないと開かない。鍵を持っていない男は、こちらに入って来ることはできない……はずだったが、運悪く、マンションの住人が外から帰って来てしまい、扉がなめらかにスライドした。

　男は広い歩幅であっという間に唯人に歩み寄り、「よう」と片頬で笑った。

　水主川かこがわ稔。高校三年生の頃のクラスメイトで、かつて、唯人の恋人であった男だ。

「……なんの用」

　唯人がつっけんどんに吐き捨てるのを、稔は気分を害した様子もなくヘラヘラと笑って流した。

「ユイちゃんのお迎えやん。今日は雛瀬も海棠も居おらんのやろ？」

「頼んでないよ」

　短く、ぶっきらぼうな唯人の返事に、男は肩を竦めるだけのリアクションを寄越す。

　唯人は唇を噛んで、ヒナを恨んだ。

　ヒナは七年前の件で稔に悪感情を抱いていたはずだが、一体なぜ唯人に内緒でコソコソと連絡を取り合う仲になっているのか。

「言うとくけど、雛瀬やないで。俺を迎えにやったんは、オーナーや」

　唯人の思考を呼んだかのタイミングで、稔が言った。昔から勘の鋭い男である。

　唯人は小さく鼻を鳴らして、速足で歩きだした。そのすぐ後を、稔が余裕の足取りでついてくる。身長が十センチ違うと、リーチも違う。そんなことにも腹が立った。

「オレからオーナーに断っとくから、もういいよ。ご苦労様、さよなら」

「さよなら言われて、はいそうですかって帰るわけないやろ。おまえと二人きりになるんは、久しぶりや」

　笑いを含んだ声音で言われて、カッと頭に血が上った。

「そういうこと言うなバカ！」

　前を向いたままで、怒鳴りつけた。唯人はほとんど小走りのような足取りで、マンションの前の道路を渡ろうとする。すると背後から伸びて来た手が、唯人の腕を強く掴んで引き留めた。

「車はそっちとちゃうで」

　思いのほか耳の近い場所で囁かれ、唯人はイライラと稔の体を突き飛ばした。

「さわらないで」

　唯人のその言葉を聞いて、稔が目を細めて笑った。目尻に少し皺のよる、その表情は、いつもの皮肉気な笑い方と違って、稔にしては無防備とも思えた。

「懐かしいな、そのセリフ。おまえと初めて会おうたときのセリフや」

　言われて、唯人も思い出した。

　高校三年生の始業式の日。あの日も稔は突然唯人の腕を掴んできたので、唯人は今と同じセリフをこの男に言ったのだった。

「……いまさら」

　喉の奥で声が絡み、変にかすれた。

　稔の左手は、まだ唯人の右腕を掴んだままだ。それを唇を噛んで見下ろす。

　いまさら、昔の話をしないでほしかった。

　高校三年生の冬に突然別れを告げられて、それからは一度も会わなかった。ただの、一度も。


それなのに七年も経った夏の日、稔は唯人の前に現れた。最初は、働く場所が同じというだけで、稔の姿はほとんど見かけなかったが、秋ぐらいより彼はなぜか唯人の周りをウロチョロするようになった。



　唯人と顔を合わせると、「変わりはないか」とか、「雛瀬に送ってもらえ」とか「タクシーを呼べ」とか、「ひとりになるな」とか、口うるさい父親のように（そんな存在を唯人は知らないけれど）声をかけてくる。

　それなのに、唯人が稔の存在に慣れてきた雪がちらつくようになった頃に、稔はまたパッタリと姿を見せなくなった。稔の不在は約ひと月ほど続いた。

　職場にも来ていないようだったので、てっきり仕事も唯人に構うことも辞めたのだと思っていた。稔が居なくなったことに関して、ヒナも海棠も、オーナーも唯人にはなにも言ってこなかった。

　稔にとって、唯人という存在はただの暇つぶしなのだと思う。

　昔は、違った。違うと、思っていた。少なくとも、唯人は。

　海棠のひたむきな愛情に憧れつつも、唯人は、自分の体を強引に奪った稔を嫌ってはいなかったし、ヒナにも埋めることのできなかった、唯人の胸にポッカリと口を開けた洞うろを、稔ならば埋めてくれるのではないかと期待もしていた。

　愛してる、と言われたことはなかったが、愛されているとは思っていた。

　事実、「おまえだけや」と熱く囁きながら、稔は何度も唯人を貫いたのだ。

　それなのに、稔はあっさりと唯人を捨てた。七年前の冬の日。あの時のことは考えまいと、唯人はおのれに言い聞かせ、稔が唯人を捨てたように、唯人も稔にまつわる記憶はすべて捨てた。きれいさっぱりとはいかなかったが、思い出さないようにはできた。

　だから今、稔が気まぐれにふらっと唯人の前に現れ、暇つぶしのように構われることに関して、怒りや苛立ちの感情しかない。過去の記憶を、無責任に揺さぶらないでほしかった。

　唯人は、右ひじの辺りを掴んでいる男の手を、思い切り振り払おうとした。けれど指の力が強まっただけで、稔の手は離れなかった。

　唯人は唇を震わせた。

　ヒナ。

　ヒナに、会いたいと思った。

　いますぐ。ヒナに、抱きしめてもらって、なにも起こってない、大丈夫だ、と言ってほしかった。

　けれどいま、ヒナは居ない。今日は一日、海棠とデートをしている。

　ぐらり、と足元が傾いだ。

　ダメだ。

　昔の、愚かだった頃の自分が、近づいて来る。忍び寄って来る。

　ダメだ、ダメだ。

　あの頃には戻りたくない。思い出したくない。

　不意に、稔に腕を引かれた。無言のまま、稔が歩き出す。引きずられるようにして、唯人も歩いた。足元が頼りなく、稔が腕を掴んでいなければ、倒れてしまいそうだった。

　唯人はマンションの来客用駐車場まで連れていかれた。駐車場内は灯りが燈り明るかったが、人気はなかった。ひっそりとした空気の中で吐息すると、吐く息が白く凍った。

　腕を引かれたまま、黒塗りの外国車の助手席の前に立たされる。オーナーの車だ。稔がオーナーから借りたのか、それとも貰ったのか。どちらにせよ他人に軽々しくハンドルを握らせられる値段の車ではないので、稔に対するオーナーの信頼の篤さを見た気分だった。

「乗れ」

　背後から短く言われた。唯人の右腕を掴んでいた稔の手が、放された。夜の空気が、すぐに男の手の熱の名残を奪う。肘の辺りが寒くなり、唯人は小さく体を震わせた。

　助手席のドアを唯人が開くと同時に、背後で稔が「くそっ」と吐き捨てた。肩越しに伸ばされた稔のてのひらが、開いたばかりのドアを、バン！　と音を立てて閉じた。

　その手がそのまま唯人の肩を掴み、稔の方へと強引に向きを変えられた。

「ちょっ……、なに」

　文句を言いかけた唯人の唇が、稔のそれでふさがれる。

　唯人は大きく目を見開いた。稔の、苦しげに寄せられた眉が、ひどく間近で見えた。

　気付けば車に背を押し付ける形で、稔の腕に抱かれていた。両手を胸の前で突っ張ったが、男の体は僅かも離れなかった。

　代わりのように、唇が、ほんの少しだけ離れて。

「唯人」

　吐息するように、名を呼ばれた。

　低く、艶のある稔の声。

　唯人の意思とは無関係に、腰が、くだけるように震えた。

　唇がまた重なる。今度は、深く。

　歯列を割って、稔の舌が口腔に侵入してきた。唯人の舌を翻弄するようにそれは動き、口蓋を舐め、絡めとられた舌先を強く吸われた。

「んっ、ん、うんっ」

　唾液ごとすすられ、男の唾液を飲まされて、唯人は喘いだ。

　唯人の弱点を知り尽くした稔のキスに、体がビクビクと跳ねた。

　稔の左手が唯人の後頭部を支え、愛撫のように、髪を指に絡めては何度も梳いてゆく。

　ヒナの手とは違う感触だったが、七年ぶりの稔のてのひらを、唯人の体は覚えていた。

　覚え込むほどに何度も。

　この男に髪を撫でられ、この男にキスをされたのだ。

「……ジ、ンっ、いや、だっ」

　首を振って、唯人は稔の口付けから逃れようとしたが、後頭部を抑える男の手が、それをゆるさなかった。

　稔の膝が、唯人の両足の間に割って入り、太ももの辺りで体の中心を刺激してくる。

「んぁ、ぅんー、ん、んんっ」

　角度を変えて何度も重なる唇と、服越しの下腹部への愛撫に、唯人は呆気なく勃起した。

　硬くなった唯人のそれを、稔が太ももにゴリゴリと押し付けてなお刺激する。膝に力が入らず、唯人は完全に体重を背後の車に預けた。

　唯人に覆いかぶさるようにして、稔が唇をむさぼり、ようやく離れたかと思うと、次は耳朶や首筋へと這わされた。

　唾液でぬらぬらと濡れた唇をぬぐう間もなく、唯人はただ喘いだ。

　稔の右手が動き、スラックスごと唯人の勃起したペニスを掴んだ。

「いやっ、ジ、ジン、やめっ」

　抵抗は声だけだった。男に抱かれるための唯人の体は、直接的な愛撫に力が抜け、稔の手を拒もうともしていなかった。

　スラックスのファスナーを、稔の指がつまんで下ろした。そこから忍び込んだ手が、下着をゴソゴソと探り、冷やりとした夜気に唯人の欲望が晒される。

　先走りの液をじわりと滲ませた先端を、指の腹でくちくちと捏ねられた。

「ああっ、あ、あっ、んんっ」

　唯人は男の胸に縋るようにして両手で稔のコートを握りしめた。

　体の中心に急激に熱が集まり、目眩がする。

「ジン、だめ、……だめ、さわるなっ」

　ぬるりとした先走りを幹全体に広げられ、手で包むようにしてしごき始めた稔を、身をよじりながら唯人は止めようとした。

「あっ、だ、だめっ、あ、あっ、イく、から、はなし、てっ」

　切れ切れに訴える唯人を無視して、稔は手の動きを速めた。

　唯人は男の愛撫に悶えた。ここが外で、駐車場だということも完全に意識から飛んでいた。

「イく、あっ、イく、あ、あ、ああっ」

　腰が前に突き出て、唯人は全身を震わせた。

　射精する寸前、稔が唯人の性器にどこからか取り出したハンカチをかぶせた。

　先端から飛び出た精液は、すべてハンカチの中に吸い込まれた。

　唯人はぐったりと車にもたれかかり、荒げた息を整えようと目を閉じた。

　ちゅ、と小さな音を立てて、唇にまた軽いキスをされた。

　薄目を開けると、稔が笑っていた。唇の端を歪めた、いつもの、皮肉げで食えない微笑だった。

「相変わらず、感じやすいんやな、唯人？」

　その男らしく整った顔には、なんの熱もなく、先ほどの飢えた獣のような口づけをしてきた男と同一人物だとは思えなかった。

　唯人の背が、急激に冷えた。

　服を整え、目の前の男を思い切り突き飛ばした。

　稔が一歩、後ろへよろめいて下がった。

「死ね」

　吐き捨てて、唯人は男の腕の中から抜け出した。

　もう仕事へ行く気分は完全に失せている。唯人は踵を返すと来た道を戻った。

「唯人」

　稔の声が追ってきたが、無視した。

「店に行かへんのやったら、家でおとなしくしとけや？」

　うるさい、死ね。腹の中だけで言い返し、唯人は無視を貫く。

　男はついてこなかった。

　唯人は歩きながら、ポケットからスマホを取り出し、ヒナに電話をかけた。

　四コールほどでヒナが出た。食事中だったようだ。

「今すぐ帰って来て」

　それだけを言って一方的に通話を切った。

　デートを邪魔された海棠は怒るだろうけれど。

　いま、ヒナが必要なのは唯人だった。

　唯人は足を止め、こぶしで唇を拭う。

　稔とキスをした痕跡は、たったそれだけの動作で消え去った。


　　　４




　上水流かみずる唯人という人間は、とにかくやる気に乏しく、校内の評判はひと言でいうなら問題児であった。

　一般的な不良とは違い、喫煙や飲酒、万引きやカツアゲなどの違法行為を行ったわけではない。

　ただ、怠惰、という言葉がピタリとあてはまる振る舞いで、授業に出るかどうかはその日の気分で、朝に彼を起こすのは骨の折れる重労働だった。

　唯人は中学卒業と同時に上水流かみずるの家を出て、ひとり暮らしを始めている。どこに引っ越したのかというと、亨の家から徒歩三分のマンションだ。ひとり暮らしのくせに、ファミリー用の３ＬＤＫの部屋を借り、当然のようにその内の一部屋は亨にと用意されていた。

　亨と唯人が交友を深めるのを、母は最初、あまり良くは思っていなかったようだが、父の仕事を抜きにして、亨が唯人と仲良くすることを真実望んでいるのだということがわかってからは、むしろ積極的に唯人を構うようになった。

　唯人は、女という生き物が嫌いだった。

　無理もないことだと思う。母親という存在も知らず、乳母や使用人の女は唯人を邪険に扱った。ヒソヒソと、唯人の母に対する陰口を叩いている場面に出会うことも、少なからずあった。

　なので唯人は、亨の母にも懐かなかった。母親が話しかけると、身を硬くし、亨の後ろに隠れるのが常だった。亨も母も、そのことで唯人を責めたことは一度としてなかったが、唯人は自然、亨の家には寄り付かなくなった。

　母は唯人に話しかけるのを諦める代わりに、ひとり暮らしを始めた唯人の食生活を案じて、亨に夕食の配達をさせるようになった。


大小のタッパーに詰められたおかずを、亨は日々唯人の元へ運び、一緒に夕食を食べ（唯人はひとりだと食事をしないことが多かった）、そのままマンションに泊まるという生活をしていたので、朝に唯人を叩き起こすのももちろん、亨の仕事なのである。



　唯人が授業をさぼらないよう監視をし、学校に無理やり連れてくる亨は、唯人の世話役と学校側からも認識され、同じクラスの隣の席に配置されるのが常だった。

　学校が頭を抱えていたのは、唯人のさぼり癖だけではない。

　唯人は、生徒の何人かと（噂によると一部の教師とも）性的な関係を持っていた。しかも校内で事に及ぶものだから、当然問題になる。

　しかし唯人の父親、つまり上水流かみずるグループの現代表からは巨額の寄付金を受け取っている学校側としては、唯人に対して強くものを言うことができず、たとえ体を繋げている現場を目撃したとしても軽い口頭注意のみで済まされているのが現状だった。

　学校は、亨にその部分でも唯人の手綱を握ってもらう役割をしてほしいようだったが、亨に言わせればそれは不可能なことであった。

　唯人の悪癖だと思いつつも、男に体を投げ出す唯人の、そうしなければならないどうしようもない、煩悶のような想いを考えると、「控えろ」とは言えても「やめろ」とは言えない亨である。

　一度だけ、亨は唯人に言ったことがある。「オレにしとけよ」、と。

　色々な男に抱かれる唯人に耐え切れなくなり、つい、言ってしまった。司と出会う前のことだ。

　唯人は目を丸くして、亨を見た。ヘーゼルナッツ色の瞳が、亨の姿を映していた。きれいな目だな、と何度見ても思う。

「ヒナが、抱いてくれんの？」

　どこか幼いような口調で、唯人が言った。亨がこくりと頷くのを見て、唯人は唇を動かし……笑おうとして失敗したように口角をゆがめた。

　泣き出しそうな顔をして、唯人が頼りなくうつむく。見ていられず、亨は手を伸ばして唯人の頭を自分の肩に引き寄せた。さらさらの髪が、やわらかく亨の頬を撫でた。

「…………やっぱ、やめとく」

　長い長い沈黙の後、小さく、唯人が囁いた。「そっか」と軽い調子で亨は答えた。

　唯人のこころの中で、このときどういった思いがわきおこり、なにを考えたのか、亨に知る術はなかった。唯人の頭をてのひらで撫でてやると、「ヒナ」と呼ばれた。

「ありがと」

　短く礼を言われ、亨はやるせない気分になった。

　唯人の中には、真っ黒にぽっかりと開いた、洞のような孤独が巣食っており、その穴は亨が与える愛情だけでは埋まることはないのだ。

　誰か、と亨は祈るように思う。

　誰か、唯人の穴を埋めてくれ、唯人をしあわせにしてやってくれ。

　亨のその願いが通じたのかどうか、高校三年生の四月、水主川かこがわ稔が転入してきた。

　亨たちと同じクラスに配属された関西からの転入生は、大人びた容姿をしており、そのどこかミステリアスな雰囲気にクラスの女子は色めき立った。

　このクラスにはすでに上水流かみずる唯人という超絶美形がいるのだが、唯人の美貌は中性的でモデルのように小さな顔をしており、隣に並びたいという女子は皆無だった。あくまで、観賞用なのだ。

　その点、男性的な美貌の稔は、彼氏にしたいと思うミーハーな女子の間で瞬く間に人気となった。

　少し長めの髪は黒く、脱色などはまったくしていなかったがお洒落に見え、ブレザーにカッターシャツというお仕着せの制服も、大人の男のようにがっしりとした体型の稔が着るとまた別の物のように見えた。

　唇の端で笑うシニカルな笑顔や、飄々とした態度はどこか夜の世界を想像させて、同年代の男にはない色気すら感じさせた。

　情報源はあやふやだが、『水主川かこがわ稔』に関する噂は学校中を駆け巡った。

　曰く、事故で一年留年したらしい、いやいや病気で二年休んでいたらしい、家が暴力団って聞いたけど、私は警察の偉いさんって聞いたわ、政財界の裏の大御所って話じゃなかった？

　度胸のある女生徒の何人かは、実際のところを稔本人に尋ねたようだが、彼は唇の端で笑っただけで、なにも語らなかった。噂など、本当に、毛の一筋ほども気にかけていないという態度だった。

　女子たちは朝に夕にと稔を囲んでいたが、稔の方は誰も相手にしなかった。クラスメイトなど、子ども過ぎて相手をするのも馬鹿らしいと言わんばかりの目をしていたが、恋は盲目を地でいっている多感な女子たちにそれを悟るのは無理だったようだ。

　稔が興味を示したのは、亨が知る限り、唯人ただひとりであった。

　亨は初め、軽薄に笑って唯人に声をかけてくるこの男を警戒していた。

　けれど、なにがきっかけで二人が話すようになったのかはわからないが、唯人が迷惑そうな顔をしつつも心底嫌がっているわけではないことに気づき、その存在を容認するようになった。

　亨と司が半年かけて埋めた距離を、二人はひと月足らずで縮めた。唯人が亨にそうと言ったわけではなかったが、二人が寝たことを、稔のふとした態度や唯人との距離感から亨は理解した。

　口を開けば喧嘩ばかりの二人だったが、唯人の表情は少しやわらいで見えたし、稔以外の男との関係は、完全になくなったようだった。

　この頃の唯人が、一番満たされていたのだと思う。

　彼の隣には亨が居て、司が居て、稔が居た。

　陽だまりのような時間だった。

　その蜜月は、一年も経たずに終わりを迎えてしまったが。

　亨と唯人と稔が同じ私立大学に合格を決め、ピリピリとした受験ムードから早々に脱した、冬。

　三年生はすでに自由登校で、クラスに顔を出す人数もまばらだった。

　亨は一学年下の司に会うために毎日きちんと登校していたが、唯人はめんどくさいと言って休むことが多かった。稔あたりは、来たり来なかったりで、顔を合わせたときには一緒に昼飯を食べた。

　唯人と離れている時間を、亨は司と一緒に居ることに使った。唯人もきっと、稔と過ごしているのだろうと思っていた。

　ふと気付けば三日、唯人と顔を合わせていなかった。

　三日。他人からすればたった三日だ。けれど亨はしまった、と思った。

　寂しがり屋の唯人のことだから、亨から三日もメッセージひとつなかったと言って拗ねていることだろう。もしかしたら稔を困らせているかもしれない。

　亨は慌てて、唯人にメッセージを送った。『今日、おまえん家ち寄るから』。昼休みに昼食もそこそこにスマホにそう入力した亨を、司が苦笑いの表情で見ていた。

　放課後になっても、唯人から返信はなかった。メッセージ欄は、既読にもならない。

　司と連れ立って帰りながら、亨の胸は少しざわざわした。

　電車通学の司とは、駅で別れた。

　そこから走って、唯人のマンションへと向かう。陽の傾いた夕暮れ空は、禍々しいほどに赤かった。

　今日は稔も学校に来てなかったので、ただ単に二人で居るのかもしれない。二人でいちゃつくのに夢中で、亨からのメッセージを見ていないだけかもしれない。それならそれでいい。

　亨は一階のエントランスで唯人の部屋番号を入力し、呼び出しボタンを押した。ピンポーンと音が響いたが、応答はなかった。

　カバンからキーケースを取り出し、合鍵を使ってロックを解除する。開いた自動ドアに体をねじ込むようにして、亨は中へ駆け込んだ。

　エレベーターを待つ間も、乗ってからも落ち着かず、そわそわと体を揺らした。

　ポン、と軽快な音を立ててエレベーターが停まると、唯人の部屋がある角部屋まで亨は走った。

　ようやく着いた部屋の前で息を整え、扉横のインターホンを鳴らす。三度立て続けに鳴らしたところで見切りをつけ、亨は鍵穴に鍵を差し込み、ドアを引き開けた。

　中は、暗かった。電気がすべて消えている。

　亨は靴を脱いで上がり込んだ。

「唯人？　居ないのか？」

　廊下の左の部屋のドアは無視して（ここは亨のための部屋だ）、突き当りのリビングに通じるドアを開けた。

　部屋の中はやはり暗い。眺望が自慢のマンションだが、その景色はカーテンで閉ざされていた。

　どこからか饐すえたにおいがする。

「おい、唯人？」

　亨は続き部屋のドアを開けた。唯人の寝室だ。

　カーテン越しの西日だけが光源の薄暗い部屋の中で、唯人は、ベッドに寝転がり布団にくるまっていた。

　頭の先まですっぽりと布団に覆われていたため、亨は最初気付かなかった。こんもりとした盛り上がりを見て、なんだよ居るんじゃねぇか、と思った。心配させやがって。

　それにしても、この部屋もなんだかにおう。

「唯人？　どうした？　寝てんのか？」

　亨はベッドの傍に歩み寄った。その足が、なにかべちゃっとしたものを踏んだ。なんだ、と思い、サイドテーブルの上にあった照明のリモコンを手に取り、スイッチを入れた。

　パッと視界が明るくなり、その眩しさに目を細めた。そのまま、改めて足元を見てみると、吐物が絨毯の上に広がっていた。

　ぎょっとして足を引く。靴下が汚れていた。

「唯人、おい、具合悪いのか？」

　亨は焦って唯人に問いかけた。相変わらず返事を寄越さない唯人は、ミノムシのように丸まって、顔すらも覗かせない。

　ベッドの端に立ち、布団越しに肩だろうと思われる場所をポンポンと叩いてみた。

「唯人？」

　亨のてのひらに、羽根布団越しに震えが伝わってきた。唯人が、ブルブルと震えている。

　亨は表情を険しくして、強引に布団をはいだ。

　唯人は、手足を縮め、うつ伏せで、丸まっていた。

　着ているものは、制服だった。ブレザーもズボンも破れていた。不注意で破れた、というような有様ではなかった。刃物で切られている。

　亨の顔から血の気がひいた。

　小さく丸まり震えている青年が、唯人ではない、誰かべつの人物に見えた。

　そうであればいい、という亨の願望だったのかもしれない。

　日常が崩れてゆく音を、この時、たしかに亨の耳は聞いたのだった

　唯人はダンゴムシのようにベッドで丸まったまま、顔を上げなかった。

　焦りだけが亨の内側を駆け巡り、大声を出したくなったが、亨は何度も深呼吸をすることで自分を無理やり落ち着かせた。


唯人の背が震え続けているのを真似するように、気が付けば亨自身の手も震えていた。



　少し頭が冷えると、亨ははぎとった布団を唯人の体にかけなおした。部屋の中は冷えている。エアコンのリモコンを手に取り、暖房を入れた。

　亨はベッドの端に腰を下ろし、うつ伏せのままの唯人の髪を撫でた。いつも手触りの良いサラサラの髪は、汗や、なにか粘ついた液体で汚れ、じっとりと濡れていた。

　ゆいと、と亨は小さな声で幼馴染の名前を呼んだ。

　ゆいと、ゆいと。

　ゆっくりと頭を撫でながら、どれぐらい呼び続けただろうか。

　いつの間にか太陽は完全に沈んでおり、カーテンの向こうには闇しかなかった。

　不意に唯人が身じろぎをした。と思ったら、亨の手を払いのけるようにして彼は突然跳ね起きた。

「唯人！」

　慌てて叫んだ亨の方を見もせずに、唯人はベッドから転がり落ちる勢いで立ち上がり、体をタンスや壁にぶつけながら走り出した。

　何事かと後を追った亨は、真っ暗なリビングとキッチンの電気を点けた。

　唯人は、シンクにもたれかかるようにして、ゲェゲェと嘔吐していた。

　細い背が、何度も苦しげに揺れている。亨は駆け寄り、その背を撫でた。

　シンクを見ると、食事をしていないのだろうか、胃液だけを吐いているようだった。

　涙を流しながら嘔吐して、唯人は力尽きたようにそのままずるずるとキッチンの床に座り込んだ。

　亨は冷蔵庫に入っていたスポーツ飲料をグラスに注ぎ、ぐったりと座っている唯人の前に差し出した。

「飲め。脱水になる」

　唯人はしばらく、ぼんやりと差し出されたグラスを見ていた。

　亨は痺れを切らして唯人の横に膝を付くと、カサカサになっている唯人の唇にグラスのフチをつけた。

　少しだけグラスを傾けると、小鳥が水を啄むようにほんの僅かな量が、口に吸い込まれてゆく。

　コク、と嚥下する音を聞いてから、亨はふた口目をすすめた。

　唯人は一度顔を背け、子どものように首を振ったあと、不意にふっと視線を亨へと向けてきた。

　真っ赤に充血した目が、焦点を結ぶ。

「……あれ？　ヒナ？」

　かすれた声だった。喉が痛むのか、唯人が小さく咳ばらいをする。

「……いつ、来た、の？」

「……ん。いま、来たトコ。とりあえず飲めよ」

　笑顔をつくるのに、ものすごい努力が必要だった。

　それでも亨は笑ってみせて、グラスを改めて唯人に差し出した。

　唯人はこくりと頷き、右手でグラスを受け取った。亨は唯人のその手首を見て、ギクリとした。

　唯人の手首には、赤い擦過傷がぐるりとできていた。縛られた跡だ。

　動揺した亨がグラスを急に離してしまったため、それは唯人の手の中でぐらりと揺れて、床に落ちて割れた。

「わ、悪い。大丈夫か？」

　尋ねると、唯人はまたこくりと頷いた。細い首が、やけに頼りなく見える。

　唯人は、割れたグラスとこぼれた液体をじっと見つめていた。

「唯人」

　幼馴染の名を呼んで。

　尋ねていいのかどうか、ひたすらに迷いながら、亨は。

「おまえ、なにがあった？」

　唯人の右手をできる限りやさしく包んで、そう問うた。

　唯人は俯けていた顔をのろのろと上げて。


そして。



　にっこりと笑って答えた。

「なにも、なかったよ」







　その後、亨は唯人を風呂に入れた。

　体力を使う入浴など、させていいものかわからなかったが、どうしてもそのままにしておけなかったからだ。

　亨はＴシャツにハーフパンツという格好になり、一緒に浴室に入った。ボロボロの制服を脱がせるときも、抱き上げて風呂に入れたときも、唯人は抵抗しなかった。ずっと、どこかぼんやりとした表情をしていた。

　裸にした唯人は、傷だらけだった。背中にも膝にも擦り傷ができており、腕や足には青あざがあった。

　風呂に浸かっただけで体力を消耗したのか、唯人は目を閉じて、浴槽の縁に頭を預けぐったりとしていた。

　亨は丁寧に唯人の髪を洗い、こびりついていた汚れを落とした。

　頭が洗えたら一旦唯人を浴槽から引きあげ、床に座らせて体を洗う。傷や痣のある場所はこすらないように気を付けた。

　フワフワの泡で洗い上げ、一度シャワーで流す。

「唯人。……後ろ、見ていいか？」

　そう尋ねた声が少し震えた。見たくはなかった。けれど、見ないわけにはいかなかった。

　唯人からの返事はなかったが、亨は唯人を膝立ちにさせ、その尻に手をかけた。

　真白な唯人の肌の、尻の部分には打擲ちょうちゃくの跡が赤く残っていた。

　亨は覚悟を決め、唯人の尻たぶを広げた。後孔を確認する。

　亨の予想に反して、そこに傷はできていなかった。そのことに、少しだけホッとする。

　しかし唯人のそこは赤くぷくりと腫れており、性交をしたことは明白だった。

「……唯人」

　おまえ、レイプされたのか？

　その問いは、声には出せなかった。

　亨は泣きながら唯人を再び風呂に浸からせ、充分に体を温めてからあがらせた。

　泣きながら服を着せて、泣きながらドライヤーをあてる。

　唯人は疲れたのか、半分寝ているようだった。完全に眠る前に、取り敢えず水分を摂らせた。亨こそが干からびるのではないかと思えるぐらい、涙は次から次にあふれてきた。

　唯人をベッドに寝かせると、すぐに寝息が聞こえてくる。その段になってようやく亨の涙も止まった。

　唯人の寝顔を確認してから、亨は掃除を始めた。吐物が染みついた絨毯は買い替えなければいけないだろうが、とりあえずはきれいに拭き取る。

　切り裂かれた制服は、捨てた。

　家に電話を入れて、唯人のマンションに泊まることを伝えた後は、食事を作ることにした。

　冷蔵庫を確認すると、卵と少しの野菜が入っていたので、雑炊を作った。料理は、唯人が一人暮らしを始めたときに覚えた。唯人が自分ではまったく家事をしないからだ。料理、洗濯、掃除……文句を言いながらも亨が行い、たまに唯人にも強引にさせた。

　ここしばらくは、その役割は稔に移っていたのだけれど……。

　そこで初めて、亨は稔の存在を思い出した。

　そうだ、稔に連絡をいれないと。

　今から電話をかけるべきか。壁掛け時計を見たら、二十一時を回ったところだった。電話は充分につながる時間である。けれど、どう、伝えればいいのか。

　亨が迷っていると、ドサっと音が聞こえた。慌てて唯人の寝室に戻ると、唯人がベッドから落ちていた。絨毯にまた、胃液を吐いた跡があった。

　亨は唯人を抱き上げてベッドに座らせ、水の入ったコップとボウルを持って来てうがいをさせた。水を口に含むだけでまた吐き気を催したようで、それから数度、唯人はえずいた。

　それが収まるのを待って、亨は唯人に水分を補給させ、ベッドに寝かせた。唯人はすぐに目を閉じた。人形のようだ、と亨は思う。思ったらまた泣けてきた。

　亨はその日、自分のために用意されている部屋からベッドマットを運び、唯人のベッドの隣に敷くと、唯人の部屋で寝た。

　唯人は夜中に何度も飛び起きた。

　何度か錯乱した様子で暴れ、何度かは吐いた。

　朝には少し落ち着くだろうか。亨は祈るような思いで闇雲に夜明けを待った。

　夜が明け、朝が来て、太陽が高い位置に昇る昼頃に、唯人はようやくしっかりと覚醒し、亨の存在を認識した。

「……ヒナ？」

　そう名前を呼ばれたとき、亨は安堵にまた涙をこぼした。

　突然泣き出した亨を、唯人は不思議そうな表情で見ていた。

　それから四日、亨は付きっ切りで唯人の世話を焼いた。

　唯人は一日をぼんやりとして過ごし、寝たかと思うと喚きながら飛び起きたり、嘔吐したりを繰り返していた。亨は気を揉み、医者に診せるべきだろうかと葛藤したが、結局はやめた。いまは唯人を、誰の目にも触れさせたくなかった。

　亨の献身的な世話のおかげか、唯人は時間が経過するにしたがってしっかりとした表情をすることも増え、食欲も亀の歩みではあったが少しずつ回復していった。

　四日目の夜、唯人がベッドに横になり、

「ヒナ。久しぶりに一緒に寝て」

　と甘えてきたとき、亨は力いっぱい唯人を抱きしめてひとつのベッドで眠った。苦しいよ、と腕の中で笑う唯人の顔が、きれいだった。その夜、唯人は一度も起きなかった。

　五日目の夜に、亨は久しぶりにスマホを手に取った。案の定、司から着信とメールが山ほど届いていた。

　亨は唯人がぐっすり寝ているのを確認してから、リビングに場所を移して司に電話を入れた。

　ワンコールも鳴らないうちに、電話が繋がる。

「亨さんどうしたんですか。なにかありましたか」

　いつもより早口で、大きな司の声が耳に飛び込んできた。心配させたな、と亨は申し訳なく思った。

「……連絡しなくて悪い。ちょっと、……唯人が、調子崩してて」

「そうだったんですか。事故にでも遭ったのかと心配してました。無事ならよかったです」

　ホッとしたように司がそう言うのに、亨は無事じゃないと叫びそうになった。

　無事じゃない。全然、無事じゃない。

　そう怒鳴って、喚き散らして、体に溜まった鬱屈を吐き出したかった。

　瞬間に生じたその衝動を、亨はなんとか吐息することで逃がした。司に八つ当たりをして、それでなにが解決するわけでもない。

「明日、会えませんか？」

　聞き慣れた、いつもの甘い声で司が囁いた。亨の好きな声だ。眦まなじりの下がった、犬のような司の笑顔が見えるようだった。

「……長い時間は、とれない。唯人の調子次第で、ドタキャンになるかもしれないけど、それで良ければ……」

　言いながら、連絡がとれないと散々心配をかけた恋人に言う台詞ではないな、と自分で思った。いつだって自分は唯人唯人で、司は後回しだ。

　愛想を尽かされても文句は言えないと、ため息をかみ殺した亨に、司は他愛もない口調で答えた。

「上水流かみずる先輩、そんなに調子が悪いんですか？　それなら俺、お見舞いに行きますよ。そしたら亨さんも出てくる手間が省けるでしょ？」

　司の声を聞きながら、やさしい男だよな、と亨は思った。亨は司のやさしさに甘えるだけで、なにも返せていないのに。

　司とは、翌日に唯人のマンションの下で会うことを決め、雑談を数分してから電話を切った。

　壊れかけた唯人の世話を焼いていると、唯人がまた元のように笑ってくれるだろうかという不安や閉塞感で押しつぶされそうになる。

　けれど、いつものように、なんでもないことのように、電話の向こうで司が笑うから。

　笑って、くれるから。

　穏やかな日常に、亨を引き戻してくれるような、そんな気がして。

　亨は、たった数分の会話で恋人に救われ、すごいな、と単純に思った。

　司が笑うだけで亨は気分が楽になったし、救われた。

　唯人にも、救いがあればいい。

　亨が、司の声を聞いて元気を貰えたように、唯人も恋人である稔と話すことで……電話の向こうに、稔の存在を確認することで、ほんの少しでも救いになればいいな、と。

　亨はここ数日の迷いを断ち切り、稔に電話をすることに決めた。

　亨と唯人では立場が違う。男に性的暴行を受けた唯人が、恋人の声を聞くことは、必ずしも救いにはならないかもしれない。

　それでも、唯人が立ち直るきっかけにはなるかもしれないと思うと、亨はその可能性に賭けてみたくなった。

　これ以上。

　いま以上に、悪いことにはならないだろう、という思いもあった。

　スマホを操作し、稔の電話番号を表示する。

　亨は何度も深呼吸をしてから、通話のボタンを、タップした。

　ひとに電話をかけるのに、こんなに緊張したのは初めてだった。

　通話ボタンを押して、耳元でコール音を聞きながらもなお、亨は電話を切るべきかどうか迷っていた。

　唯人のことを、どんなふうに、稔に伝えればいいのだろうか。

　考えながら、コール音を数えた。

　五回、六回、七回……。

　十回を超えて、緊張は落胆にすり代わった。稔は出ない。タイミングが悪かったのだろうか。

　二十回を数えて、かけなおすか、と亨が諦めて電話を切ろうとしたその時、ようやく「はい」と相手が出た。

「稔？」

　電話先の相手を確かめるように呼んだ亨の声が、一気に高まった緊張でかすれた。

「なんや、雛瀬か。なんか用か？」

　電話越しに聞く稔の声は、いつものそれより低く、大人びて聞こえる。

「……あのさ、ちょっと色々あって。明日にでも唯人に会いに来てくれないか？」

「あ〜、悪い。明日はアカンわ」

「じゃあ明後日でも、なんなら今からでも良いし！」

「あのな、いま俺、実家に帰ってきとんねん。すぐには戻られへんわ」

　稔の話す関西弁が妙に間延びして聞こえ、亨はカッとなって携帯を握る手にちからを入れた。

「唯人、ちょっと大変なことになってんだよ。オレだけじゃダメなんだ。頼む。ちょっとでいいから会いに来てくれ」

「おまえが居おるならいいやん」

　稔の言葉に、亨は耳を疑った。なんだろう。亨の真剣なお願いが伝わっていないのだろうか。亨の言い方が悪いのだろうか。

「稔。唯人と喧嘩でもしてるのか？　なんか揉めてるなら、今だけ水に流してほしい。頼むから、できるだけ早く唯人に会いに来てくれよ」

「や、喧嘩なんてしてへんけど。でも、行かれへん。しばらくは会われん」

「なんで……じゃあせめて、電話だけでも！」

「雛瀬。二度も言わすな。しばらくは会われへんし、電話もアカン。唯人はおまえに任せた」

　亨は思わず電話を耳から話してディスプレイをまじまじと見た。これは本当に水主川かこがわ稔なのか。間違えて、べつの人間にかけてしまったのではないか。

　茫然とした亨の耳に、

「ほなな」

　と短い言葉が聞こえ、ツー、ツー、という音が続き通話が切れたのがわかった。

　亨はしばらく動けなかった。

　一体なにが起こったのか。

　唯人に会ってほしいと稔に頼んで……断られた。

　断られたのだ。

　急激に、腹の底から怒りが湧いてくる。握りしめたスマホを、床に叩きつけたい衝動に駆られたが、それをなんとか意思の力で抑え込む。

　怒りが体中で暴れ、亨はフーフーと肩で息をした。

　もっと直截な言葉で稔に伝えればよかったのだろうか。唯人がレイプされて傷ついているから会いに来てほしい、と。

　そう言えば、稔は飛んできてくれたのだろうか。

　けれど、亨の声音から深刻な事態が起こっていることは察することができたはずである。稔は、隠し事や嘘をかぎ分けるのは、ことさらにうまい男だった。

　では、なぜ。

　なぜ、稔は「唯人はおまえに任せた」なんて、いまさら唯人を突き放すようなことを言ったのか。

　亨は体中を震わせるようにして呼吸をした。あまりの怒りで目眩がする。

　あんな男。

　あんな男、今後一切、二度と、唯人には会わせない。後から謝ってきたとしても、絶対に、金輪際会わせてなんかやらない。

　思いつく限りの罵詈雑言を、亨は胸の中で怒鳴った。隣の部屋に唯人が居るので大声は出せない。声に出さずに吐き捨てるだけ吐き捨てると、少し落ち着いた。

　呼吸を整えてから、唯人の部屋へ戻ろうと振り向いたところで、亨はギクリと動きを止めた。

　唯人の部屋のドアが開いている。

　その向こうに、ほっそりとしたシルエットが立っていた。

　聞かれただろうか。稔との会話を。

　全身を緊張させた亨へと、けれど唯人は小さな笑みを見せた。

「ヒナ。目が覚めたらいないから、帰ったのかと思った」

　唯人の言葉に、亨はホッとちからを抜いた。電話の声は聞こえていなかったようだ。

「帰らねぇよバカ。今日も泊まってく」

「うん」

「ほら、布団入れ。体冷やすぞ」

「うん」

　唯人は子どものように頷いて、ベッドに戻った。亨はその日も、唯人と同じベッドで眠った。







　翌日の昼過ぎ。亨は司と六日ぶりに顔を合わせた。

　唯人のマンションに着いたというメッセージを司からもらったとき、唯人はベッドでウトウトとまどろんでいるところだった。

　声をかけずに出ようと思った亨だったが、昨夜、「帰ったのかと思った」と言って小さく笑った唯人を思い出し、寂しがらせないように、少し外に出るだけだときちんと伝えることにした。

「唯人」

　布団越しに、唯人の肩を軽く揺する。

「……ん」

「司が来てる。オレ、ちょっと外出てくるわ。すぐ帰ってくるからな」

　唯人の髪を撫でながら告げると、唯人が亨のてのひらに、ネコのように頬を擦り付けてきた。

「ん。行ってらっしゃい」

　そう言ってまた寝る体勢に入った唯人だったが、亨が上着を着こんでいるとベッドから上半身を起こして亨を見上げてきた。

「ヒナ」

「どうした？」

「ケーキ、食べたい」

「ケーキ？」

　聞き返すと、唯人がこくりと頷く。ここ最近、唯人の仕草や言葉が幼くなっていて、それを亨はもう、見慣れてしまっていた。

　唯人はケーキ屋の名前を言い、そこのタルトが食べたいと言う。

　食の細い唯人が久しぶりに見せた食欲だったので、亨は二つ返事で頷いた。

　けれどその店は近所にはなく、大型のショッピングモールまで行かなくてはならない。

「司がバイクで来てるだろうから、乗っけてもらってくるわ。一時間はかかるだろうけど、大丈夫か？」

　尋ねると、唯人がこくりと頷いた。

　唯人のうつくしいヘーゼルナッツ色の目が、ジッと亨を見ている。

「ヒナ」

　ダウンジャケットのファスナーを閉めてカバンを持った亨を、唯人が呼んだ。

「頭、撫でて」

　そう乞われて亨は手を伸ばし、唯人のやわらかな髪を撫でた。

「んじゃ、行ってくるな」

　唯人を撫でた手をひらりと振ると、唯人がきれいに笑った。

「行ってらっしゃい」

　亨を送り出す言葉を、唯人は穏やかな声音で言った。

　少しは立ち直ってきているのだろうか。唯人の微笑を見て、亨は安堵し、そのまま出かけた。

　マンションの下で司と少し立ち話をし、その後は司のバイクに乗せてもらい、タルトを買いに行く。

　ショッピングモールは、土曜日ということもあって混雑していた。

　司と一緒に唯人の家の日用品の買い足しをし、最後にタルトを購入する。司が美味しそうだと言ったケーキもついでに買った。唯人がいいと言ったら司を部屋に招き、三人で食べようと思った。

　ケーキの箱を傾けないように気を付けてバイクの後ろにまたがり、マンションに戻る。スマホで時刻を確認すると、家を出てから一時間半が経っていた。

　司にはいったん部屋の前で待機してもらい、まずは唯人に司を招く許可をとろうと、亨は玄関のカギを開けて中に入る。

　廊下もリビングも電気が点いており、テレビも点けっぱなしだったため、亨は最初、異変に気付かなかった。

　唯人の名を呼びながら、買って来た物をリビングのテーブルに置いた。唯人からの返事はない。

　寝ているのかと思い、唯人の部屋を覗いた。

「唯人？」

　室内にもベッドの中にも、唯人の姿はなかった。トイレに居るかと思ったが、そこにも居なかった。

　亨のための部屋にも、バスルームにも居ない。もちろん、ベランダにも姿はない。

　亨は血相を変えて唯人を探した。異様な雰囲気に気付いた司が、中に入って来る。唯人が居ないことをどもりながら告げると、「探しましょう」と静かな声で言われた。

　司の冷静な声を聞いて、亨はようやく落ち着きを取り戻した。

　二人で近所のコンビニや喫茶店など、唯人が行きそうな場所を探したが、見つからなかった。

　日が暮れても、唯人はマンションに戻って来なかった。

　唯人は忽然と、亨の前から姿を消したのだ。

　亨は最初、唯人がなにかの事件に巻き込まれたのだと思った。

　迷いながらも、唯人が暴行を受けたであろうことを司に打ち明け、二人でマンションの管理人に頼み込み、ほとんど無理やりではあったが監視カメラの映像を見せてもらった。

　カメラには、自分の足でマンションを出ていく唯人の姿が映っていた。

　コートを着た彼は特に荷物も持っておらず、管理人も呆れた目で亨たちを見て、「ちょっとそこまで出かけてるだけじゃないの？」と言った。

　けれど次の日も、その次の日も、唯人は戻って来なかった。

　亨は痺れを切らし、上水流かみずるの屋敷を訪れた。亨の父から唯人の父へと、唯人が居なくなっていることは伝わっているはずである。捜索がどのような状況になっているのか知りたかった。

　この日の夜は、唯人の父が在宅しているはずだと、秘書である亨の父から情報を得て訪れたのだが、インターホン越しに時代錯誤な執事のような男から「旦那様は来客中です」と門前払いを食らってしまった。

　諦められず、亨は強引に上がり込んだ。旦那様の秘書の雛瀬の息子、という認識だからか、強くは引き留められなかった。

　屋敷の中の階段を駆け上がり、応接室に押し入ると、ドアの前に唯人の父親が立っていた。その背後、衝立の向こうに人影が見える。来客と言ったのは本当だったのか。

「何事だ、騒々しい」

　開口一番、重々しい声で叱責された。

　亨はひるまず、唯人の捜索はどうなっているのかを尋ねた。失踪前に、何者かに暴行を受けていたようであることも告げ、だから心配なのだと訴えた。

　亨の話を聞いても、男の表情は僅かも変わらなかった。

「あれはうちとは関係のない人間だ。自分の足で居なくなったのだろう。探す必要はない」

　無感動な声で告げられ、亨は愕然とした。

　唯人の父は、犬でも追い払う仕草で亨に向かって手を振った。

「用件がそれだけなら帰りなさい。雛瀬の息子だからといって、無礼が過ぎる」

　亨は男の顔を見上げた。眉の辺りに厳しさが漂う、冷たく整った顔。その顔に、唯人と似ているところはひとつも見つけられない。

　唯人がこの家で子どもの頃から冷遇されていた理由が、すなわち『そういうこと』なのだ。

　男と唯人に、血のつながりはない。

　けれど、それは唯人のせいではない。母親の犯した不貞を、子どもの罪として背負わせるなんておかしい。

　しかし未成年の亨が、目の前の男になにを言ったところでまとも取り合ってくれるわけもなかった。せいぜいが、虫の羽音程度に不快がらせるだけだろう。

　亨は唇を噛んで、頭を下げた。

「なんの真似だ」

「お願いします。唯人を探してください」

　腰を曲がるところまで曲げて、深く頭を下げた亨の耳に、ため息が落ちてきた。

　足りない。そう感じ、亨はその場で膝を付いた。両手も床に付け、土下座する。

「お願いします！　唯人を探してください！」

　ひたいを絨毯にこすりつけて懇願した。情けない。子どもの自分には、こんなことしかできない。亨が大人であれば、あるいは自分でなんとかできたかもしれないのに。

「やめなさい。みっともない。息子が土下座したなんて雛瀬が知ったらどう思うか」

　心底うんざりとした声音が降ってくる。顔を上げると、虫けらを見るような目で、蔑まれていた。

「金なら出してやる。探すなら勝手に探しなさい。費用は雛瀬に請求しろ。話は以上だ」

　冷たく言い捨てた男が背を向け、そのまま衝立の向こうに消えるのを、亨は茫洋と見送った。

　のろのろと立ち上がり、重い体を引きずるようにして上水流かみずるの屋敷を後にする。

　唯人の父に金を出すと言わせた時点で、それなりの成果はあったのだろうか。よくわからなくなった。けれど、資金があれば人を雇って唯人を探すことができる。自分は無駄なことをしたわけではない。必死に自分に言い聞かせた。

　けれど、どこからか湧きだしてきた虚無感が、亨の胸に巣食って離れない。亨は歩きながら泣いた。

　いま、司が隣に居ればいいのに。隣で、慰めてくれればいいのに。そう思っていたら、屋敷の門の横に司が立っていた。

　魔法のようだった。会いたいと思った相手が、現実にそこに居るなんて。

　亨は闇雲に手を伸ばして、司に縋りついた。司は驚いたように体を揺らしたが、なにも聞かずに抱きしめてくれた。

　司の長い腕はすっぽりと亨を包み込んでいて、亨はしばらく年下の男の胸で泣いた。







　それから亨は、司と相談しながら唯人を探す準備を整えた。

　評判の良い探偵事務所を探し、依頼をして、自分自身でも唯人を探し歩いた。

　けれどこれといった成果もなく、あっという間に二年の月日が経過した。

　亨から一年遅れて、司も大学生になった。唯人のいない大学生活は無味乾燥で、亨は毎日を欝々と過ごした。そんな亨を司は支え続けてくれた。

　唯人が消えてから三度目の夏。

　ようやく、亨の元に具体的な情報が舞い込んだ。

　唯人はとある歓楽街の、裏道にあるような小さな店でホストをしているとの情報だった。

　店の名は、『emperor』。

　亨はその日の内に、そこを訪れることを決めたのだった。


　　　５




　陰鬱な唯人の気分とは裏腹に、会員制クラブ『emperor』はこの日も盛況だった。

　二月も中旬。外は木枯らしが吹いているような気候だったが、客足に落ち込みは見られない。

　先日、なし崩しのように稔とキスをした。キスだけではない。駐車場で不埒な行為に及ばれ、射精までしてしまった。

　稔がなにをしたいのかがわからない。

　わからないから、苛々する。

　今日も本当は休もうかと思っていたけれど、ひとりで居ると思考がどんどんと落ち込むばかりで、気分転換になるかと店に出たのだった。

　身の入らぬ接客を終え、唯人は客に乞われて見送りをするべく、駅までの道を同行した。

　客は常連の男で、紳士的な振る舞いを崩さない初老の男だったので、ヒナも他の『ナイト』の面々も唯人が送りに出ることに特になにも言わなかった。

　唯人は客と寄り添うようにして店を出て、他愛のない話をしながら駅までの道を歩いた。

　駅前で客と別れ、来た道をまた引き返す。

　深夜の冷え込みはきつい。吹き付けた風に肩を竦め、マフラーに顔をうずめるようにして歩く。

　大通りを抜け、細い路地に差し掛かったところで、

「唯人くん？」

　と声をかけられた。顔を上げると、街灯の下、長身の男がこちらを見ていた。……見覚えのない顔である。

　男は唯人の前まで歩み寄ると、にこりと笑って、

「やっぱり唯人くんだ」

　と言った。人好きのする笑みだった。

　唯人は少し体を引き、警戒心もあらわに男を見た。知り合いを装って唯人に不埒な真似をしようとするストーカーには幾度も遭遇している。おまえは少し用心しろ、とヒナにも口を酸っぱくして言われていた。

　男は、警戒する唯人を面白そうに見下ろした。背が高い。海棠くらいあるだろうか。

「俺のこと、わかれへんの？」

　関西弁で、そう言われた。

　不意に稔を思い出した。そういえば、稔の声に少し似ている気がする。それとも、ただ方言が共通しているからそう思うだけなのか。

　唯人は眉をひそめて男を睨んだ。

　男はニコニコと笑っている。人畜無害を絵に描いたような笑顔だ。

「唯人くん、いまホストしてるんやって？　俺も店に行ってええかな？　きみと飲みたいし」

　男が唯人の手を握って、笑んだままで言った。気安い仕草だった。

　この男は誰だ。

　唯人は記憶を探った。男が可笑しそうに眼を細める。年の頃は二十代後半から三十代前半あたりだろうか。やはり見覚えがない。

「覚えられてないのは残念やな」

　にこやかに、男が言った。

「七年ぶりに、またきみと、仲良くしたいんやけど」

　唯人は目を見開いて、男を凝視した。

　男の言葉が、耳の奥に不快にこびりついた。

　握られている手の、ぬるい温度に、ぞわりと肌が粟立った。

　笑ったままの、男の唇が、奇妙に動く。

「七年前のこと、忘れてへんよね。きみ、すごく感じてたし」

　男の手が、唯人の手首あたりを這った。するり、と親指の腹で手首の内側を撫でられる。

「何回イったか、覚えてる？　俺も途中までは数えてたんやけどね」

　小首を傾げて、男が唯人の目を覗き込んだ。

「もう一回、味わいたない？　俺いま、持っとる・・・・んやけど」

「っ！」

　男の言葉を最後まで聞かず、唯人は密着してきた体を突き飛ばした。

　そのまま、夜道を走り出す。

　怖い。

　七年前の過去が、すぐ後ろに追いすがってくる。

　足が絡まりそうだった。

　細い路地を転びそうになりながら曲がると、『emperor』の看板の灯りが見えた。ホッとして、足をゆるめる。

「唯人？」

　不意に名を呼ばれ、唯人はビクリと肩を跳ねあげた。

「なんやおまえ、ひとりで外に出とったんか」

　看板の陰から、男が近づいて来る。息を弾ませたまま、唯人はその姿を目で追った。

　稔だった。

　スーツに黒いコート姿の、見慣れた姿だった。

　どうしてか、その顔を見て、唯人は泣きたくなるほど安堵した。

「……どうした？　なんや、その顔は。なんかあったんか？」

　傍らまで歩み寄ってきた男は、眉を寄せ、両手で唯人の頬を包んできた。大きなてのひらが、冷えた頬を撫でる。

　膝が、震えた。

　すがりつきたい衝動が、体の奥で暴れて、唯人は手を持ち上げ、男のコートの背に回そうと、した。

　回そうとして、気付く。

　この男は、七年前に唯人を捨てた男だと。

　体が凍りついたように動かなくなる。

　どうすればいいのかわからない。

　いまだけ。

　いまだけなら、すがってもいいだろうか。

（おまえにはもう、飽きたんや）

　また、あのときの言葉を聞く羽目になったとしても。

　いま、目の前に稔が居るのならば。

　抱きしめて、ほしかった。

「……なんで、泣くんや」

　稔の指が、唯人の目尻をやわらかくこすった。

　泣いているつもりはなかった。言われて初めて、涙が出ていることを知った。

　唯人はふるえるように吐息して、

「……ジン……」

　稔の名前を、口にした。


……高校生の頃のように。



　稔がハッとしたように息をのみ、それから表情を険しくした。

「おまえ、誰かに会おうたんやな。誰や。どこで会おうた」

　唯人の両肩を掴み、稔は自分の体から引きはがすと、詰問するような口調で唯人に尋ねてきた。それから、チッと舌打ちをひとつして、

「おまえは店の中入っとけ。雛瀬か海棠と一緒に居おれよ」

　と命じるように言い、コートの裾を翻して路地の向こうへと走って行った。

　唯人はしばらく、ぼんやりとその背中が消えてゆくのを見ていた。

　抱きしめてもらえなかったことに、ひどく落胆していた。

　落胆している自分に、絶望した。

　七年前の出来事が、ヒタヒタと、足音を立てて迫ってきている。

　かたくなに、思い出すまいとしていた記憶。

　それが、七年ぶりに稔が現れ、先日、ついに口づけをしてしまったことで、否応なく記憶のふたがずれてしまった。

　唯人は静かに、涙をこぼした。







　その夜、唯人は夢を見た。

　夢の中で、唯人は十七歳に戻っていた。







　　＊＊＊







　唯人はその日、朝に稔からの電話で叩き起こされた。

　二月のこの時期、三年生である唯人はもはや自由登校の身分だ。しかも今日は土曜日。学校もないのに早起きを強いられて、唯人は一気に不機嫌になった。

　唯人が朝に弱いことを知っているはずの男は、しかし執拗に電話を鳴らし続け、根負けした唯人はとうとう毛布から腕を出し、ベッドサイドに置いてあったスマホを手にとる。

　なにかトラブルがあったとのことで地元に一旦戻るから、今日は唯人に会いに行けないという、ものすごくどうでもいい内容の電話だった。

「土日はおまえん家ちでしっぽりしよ思てたのにな〜」

　とふざけた口調で話す声を最後まで聞かず、唯人は通話を切った。

　土日の予定など、べつに稔となにか約束していたわけではない。そういうわけではないが、気付けば休日は稔が入り浸るようになっていた。

　唯人と稔は、ヒナや海棠のように手順を踏んで付き合い始めたわけではない。会ってから二週間後にはもう稔に抱かれていた。体だけの付き合いだと思っていたが、ずるずると関係は続いている。

　最初の頃は、稔は唯人以外にも女を抱いていた。唯人は唯人で、他の男にも抱かれていたのだからお互い様だ。

　けれど、いつ頃からだろうか、気付けば他の相手との関係は途絶え、体を繋げるのは稔だけになっていた。稔の方は知らない。でも連日散々唯人を抱きつぶし、それで他の女を抱く余力があるというのなら、それはむしろ驚嘆すべきことだった。

　おまえだけや、というベッドの中での彼のささやきを、信じたことはない。誰にでも同じことをささやく男だ。

　亨さん亨さんと、ヒナを一途に慕う海棠の、あのひたむきな熱に強く憧れた唯人だったが、実際に唯人を抱く男は、うさんくさい関西弁の、軽薄な男だった。

　ヒナのように愛されたいと思っていた。

　でもまぁ、稔でもいいか、という気にはなっている。

　稔に抱かれるのは気持ち良くて……稔もきっと、汚れているから。汚れた唯人を抱いても、これ以上汚れることはないから。

　唯人には、似合いの相手なのかもしれなかった。

　唯人はスマホをサイドテーブルに戻し、二度寝の体勢に入る。けれど、一旦覚醒した脳は、眠ろうとしてくれない。

　あきらめて、唯人は体を起こした。

　今日稔が来ないということは、ご飯を作る人間がいないということだ。

　ヒナは金曜の夜から海棠の家に泊まりに行っている。今日も帰ってこないだろう。

　べつに一日ぐらいなにも食べなくても良いのだが、バレたときに怒られる。怒る相手は、ヒナと稔だ。あの二人は普段はあまり仲が良くないが（稔がいつもヒナを揶揄うからだ。全面的に稔が悪い）、こと唯人の食事となると妙な連携プレーを見せるのだった。

　スマホが震え、メッセージの着信を知らせる。見ると稔からで、ちゃんと飯食えや、とひと言入っていた。

　吐息して、唯人はコンビニへ行くことに決める。

　歯磨きをして顔を洗い、服を着替えた。クローゼットを開けて最初に目についたオフホワイトのセーターとチノパンだ。唯人はあまり服に頓着しない。雑な洋服選びに、稔あたりがいつも渋い顔をする。

　コーヒーメーカーでコーヒーを淹れ、リビングでテレビを見ながらのんびりと飲んでいたら、だんだんと出かけるのが億劫な気分になってきた。

　部屋の中はエアコンや電気ストーブが効いており暖かいが、二月なので当然外は寒い。

　食事はもういいか、と唯人はあきらめた。カップ麺ぐらい、どこかに入っているだろう。ヒナや稔にはそれを食べたと言っておけばいい。一日をゴロゴロとして過ごすことに決める。

　一通りテレビでニュースや情報番組を見て過ごし、正午を回った頃に唯人は部屋に戻った。読みかけの本を読もうと思ったが、ふとスマホにメッセージが届いていることに気付く。

　発信者は稔で、地元に帰るのは中止になった、今からここに来てほしい、とメッセージと地図があった。唯人は眉をしかめる。勝手な男だなと思った。

　地図を確認すると、駅のほど近くにあるホテルだった。面倒だったが、どうせ暇なので誘いに乗ることにする。

　いまから行く、とメッセージを打つと、すぐに返信があった。制服を持ってきてほしいと書かれている。またなにか馬鹿げたことを考えているのだろうか。

　よくわからないままに、制服を大き目のカバンに詰めて、唯人は家を出た。

　歩いて行けない距離ではなかったので、のんびりとした足取りで二十分ほどを歩く。空気は冷たかったが、風はほとんどなかったので覚悟したほど寒くはなかった。

　ホテルに着くと唯人はロビーを抜け、エレベーターホールまで行った。指定された部屋は、見れば高層階で、部屋代を奮発したのがわかった。思わず、唇の端に笑みが浮かぶ。唯人の誕生日が近いので、もしかしてお祝いでもしてくれるつもりだろうか。

　そんなことを考えながら、唯人はエレベーターを降り、絨毯敷きの廊下を歩いた。

　角部屋まで行き、部屋番号を確認してからノックをする。

　ドアが内側から開かれた……かと思うと、唯人は腕を掴まれ、部屋の中に引きずり込まれていた。







　唯人は呆然と天井を見ていた。

　両手首を縛られ、広いベッドに転がされていた。

　そんな唯人を、四人の男が囲んでいる。唯人とそう歳の変わらなさそうな男もいれば、二十代〜三十代だろうと思われる男もいた。共通するのは、総じてガラが悪い、ということだ。

　男たちがニヤニヤと笑って唯人を見下ろしている。

「いやぁ、思ったより別嬪さんでびっくりしたわ」

「あの稔が骨抜きになったいうから、どんなモンかと思ってたけどな」

「これなら男もアリやな」

　男のひとりが唯人に手を伸ばし、指の背で頬を撫でた。ビクっと肩を揺らした唯人に、ドッと笑い声が上がった。

「可愛いなぁ、怯えとるんか？」

「いまからもっと、可愛くなってもらうからな」

「稔に、くれぐれもよろしゅうって言われとるからなぁ」

　耳にピアスをいくつもつけている男の言葉に、唯人はハッとしてそちらを見た。唯人の反応に、ピアスの男が歯をむき出しにして笑う。

「ん？　なんや、なんも聞いてへんのか？　俺たちは稔に頼まれて集まったんや」

「そうそう。お嬢ちゃん、あんたを可愛がってほしいってな」

「う、うそだ」

　唯人は首を横に振った。そんな話は信じられなかったし、聞く価値もない。

「目的は、なに。お金なんか、持ってないよ」

　そう言い返した唯人に、また男たちの笑い声が降って来る。

「だから、稔に頼まれたんやって」

「そんなわけない」

「へぇ。ほなお嬢ちゃん、あんた、ここまでどうやって来たんや。稔に誘われて来たんとちゃうんか」

　趣味の悪い金のチェーンネックレスをつけた男のせりふに、唯人はグッと言葉に詰まった。

　稔からのメッセージでこのホテルまで誘われた。

　でも嘘だ。そんなはずない。

　メッセージなんて、誰でも送れる。

「まぁまぁ、お嬢ちゃん、これでも飲んで落ち着き」

　男がひとり、唯人の背後に回り、唯人の上体を起こした。その唯人の口元に、ピアスの男がグラスを近づける。唯人は唇を引き結んで顔を背けた。こんな怪しい飲み物、飲めるはずがなかった。

　ピアスの男が笑って、唯人の鼻をつまんだ。

　息ができずに、唯人は体をひねって暴れたが、背後から唯人を抱え込んでくる男に阻まれ、逃げ道がなく、ついに唇を開いてしまう。液体が、口に流れ込んできた。顎を掴まれ、上にあげられる。口に溜まった液体を吐き出すこともできず、呼吸をするためには呑み込むしかなかった。

　ゴクリ、と唯人の喉が動くのを確認して、男たちの手が離れた。

「っ、ごほっ、ごほっ」

　喉が焼けるように熱く、唯人は咳き込んだ。飲まされたのは酒だった。

「なぁ、お嬢ちゃん」

　金色のネックレスの男が、涙目の唯人の髪を掴んだ。

「そんなに俺たちの言うことが信じられへんのやったら、自分で直接聞いてみぃ」

　男の目配せに、一番若い金髪の男が動き、体の前で両手首をまとめて縛られている唯人の手に、唯人のスマホを握らせた。

　唯人は男たちの顔に視線を走らせる。皆一様にニヤニヤと笑っていた。

　唯人はスマホを操作し、電話帳を開こうとする。異様な緊張にか、指が震えてうまく操作できない。

　何とか稔の名前をタップして、電話をかけることができた。耳の奥で、自分の鼓動が聞こえる。喉がカラカラだった。

　四コール目の途中で、稔が出た。

「唯人？　なんや？」

　耳に幕がかかったかのように、稔の声が遠く聞こえた。

「ジ、ジン……」

　唯人は震える声で稔の名を呼んだ。電話の向こうで、稔の笑う気配した。

「なんや。ホテル、行ったんか？」

「稔……」

「そいつらに相手してもらえや」

「……え？」

「おまえにはもう、飽きたんや」

「……え？」

　頭が変にぼうっとしている。

　言われた意味がわからない。

　気付けば通話は切れていた。スマホを男に取り上げられ、電源を落とされた。男が無造作にスマホを放り投げ、それが床に落ちる様を唯人はスローモーションのように見た。

「泣かんでええ」

　金ネックレスの男がやさしげな仕草で唯人の頬を撫でた。

「俺たちが、可愛がったるさかいな」







　そこからは、夢の中のようだった。

　唯人は全裸にされ、金髪の男と褐色の肌の男にバスルームに連れていかれると、陰部の毛を処理された。元々薄かった下生えは、きれいに剃られ、子どものようになった。

　それから尻にローションを垂らされ、後孔をいじくられた。くちゅくちゅと、音を立てて二人の男の指が交互に唯人の中に入ってくる。ローションが中へ中へと沁み込んで、腹の中がカッと熱くなった。

「んあっ、あっ、あっ」

　身をよじって唯人は泣いた。熱くて、かゆい。中をかき回す指が、気持ちいい。

　けれど一通り唯人を弄った指は、中途半端なところで去って行った。

　バスルームを出ると、制服を着させられた。手足がぐにゃぐにゃになり力がうまく入らない。そんな唯人を着せ替え人形のようにして、二人の男が手際よく服を着せてゆく。

　両脇を抱えられてベッドルームに戻った唯人は、またベッドに寝かせられた。

「お〜、制服がよぅ似合うなぁ。お嬢ちゃんやったら、女子の制服でも良かったな」

　金ネックレスの言葉に、周囲の男たちが笑った。

　不意に部屋のドアが開き、男たちがハッとそちらを見た。背の高い男が柔和な笑顔を浮かべて入ってきた。

「あれ？　もう始まっちゃってるんですか？」

「今からや。おまえも混ざるやろ？」

「もちろん。ところで、俺の演技どうでした？」

「バッチリや。お嬢ちゃんが泣いちゃってな」

「あらら、可愛そうに」

　言いながら、背の高い男がベッドに近付き、唯人を覗き込んだ。

「唯人く〜ん、大丈夫？　ってもう、目がトロンとしちゃってるね。アレ、飲ませたんですか？」

「ひと口だけな。あとは媚薬入りローションや」

「はは。素人さんにはキツイかな。一発目、俺がもらっていいんですか？」

「かまへん。おい、しっかり撮っとけよ」

　金ネックレスの男の指示に、金髪の男がビデオカメラを構える。

　それを唯人は焦点の合わない目で、ぼんやりと無感動に見た。

　体の中心が熱くて、渦巻く熱を吐き出したくてたまらなかった。

　不意に男がのしかかって来る。唯人の後頭部に手が差し入れられ、少し持ち上げられた。唇が合わさり、男の舌がすぐに侵入して、唯人の口腔を嬲った。

「ん、はぁ、あっ、あっ」

　唾液が口の端を伝い、こぼれる。唯人は男の唇から逃れようと、首を振った。

「いや、いや……だ」

「あれ、まだ正気なんだ？」

　弱弱しい抵抗に、男が笑った。

「制服、着たままの方がいいですよね？」

「せやな。本物の男子高校生でこんだけの上玉や。高たこう売れるやろ」

「無理やりっぽいのがいいですかね、やっぱり」

　言いながら、男がポケットからナイフを取り出した。

「唯人くん、暴れると危ないからね」

　口調だけはやさし気に言って、男が唯人のブレザーのボタンを外し、白いカッターシャツの胸の部分を、横に一文字に切り裂いた。その音に唯人は身を竦める。

「うわ、胸も真っ白。ホンマ、きれいやね、唯人くん」

「俺も混ざろか」

　横からピアスの男の手が伸びて来た。指輪をいくつも嵌めたその指が、唯人の乳首をコリコリと摘まむ。

「あっ、あ、あ」

　ビリっとした快感が乳首から全身にいきわたり、唯人は体を跳ねさせた。

「女よりきれいな乳首やな」

「ここがぷっくり大きくなるまで可愛がってあげるからね」

　それぞれの手が、左右の乳首をそれぞれ弄り始めた。右を優しく転がされたかと思うと、左を強くねじられる。背中がベッドから何度も浮いた。その度にベッドスプリングが小さな音を立てた。

「ひっ、あ、ああっ、い、いやっ、いやっ」

　乳首に爪をたてられ、弾かれる。ローションでほぐされた後孔がきゅんきゅんと疼いた。

「めっちゃ敏感やな。乳首だけでイけるんとちゃうか」

　ピアスの男が笑いながら、ベ、と舌を出した。舌にもタンピアスが刺さっていた。

　そのピアスの舌で、男が、唯人の乳首を乳暈にゅううんごと舐めた。ぬろり、としたやわらかな感触の中、ピアスの部分だけが硬い。

「あ、ああっ、あっ、あっ」

　唯人が身をよじって悶えるのを、金髪の男がかまえたカメラで撮影する。

「唯人くーん、頑張って、乳首だけでイってみよか？」

　長身の男が、柔和な笑みを見せながら、空いている片方の乳首を舌で嬲りだした。交互に吸われ、歯で甘噛みされる。

「いやっ、あ、む、むりっ、むりっ」

　唯人は首を振ったが、下着の中ではペニスはもう勃起し、だらだらと蜜を零しているのがわかった。

「いけるいける。大丈夫」

　男たちが無責任に笑いながら、唯人の乳首を弄る。褐色の肌の男が、ピアスの男に何かを渡すのが見えた。ピアスの男がにやりと唇をゆがめて、唯人の前にそれをかざして見せた。ピンク色のローターだった。

　ひんやりとしたその先端を、乳首の先に当てる。

「あっ、いや、いやっ」

　唯人が髪を乱して首を振るのを無視して、男はつまみを回した。ブーンと震え出したローターが、乳首の先を押しつぶすようにして強弱をつけながら当てられた。

　反対の乳首には、長身の男がしゃぶりつき、唾液を絡めてはきつく吸い上げてくる。

　どうしようもない快感に、唯人は泣いた。

　体の中心に熱が溜まり、ついに弾けた。

「あぁーっ、あっ、は、ぁ、んんっ」

　がくがくと腰が動き、逐情にじわりと下着が濡れた。

　完全に達したわけではなかったが、乳首だけで放出させられた熱は中々引かず、ビクビクと体を震わせる唯人の姿を、カメラのレンズが余すところなく映していた。







　唯人はベッドに獣のように四つん這いの恰好にされた。

　制服のズボンの尻の部分はナイフで大きく切り裂かれ、その中の下着は腰の両サイドを切り落とされ、もはやその役割を果たさない布切れになっていた。

　うつ伏せで腰を高く上げさせられるが、上手く手足にちからが入らないので、すぐにずるずると崩れてしまう。そんな唯人に褐色の肌の男が小さく舌打ちして、唯人の腹の下に枕とクッションを入れた。

　唯人は男たちの前に、むき出しの尻を晒す格好になる。

「ええ恰好やなぁ、お嬢ちゃん」

　金のネックレスの男が笑って、唯人の尻をてのひらでピタピタと叩いた。

「これが稔の躾けた孔か。どれ」

　尻を叩いた手であわいを広げ、男の指が、無遠慮に唯人の後孔に突き入れられた。

「あぁーっ」

　熱の引き切らない唯人の体は敏感に反応し、腰が揺れた。

　男が笑って指を引き抜く。

「よさそうな具合や。吸いついてくるで」

「ホンマですか？　唯人くん、媚薬、足してあげるね」

　長身の男が、ローションをまぶした指を後孔に入れた。ぬちぬちと中で指を動かされ、唯人は悶えた。突っ張った指はシーツの上を滑り、唯人は両肘をベッドにつく形になる。

　弓なりに反らされたその白い背の曲線は、唯人が意図せずとも男たちの劣情を煽った。

「しゃぶらせてぇけど、まだアカンかな」

　ピアスの男がそう言うのに、長身の男が「まだもうちょっと意識飛ばしてからの方がいいかもね」と答えた。話しながら、男はローションをさらに足してゆく。

　ドロドロとした液体を体の中に入れられ、腹が苦しくなってくる。

「う、ん、もう、いやっ、いや、だっ」

　中が熱くて痒くて苦しくて、唯人は涙をこぼした。長い睫毛に絡まって落ちる様は、哀れを誘い、もっと虐めてやりたくなるような衝動を、男たちの中に湧き起こした。

　男の指が二本、唯人の中を探り、ぐしょぐしょに濡れたソコを何度もかき回す。

「ああっ、あ、んんっ、あ、あ」

　喘ぎがひっきりなしに唇から漏れた。

　男の指が、不意に、前立腺をこする。唯人の体が大きく跳ねた。

「ああっ、う、んんっ」

　触られていない唯人のペニスが、前立腺への刺激にふるふると震える。その様を見て、ビデオを回していた金髪が、

「なんや、果物くだもんみたいですね、こいつの」

　とそこを撮りながら感想を漏らした。

　女を相手にしたことのない唯人の性器は、赤とピンクが混じり合った色をしており、先端から雫を垂らしている様が淫靡であった。

「そっちはまだ触ったらアカンよ。まずは、後ろだけでね」

　長身の男が、後孔の指を三本に増やした。ぐちゅ、ぐちゅ、と濡れた音が部屋に響く。

　男の指が、ピンポイントで前立腺を責め始めた。

「ああぁっ、あっ、あっ、ぅああっ」

　中で軽く曲げた指を激しく動かされ、唯人は顔を真っ赤にして悶えた。

「稔を相手にしてただけあって、やっぱ体が出来上がっとんな。すぐイけるやろ、これ」

　ピアスの男が笑いながら、シーツからわずかに浮き上がっている隙間に手を差し込み、乳首を弄ってきた。先ほど散々弄られたそこは赤くじんじんとしており、少しの刺激でも痛いぐらいだった。

「あ、も、もう、いや、そこ、いやっ」

　首を振った唯人に、

「そこってドコや？」

　ピアスの男が揶揄い交じりの口調で言った。

「ちゃんと言わな、わからんぞ」

　言いながら、指先で唯人の乳首を摘み、コリコリと動かす。後孔は相変わらず激しく責められており、その動きと連動して足の先まで快感が走った。

「ああっ、はぅっ、ん、ち、ちくび、さわらないでっ」

　唯人の口走った言葉に、男たちの笑う気配がした。首を振ってなんとか快感から逃れようとした唯人の視線の先で、ベッドに片足を乗り上げた褐色の肌の男が、自身の牡を出してしごいているのが見えた。

「可愛いね、唯人くん」

　長身の男が、ペットでも褒めるように唯人に言った。

「ほら、ここ、気持ちいいでしょ？」

　言いながら、執拗に前立腺を弄られる。乳首の愛撫も、唯人の懇願を無視して続けられた。

「いやっ、あ、あ、イく、あ、だめ、ああっ、ん」

　内ももがブルブルと震えた。睾丸が上がり、射精が目前となる。

　ピアスの男が、右の乳首を思い切り引っ張った。

「ああっ、ち、ちぎれるっ、あ、いやっ、ああぁっ」

　乳首と後孔の刺激に、唯人は敢えなく陥落した。パンパンに張ったペニスから、ぴゅ、ぴゅ、と精液が漏れた。法悦は長く、唯人は全身をビクビクと跳ねさせ、脱力した。

　イったばかりの唯人は、すぐにピアスの男に抱き起され、今度はベッドに座り大きく足を広げられた。Ｍ字開脚の形になる。

　唯人はピアスの男に背中を預け、ぐったりとなすがままになった。

　大きく割り広げられた足の中心で、逐情したばかりの欲望がくたりと頭を垂れている。

「さぁ、唯人くん。まだまだこれからだよ」

　やさしげに笑った長身の男が、唯人のそこを握った。

「やっ、いやっ」

　唯人が力なくもがくのを、背後でピアスの男が笑った。

　長身の男の手を、唯人は両手で阻止しようとしたが、ちからの入らない手はなんの役にも立たない。

「稔にされたコトないようなコト、しようね」

　ペニスを握った男がそう言って、唯人のそれにローションをまぶすとゆっくりと動かし始めた。達ったばかりで敏感な先端を虐められ、強すぎる快楽に唯人は顔をゆがめた。

「ああっ、も、もう、いや、いや、さわら、ないでっ」

　体をよじって、なんとか足を閉じようとした唯人だったが、背後からの腕が太ももをがっしりと固定しており、逃げることはできなかった。

　にじりよってきた褐色の肌の男が、自分で自分を慰めながら、唯人の顔の傍に勃起したそれを近付けた。

「あー、マジ我慢できないっすわ。こいつ、やばい。しゃぶらせてぇ」

「アホ。フェラさすんは俺が先や。おまえ、兄貴より先に良い思いしよ思てんのか」

「す、すんません」

「するなら顔射にしとけ。間違まちごうても俺に汚いもんかけんなや」

「は、はいっ」

　ピアスと褐色のやりとりは、唯人の耳には意味のある言葉として入って来なかった。長身の男が、唯人の陰茎を弄り続けているからだ。

　赤い先端に、ローターが当てられ、唯人はビクリと体を揺らした。

「スイッチ入れたらどうなるか、わかる？」

　柔和な顔立ちで、男が笑った。表情だけ見ていれば、こんな淫蕩な行為をしているとは到底思えない。

「いやっ、や、やめてっ」

「どこが嫌なんや。ちゃんと言わなわからんって言うたやろ？」

　ピアスの男が、背後から唯人の耳元で囁いた。ついでのように耳朶を噛まれ、耳の中を舌で嬲られた。

「あっ、あっ、お、おちんちん、さわらないでっ」

　唯人が子どものように言うのに、「いい具合にトんできたやないか」とベッドサイドのソファに座り、唯人の痴態を鑑賞していた金ネックレスの男が笑った。

「もうひと息。もっとトんでもらうよ」

　長身の男が、ローターを先端に強く押し付け、そのつまみをひねった。ブーンと激しく唸りだしたそれに、唯人は全身で悶えた。

「ああああっ、ああっ、や、やめっ」

　ビクビクと体が跳ねる。耳元ではくちゅくちゅと濡れた音を立ててピアスの男がそこを舐っていた。

　唯人は性器を虐める男の手首を必死に掴み、引きはがそうとしたが、唯人の抵抗を歯牙にもかけず、男はローターを先端の穴に当てぐりぐりと動かした。

「いやっ、もういやだっ、はな、してっ、あっ、あっ、イく、なにか、くるっ！」

　唯人は首を振りながら腰をくねらせた。ピアスの男とは反対側から、褐色の男が唯人の頬に自分の牡を押し付けてくる。

　唯人は叫んだ。声が、止まらなかった。

　なにか、得体の知れない波が唯人を飲み込んで。

「あああああぁっ！」

　目の前が真っ白になった。

　プシャア、と鈴口から液体が勢いよく漏れた。ビクビクと体が動くたび、プシュ、プシュ、とそれは溢れた。

　全身がビリビリとしている。ぐったりと目を閉じた唯人の顔に、「うぉっ」とうめく声と同時に熱い液体がかけられた。褐色の男が、唯人の顔に射精したのだ。

　唯人はそのことに気付かず、ただ指の先までしびれたようになっている快楽が引くのを、息を弾ませて待った。

「唯人くん、潮吹いたの初めて？」

　やわらかな声での問いかけに、唯人は夢うつつで頷いた。

「気持ち良かった？」

　また、こくりと頷く。

「もっと気持ちよくなりたい？」

　こくり。

　ひそやかに、笑う気配がした。

「完璧落ちましたね。アレ、もうちょっと使ってみてもいいかもしれませんよ。めちゃくちゃ気持ち良さそうやし」

「そうやな。おい、水飲ませたれ」

「はい」

　男たちのやり取りが、どこか遠くで聞こえた。

「唯人くん？」

　耳元で、名前を呼ばれる。

　瞼が重くて開かない。

「唯人？　もうちょっと頑張ろうな。気持ち良うしたるからな」

　関西弁が、聞こえて。

　いまの状況が、よくわからなくなる。

　唯人の脳裏に、浮かんでくる顔があった。

　唯人は無意識に、その名を口にした。

「……じん？」

　顎を持ち上げられ、とろんとした目をそちらに向けると、ピアスの男が口移しで水を含ませてきた。

　こくんと嚥下をしたら、続けて数口、与えられる。

　冷たい水を飲んだはずなのに、体の中が燃えるように熱を持った。体にまとわりつく制服の残骸が不快だった。胸や陰部、尻の部分などをナイフで切り裂かれたそれは、服本来の役割は果たさない代わりに、視覚的に男たちを楽しませていた。

　はぁ、と震える吐息をついた唯人に覆いかぶさるようにして、タンピアスのついた舌が口の中を蹂躙してくる。

　力の入らない足を高く抱え上げられ、そちらに視線をやると、長身の男が唯人の足首を掴み上げていた。

「それじゃ、一発目、いただきますね」

　にこりと笑った男は、自身の肉棒にスキンをつけ、ローションでぬるぬるに濡れている唯人の後孔に、ずぶりとそれを埋めた。

「ああーっ、あっ」

　ぬぷ、ぬぷ、とゆっくりと肉をかきわけて奥に侵入してくる牡に、唯人は体を震わせた。先ほど潮を吹いた無毛のペニスから、また少し精液が漏れた。

「エロっ。挿れただけでイったんじゃないすか、コイツ」

　金髪がカメラを唯人の性器に近付けて、そんなことを言う。

　長身の男が、腹筋にちからを入れて、吐息だけで笑った。

「や、ばい。ナカがすっごく痙攣してるから、もってかれそうになった。危ないわぁ。名器やね、唯人くん」

「マジすか。あ〜、俺も挿れてぇ」

「アホ。おまえは俺の後や。荘野もさっさと出して替わってくれや」

　ピアスの言葉に、長身の男がふふ、と笑った。

「口、空いてますからご自由にどうぞ。もう大丈夫でしょう。噛まれたりしませんよ」

「よっしゃ」

　唯人は軽く揺さぶられながら、頭の上で交わされる会話を聞いていた。言葉はただの音だった。それよりも体が熱くて、この熱をどうにかしてほしかった。

　仰向けになっている唯人の顔の横に、赤黒いペニスが差し出された。ごつごつとした、いびつな形をしている。

「うわ、兄貴のってマジえげつないっすよね」

「イマドキ真珠ですもんね」

　金髪と、褐色の肌の男が二人してピアスの男の性器に顔をしかめる。

「アホ。真珠とちゃうわ。シリコンボールや。ほら、お嬢ちゃん、おしゃぶりせぇや。稔に仕込まれとんのやろ」

　顔を横に向けさせられ、唇にペニスの先端を突き付けられた。なにも考えらず、唯人は口を開いた。すぐに猛った牡がねじ込まれる。

「うむっ、ん、ん、ぅあ」

　男根は大きく、口を思い切り開けなければ入らない。開きっぱなしの唇の端から、唾液がこぼれた。

　男が唯人の頭を押さえ、唸りながら腰を揺する。その動きに合わせて、長身の男がピストンを始めた。

「んぁっ、あっ、う、うんっ」

　敏感な後孔をこすられ、腰に痺れが走った。頭を押さえている手が、ついでのように耳を塞いでくるので、欲望をしゃぶる濡れた音が直接脳に響いてくる。くちゅ、ぬちゃ、と男が動くたびに唯人は淫猥な音に支配された。

　ごり、と男のそれで前立腺を刺激され、体がビクビクと跳ねた。声が出せないぶん、体に溜まる快楽は強い。

「ああ、ええな。ちゃんと喉開きよる。そこらの女より上手いぞ」

　ピアスの男が息を弾ませながら言った。

「稔に仕込まれたのかな？　それともただの淫乱ちゃんかな？　後ろもかなりの具合やし。あー、気持ちいい」

　結合部をかき回すように腰を揺らす男の動きに、唯人は翻弄され涙をこぼした。目が溶けそうだ。

　褐色の男が戯れに手を伸ばして、色付いた唯人の乳首を弄った。爪先でぴんぴんと弾かれる度に、びくり、びくりと体が揺れた。

　唯人の体の中心ではまた性器が勃ち上がり、健気にふるふると震えている。陰毛がないため幼げにすら見えて、男たちの嗜虐を煽った。

　ピアスの男が唸り、喉を犯す動きが早まった。

「ああー、ええぞ、出すからきれいに飲むんやでっ、いくぞっ」

　男のペニスに埋め込まれたシリコンボールが、上顎の裏の敏感な場所を刺激する。

「んむっ、うぁ、ん、んっ」

　唾液をこぼしながら唯人は必死にそれをしゃぶった。

　ピアスの男が放出するタイミングに合わせて、褐色の男が唯人の両乳首を強くつねる。

「んんんっ‼」

　強すぎる刺激に、唯人の背がベッドから浮いた。

「うわっ、あ〜あ……」

　長身の男がひと際深く唯人をえぐり、そのまま後孔の奥でびくびくと陰茎を震わせた。スキン越しに、男が射精したのがわかった。

「あ〜、やられた。もってかれた」

　長身の男がため息をついて、ずるり、と唯人の中から牡を抜いた。射精したばかりであるのに、それは完全には萎えていなかった。

　抜かれる刺激にすら唯人の体は反応し、腰をビクリと震わせた。唯人の鈴口からは、少量の白濁がこぼれていた。

「孔と乳首弄られてイったんか。それとも、口を犯されるんが気持ち良かったか？」

　ピアスの男が唾液にまみれた牡を、唯人の口から引き抜く。どろりとした精液も一緒に漏れた。

「飲め」

　命じられ、唯人は口の中に残った青臭いそれを、ごくりと飲み込んだ。「ええ子や」と褒美のように頭を撫でられた。

「イくときの中の動き、すごいですよ。こんなに早く出たの、俺、久しぶりですわ」

　長身の男が苦笑しながら、己のペニスからスキンを外した。精液の入ったそれを、口を縛ってゴミ箱に投げ入れる。

「ゴムって要るんスか？　俺、やるならナマがええんやけど。妊娠なんてせぇへんのやし」

　金髪が長身の男の動きを目で追って、そう尋ねた。

　男は柔和に笑って、

「媚薬入っとるからね。君のちんぽが、ローションまみれになって痒くなってもよければ、どうぞ」

　唯人のローションでぬらぬらと濡れた後孔を見せながらそう答えた。

　男を咥え込んでいた孔は閉じ切らず、ひくひくと動いて中の濃い赤色を見せていた。

　ごくり、と男たちの喉が鳴る。

「次は俺やな」

　ピアスの男が上半身の衣類を脱ぎ、唯人を抱え起こした。唯人から男の背中は見えなかったが、両肩から胸にかけて刺青があるのは見えた。

　シリコンボールの入った牡はすでに硬度を取り戻しており、それにスキンを被せると、男は背後から唯人を貫いた。

　ごりごり、と後孔の内側を、異様な感触がこすり上げた。

「うああっ、あんっ、ああっ」

　挿れられただけで、全身にビリビリと快感が走る。

「城じょうさん、そのまま座れますか？」

　長身の男が、ピアスの男に尋ねた。ピアスの男がにやりと笑って、唯人の腰を抱えると、自身はそのまま後方に体重を移し、胡坐をかいて座った。

　唯人は、下から男に串刺しされる格好となり、あまりに深くまで犯され、思わず逃げようと前のめりになる。

　それを長身の男の手が邪魔し、唯人の両肩を押さえると、背後の男にもたれさせる格好をとらせた。

「ああーっ、ひっ、あぁっ」

　びく、びくっ、と肩が跳ねる。

　背後で男がうめいた。

「うぉっ、すげぇ締め付けやな。中が痙攣しとる」

　ピアスの男の声に、金髪の男が眉を寄せた唯人の苦悶の表情を撮影しながら、

「こいつ、またイったんちゃいますか。精液、出てへんけど」

　と片手を伸ばしてくたりとした唯人のペニスに触れた。

「い、いやっ、さわらないでっ」

　唯人は叫んだが、呂律が回らなくなってきており、ちゃんと発音できたかはわからなかった。

「さて、唯人くん、今度はこっちの中を弄いじってあげるね」

　長身の男が、にこりと優しげに微笑んだ。

　褐色の肌の男が長身の男に、てのひらから少しはみ出るサイズの長方形の箱を渡した。

　黒い箱からは、銀色の、細長い棒が出て来た。

　表面には凹凸があり、七連ほどの連なりになったそれは、尿道用ブジーであった。

「初心者用の細いやつだから、大丈夫だよ」

　やわらかな声音で、男が囁いた。

　それから続けて、「大丈夫やな、唯人？」と関西弁で尋ねられた。

　なにが大丈夫かもよくわからず、唯人は闇雲に頷いた。

　頷く度に腰がわずかに揺れ、後孔に咥え込んだ男を締め付けてしまう。

　意識は朦朧としているのに、感覚だけは鋭敏だった。

　ちからなく垂れている唯人の無毛の陰茎を、長身の男がてのひらの中で少し愛でた。

「いい具合に力が抜けてるね。勃起してると入れるのに痛いから、これぐらいがちょうどええわ」

　唯人は茫洋とした視線で男の動きを見ていた。男が金属の棒を消毒している。

　すべてが水の中のように、ぼやけて、曖昧だ。

　けれど後ろを貫いている牡の、ごつごつとした感触だけはクリアだった。背後の男が笑うと、中のペニスも揺れ、唯人を苛んだ。

「おまえはそんなナリしてるくせに、ドエスやな」

「はは。城さんほどじゃありませんよ」

　穏やかに応じながら、長身の男が手に持ったブジーにローションをまぶす。ねっとりと液体が絡んだそれを、唯人の性器の先端に当てた。

「挿れるよ？」

　小首を傾げて笑う男へと、唯人はなにも考えられないまま、こくりと頷いた。そんな唯人に男たちが含み笑いを漏らす。

　男の手が唯人の欲望をあやすように動き、先端の穴に、ゆっくりと金属の棒を埋めてゆく。

「えっ、い、いやっ、なにっ？」

　唯人がびくりと体を揺らすのを、背後からピアスの男に大きく広げた太ももを固定され、逃げられないよう囚われた。

「動くと、危ないからね」

　長身の男が口調だけはやさし気に言いながら、手を止めずに棒の侵入を続けた。凹凸のついたブジーの表面が、尿道の中をこする。

「い、いた、い。いや、いや……」

　唯人は子どものように泣いた。よしよし、とピアスの男が太ももの内側を撫でてくる。やわらかく、足の付け根まで手を這わされ、唯人はぞくりと腰を震わせた。

「あっ、あ、あ」

「気持ちええんか？　また中がうねりだしたで？」

　ピアスの男が笑って、足の付け根を執拗に指の腹で弄り出す。

　唯人のペニスでは、プジーが半分ほど埋まったところで軽く上下に動かされていた。こり、こり、と凹凸が尿道を刺激する。

「あっ、あっ、い、いやっ」

　唯人は両手で自身のそこを隠そうとしたが、その手を褐色の肌の男がまとめて拘束し、頭の上まで持ち上げられた。

「さぁ、唯人くん。もうちょっと挿れるよ？」

　長身の男が笑いながらブジーを動かし、くちゅくちゅ濡れた音を立てながら、ピストンの度にじわじわと深く埋めてくる。

　ブジーの凹凸が、ある一か所を掠めた。

「あああっ！」

　唯人が身をよじって叫ぶ。唯人の反応に、男がにこりと笑った。

「ココが、唯人くんの前立腺だよ。前から弄られるのも、たまらないでしょ？」

　男の手は容赦なかった。埋め込んだプジーの持ち手部分を指先でトントンと叩き、断続的な刺激を送ってくる。

「ひっ、あっ、あっ、んんっ」

　たまらない快感に、唯人は全身をくねらせた。後ろに咥え込んだ牡をきつく締め付けてしまい、それがまた苦しい快感につながる。

「ひぁっ、あっ、や、やめてっ、うごかさ、ないでっ」

　喘いだ唯人の背後で、ピアスの男が、ずん、と腰を突き上げてきた。

「ああぁっ、ひぁ、あっ」

　ベッドのスプリングが軋みを上げて、男の突き上げをたすける。ピアスの男が息を荒げながら唯人を揺さぶった。

「前と後ろから同時に責められたら、たまらんやろ？　ほら、どうやっ？」

　ごり、とシリコンボールが後孔の前立腺をこすりあげる。前からはブジーの凹凸がコリコリと細かな刺激を送ってきた。

「ひあああぁっ」

　唯人は悲鳴をあげて達した。びく、びく、と体が揺れ、その度に快楽の波が押し寄せて、達したまま帰ってこれない。

「ドライオーガズムで、イったまんま帰ってこれないでしょ？　ドライやから、何度でもイけるよ」

　言いながら、長身の男がなお尿道を責めてくる。

「もういや、もう、いや、いきたく、ないっ、あっ、あっ、あっ、あああぁっ！」

　後孔と尿道を同時に弄られ、唯人は何度も高みに押し上げられた。

　死ぬ、死ぬ、と口走り、その度に男たちに笑われる。

「俺もそろそろ出すでっ」

　ピアスの男が下から強く腰を打ちつけてきた。男の股の間で、唯人は上下に揺さぶられる。ブジーは唯人のペニスに刺さったまま、突き上げに合わせてふるふると揺れた。

「ひっ、あんっ、あっ、あっ、イく、また、イっちゃうっ、あぁっ、ひぁぁっ！」

　唯人はなすすべもなく揺すられながら、ピアスの男が果てると同時にまた絶頂を味わった。射精を伴わない快感は、長い。

　男が唯人の中に入ったまま、ふぅ、と荒れた息を整えている間も、びく、びく、とした体の痙攣は止まらなかった。

「唯人くん。唯人、よう頑張ったね。抜いてあげるね」

　長身の男が、勃起しきらなかった唯人の性器をやんわりと握り、ゆっくりと、ブジーを引き抜いてゆく。

「あ、あっ、待って、待って、やだっ」

　唯人は快楽の波が引き切らないまま、それでも首を振って男を止めようとした。

　尿道を刺激されたせいで、急激な尿意が襲ってくる。

「いや、抜かないでっ、あっ、あっ、いやっ」

　唯人の懇願を無視して、男がブジーを抜き去ってしまった。

　とぷ……と、開いた先端の孔からローションが漏れた。

　我慢ができない。

「あっ、いや、いや、見ないでっ」

　唯人のそこから、ローション混じりの尿が、ショロショロと漏れ出す。

　シーツを濡らしてゆくそれを、男たちが笑いながら見ていた。

　金髪の男はわざわざ唯人のそこをアップにしてカメラで映している。

　唯人はべそべそと泣いた。

　感情が、もう制御できなかった。

「ご、ごめんなさい。ごめんなさい」

　小さな子どものようにべそをかく唯人の髪を、長身の男がやさしく撫でる。

　ずるり、とピアスの男がようやく唯人の後孔から牡を引き抜いた。その刺激に唯人は小さく喘ぐ。くたりと倒れかけた唯人の体を、背後でピアスの男が支えてくれた。

「可愛いなぁ、唯人。気持ちようて、おもらししちゃったね」

「ごめんなさい。ごめんなさい」

「よしよし。怒ってないよ」

　長身の男のなだめる言葉に、唯人がこくりと頷いた。それを見た褐色の肌の男が、

「ホンマ可愛いっすね、コイツ。このまま性奴にして飼ったらどうです？　客とらせても儲かるんちゃいますか？」

　と生唾を飲みながら言った。

「ドアホ」

　と金ネックレスの男が吐き捨てた。

「あの上水流かみずるの坊ぼんやぞ、こいつは」

「母親の浮気でできた、いらない子みたいですけどね。こうやってちょっと遊ぶ程度はええけど、拉致はさすがにまずいでしょ。本格的に目をつけられると、さすがにね」

　長身の男が唯人の髪を撫でながら話すのを、唯人は、ぼんやりと聞いていた。

　いらない子、という言葉だけが、耳に残った。

　いらない子。

　そうだ、唯人は、いらない子だ。

　母に捨てられ、父には見向きもされず。本当の父親は誰かもわからない。

（おまえにはもう、飽きたんや）

　そう言って、稔にも捨てられた。

　いらない子。

「あらら。また泣き出しちゃった」

　長身の男が、唯人の顔を覗き込んで笑った。やさしい笑みだった。よしよし、と頭を撫でられた。

「大丈夫だよ、唯人。まだあのお兄さんたちが可愛がってくれるからね」

「そっすよ。次は俺。やっと俺の番！」

　褐色の肌の男が、意気揚々と服を脱ぎ捨てた。

　刺青、というよりはタトゥーという表現が当てはまる、トライバル柄の模様が、背中から肘の下あたりにかけて刻まれている。それを見てピアスの男が眉をしかめた。

「何度見てもいけ好かん柄やな。やくざやったら龍やら毘沙門天やら彫らんかい」

「時代っすよ、兄貴。ほら、お嬢ちゃん、休んどらんと俺の相手してくれや」

「俺も交じりたいっす。そろそろビデオはもういいっすか？」

　金髪の男が、金ネックレスの男を振り向き、尋ねた。

「俺が代わるよ。稔には全部、見てもらわんとね」

　長身の男がベッドから下り、金髪の男からビデオカメラを受け取る。

　稔。

　中空にぽかりと浮いたように、その名前が唯人の中にあった。

　稔。稔。

　名前を呼びたくなって、唇を開いたら、そこに金髪の男のペニスがねじ込まれた。

　唯人は舌を動かして、それをしゃぶった。

　いい子だね、と長身の男にカメラのレンズ越しに褒められる。

　いい子じゃない。

　唯人は、いらない子だ。

　いらない子だ。

　泣きながら、唯人はすがるものを探した。

　大きく足を割り開かれ、褐色の肌の男が唯人の後孔に猛った牡をねじ込んでくる。

　喘ぎ声は口の中の肉棒に塞がれた。

　唯人は目を閉じて、自分の中に、ひとつだけ残った名前をこころの中で呼んだ。

　ヒナ。

　ヒナ。

　ヒナ。

　だいじで、だいじで、大切すぎて。

　声に出しては、呼べなかった。







　金髪と褐色の肌の二人の男に嬲られた後、唯人は金ネックレスの男に抱かれた。

　男の牡はすでに臨戦態勢で、ここにいる誰よりも太さがあった。

　男は「媚薬もあらかた吸収されたやろ」と言うと、スキンを着けず、生で挿入し、そのまま唯人の中に放った。唯人の尻は、男のてのひらでスパンキングを受け、紅葉を散らしたように赤く色づいていた。

　金ネックレスが生で挿入したのを見た金髪と褐色が、俺も俺もとなり、また二人に貫かれ、それぞれが唯人に種付けをしてきた。

　唯人の性器の根元はその間ずっと細い革のベルトで締め付けられており、そこで達することを禁じられていた。その代わり、出さずに何度もドライでイかされた。

　乳首には、挟み込むタイプのニップルリングが装着され、そこをずっとつねられるような、じんじんとした痛みと快楽に唯人は喘がされた。

　左右のリングはチェーンで繋がれており、時折、戯れに男の誰かにチェーンを引っ張られた。

「あっ、あっ、ひんっ」

　乳首を伸ばされてすすり泣く唯人を、男たちが囲んで笑っている。

「このまま、ずっと挟まれてたら、唯人の乳首伸びちゃうね」

「ここ弄くっとったらな、女みたいに乳首がデカなるんやで。どうや、嬉しいやろ」

　チャリチャリとチェーンを弄られ、乳首を嬲られる刺激に、唯人はビクビクと体を痙攣させた。

「あー、またイった。マジ淫乱やな、こいつ。後ろ、すげぇうねってめっちゃ気持ち良いっす。やべぇ、ハマりそうやわ」

「おらヤス、おまえサルみたいに腰振っとらんと、さっさと出せや。お嬢ちゃんがそろそろ限界や。撤収するで」

　ピアスの男が金髪の頭をパシっと叩いて叱った。

　名残惜しそうに、金髪が最後の射精を唯人の中に放った。

　唯人は中に叩きつけられる精液に、またビクビクと反応した。

　長身の男が、唯人の髪を撫でて、「最後に唯人にも出させてあげるね」とやさしげにささやいた。

　根元を縛っていたベルトを、ゆっくりと外される。

「や、しないで、もう、しないで……」

　むずがるように唯人が泣いた。散々弄られた唯人の体は、どこも敏感になりすぎてつらかった。

　長身の男が「よしよし」と言いながら唯人の陰茎を指で作った輪の中でこする。

「んぁっ、あっ、あっ」

　かすれた唯人の喘ぎ声に、ピアスの男が含み笑いを漏らした。

「気持ちええんか？　どうなんや？」

　耳朶を甘噛みされながら聞かれ、唯人は熱に浮かされるように「いい、気持ちいい」と繰り返した。

「どこがええんや？」

「お、おちんちん、あんっ、おちんちんが、気持ちいい」

　唯人の腰ががくがくと震えた。なにも入っていない後孔が切なくて、

「いれて、あっ、うしろ、いれてっ」

　とねだった。

「唯人のココは、もう女の子の孔になっちゃったね。どこに挿れてほしいか、ちゃんと言うてみ？　おねだりの仕方は、蜂須賀はちすかさんに教えてもろたよね？」

　長身の男が唯人のペニスを弄もてあそびながら、唆そそのかすようにささやく。

「うぅっ、ん、ゆ、ゆいとのぉ、お、おま、んこに、いれてっ」

　唯人はもはや、自分でなにを口走っているのか理解していなかった。

　ただ、そう言えば望むものが与えられると、体が覚え込んでいた。

　長身の男が唇の端で笑って、「ですって」と金ネックレスの男を振り向いた。金ネックレスの男はひらりと手を振って、

「最後はおまえに譲ったるわ」

　と言った。ずりぃ、と褐色の肌の男がぼやくのを、ピアスの男が「アホ」と叩いた。

　ピアスの男が小児に用を足させる格好で、背後から唯人の両足を持ち上げて開く。

「ほらお嬢ちゃん、最後は荘野しょうのに挿れてもらおうな」

「ついでに、中に出されたやつをかきだしてあげるね、唯人」

　スキンを装着した長身の男の牡が、ぐずぐずに溶けている唯人の後孔へと埋め込まれた。すぐに深い部分まで腰を打ちつけられ、唯人は悦んで牡を食い締めた。

「あぁっ、あっ、あっ、あっ」

　律動の度に切れ切れに喘ぐ唯人を、長身の男が目を細めて見下ろした。

「ちょっと緩くなっちゃったけど、充分気持ちええわ」

　ぐちゅ、ぐちゅ、と男の牡が動く度に、中にあった精液が泡立てられ、孔の隙間から漏れだす。

「可哀想になぁ、唯人。稔と、付き合うた、ばっかりに」

　弾む息の間で、長身の男が言う言葉は、唯人の耳を素通りしてゆく。

「あの男が、どんな男か、知らずに、付き合おうてたん、やろ」

「あっ、あっ、い、いくっ、もう、いくっ」

　唯人の胸でチャリチャリと鳴るチェーンを、唯人を深くえぐりながら長身の男が引っ張った。挟まれた乳首が限界まで伸び、唯人はドライオーガズムを感じて後孔の牡を締め付けた。

「ああああぁっ、ひっ、あっ、あっ、いった、もう、いったからっ」

　唯人の悲鳴を無視して、長身の男がパンパンと音を立てながら自身を追い立ててゆく。ぐねぐねとうねる唯人の中が、男を奥へ奥へと誘った。

「っう、んっ」

　男が低く呻いて、スキン越しに射精した。と同時に、唯人の性器をぐちゅぐちゅとしごいてきた。

「ああっ、いやっ、いく、でるっ、んああああっ」

　先端の割れ目から、わずかの量の精液が、ぴゅ、と勢いなく漏れた。それから、ダラダラと尿も漏れ出した。我慢ができなかった。

「あーあ、また漏らした。嬉ションなんて、犬みたいなやっちゃな」

　褐色の肌の男が唯人を揶揄したが、唯人にはもう、聞こえていなかった。

　涙を流す唯人の頬に、長身の男がやわらかなキスをひとつ、落とした。

「お疲れさん、唯人。壊れたきみを見た稔が、どんな反応するか楽しみやわ」

　男の顔は、最後までやさしげに笑っていた。







　唯人はボロボロの制服の上にロングコートを着せられ、金髪の男と褐色の肌の男に抱えられるようにしてホテルを後にした。ロビーに人気はなかったが、はたから見れば、具合の悪い唯人を男たちが介抱しているように映っただろう。後ろからは、唯人のカバンを持った長身の男が付いて来る。

　外は真っ暗であった。時間の感覚は失われていたので、夜なのか、日付が変わっているのか、それとも明け方が近いのかはわからなかった。


外の空気は、肌を刺すように冷たい。



　ホテルの駐車場から、ワゴン車に乗せられ、唯人はマンションの少し手前で降ろされた。住所を知られている、という恐怖はなかった。足元がふわふわとして、なにも考えられない。

「ひとりで部屋まで行ける？　唯人」

　長身の男が、唯人の髪を撫でながら尋ねてくるのに、唯人はこくりと頷いた。

「クスリが抜けるときはしんどいかもしれないけど」

　男の言っていることはわからなかったが、唯人はまたこくりと頷く。

「きみのこと、気に入ったわ。またね、唯人」

　長身の男の唇が下りてきて、ちゅ、と唇を啄まれた。

　唯人は目を閉じて男の唇を受け入れた。

　そんなに長く閉じていたつもりはなかったが、瞼を持ち上げたとき、目の前に男の姿はなかった。車も消えている。

　唯人は覚束ない足取りで歩き、ふらふらとあちこちに体をぶつけながら、マンションに入った。

　エレベーターに乗り、部屋の前でカバンを探って鍵を出す。手が震えて、鍵穴にうまく入らなかった。

　苦労して鍵を開けたころには、体はすっかりと冷えていた。

　唯人は真っ暗な室内を歩き、自分の部屋に着くと、コートを脱ぎ捨て、倒れ込むようにしてベッドに入った。

　ぐるぐると、目の奥が回っている。

　寒さのせいか、体が震え出した。唯人は布団の中でダンゴムシのように丸まった。

　男に抱かれていたときの、宙を浮いているかのような感覚は薄れており、急激に、憂鬱な気分が胸を塞ぎだした。

（いらない子）

　男に言われた言葉が、耳の奥によみがえり、唯人はしくしくと泣いた。感情の制御がきかなかった。

　泣いているうちに、突然吐き気に襲われ、唯人は飛び起きた。

　毛布に足をとられ、もんどりうつようにベッドから絨毯の床に倒れ込む。ひたいを打った。痛い、と思う暇もなく、唯人はその場に嘔吐した。

　一通り吐くと、唯人はまたベッドに戻り、頭から毛布をかぶって丸まった。

　それからは吐き気と頭痛との戦いだった。気分の落ち込みも激しく、自分でもどうして良いかわからなかった。どのくらいの時間が経っているのかもわからない。ただ丸まって過ごし、吐き気のあるときはなんとかベッドの外に這い出して嘔吐した。

　キッチンのシンクまで行って何度目かの嘔吐をしたところで、口元になにかを流された。甘い液体が、するりと喉を通る。

　もうひと口飲めとでも言うように、また口になにか押し付けられた。男たちに無理やり酒を飲まされたことをぼんやりと思い出し、唯人は嫌々をするように首を振った。

　振ってから、ふと、そういえばこれは誰なのだ、と思い視線を上げた。

　そこにはヒナが、いた。

「……あれ？　ヒナ？」

　唯人は目を丸くして、ヒナの名前を呼んだ。喉が変にかすれて、声がちゃんと出ない。唯人は小さく咳払いをして、ずいぶんと久しぶりに会う気がする幼馴染に尋ねた。

「……いつ、来た、の？」

　唯人の問いに、なぜだかヒナが、眉間のあたりにぐっとちからを込め、一瞬泣きそうな顔になってから、無理やりのように笑った。

「……ん。いま、来たトコ。とりあえず飲めよ」

　そう言ってヒナがグラスを差し出してくる。

　ヒナがくれるものなら、安全だ。

　唯人は右手を出して、グラスを受け取った。途端にヒナの手がこわばり、唯人が指に力を入れる前にグラスを離してしまったので、唯人はそれを落としてしまった。

　カシャン、と高い音を立ててグラスが割れた。

　唯人はなにか、取り返しのつかないような思いでそれを見た。そうだ、唯人の中で、なにかが壊れたのだ。けれどなにが壊れたのかはわからない。

　すべては夢の中のようで。

　ヒナが目の前にいるいまですら、現実のようには思えなかった。

「唯人」

　ヒナが、唯人の好きな声で名前を呼んで、右手を握ってきた。

　ヒナの手はいつも温かくて。

「おまえ、なにがあった？」

　にごりのない、ヒナの黒い瞳は、いつものように真っ直ぐに唯人を映している気が、した。

　ヒナの目は、まだ、唯人をきれいに、映している気が、した。

　そうだ。まだ、唯人は『きれい』なのだ。……ヒナにとっては。

　それに思い至り、唯人はにっこりと笑って答えた。




「なにも、なかったよ」




　そのときのヒナの顔は、よく見えなかった。







　その後唯人は昏倒するような眠りと嘔吐を繰り返した。目を覚ます度に、隣にはヒナの姿があった。

　ヒナがやさしい。

　いつもやさしいけれど、最近はもっとやさしい。

　隣にヒナがいるのは嬉しかった。

　思考がまだ上手く働かず、相変わらずふわふわとして現実味がなかったが、吐き気と頭痛はしばらくすると治まり、唯人はようやく安眠できるようになった。

　夜はヒナが一緒に眠ってくれる。

　そういえば、なぜヒナがこんなに唯人にべったりなのか。最近は、海棠といる時間も、長かったのに……。

　ヒナの腕の中で眠りにつく前に、ふと思ったが、そんなふうに抱いた疑問も、長くは続かない。

　なんだか唯人は、子どもの頃に戻ったような気分で、ヒナとの時間を過ごした。







　その日、唯人が目を覚ますと、ヒナの姿がなかった。最近唯人はよく眠る。自分でもどうかと思うほど、すぐに眠気に襲われるので、起き抜けは今が何時なのかまったくわからなくなっていた。

　ヒナを探して唯人は部屋のドアを開けた。

　続き部屋のリビングに、ヒナの後ろ姿が見えてホッとする。良かった。眠る前にヒナがいたのは、夢ではなかった。

　けれどヒナが、

「稔？」

　と口にしたことで、唯人は、一気にあの夜の記憶に飲み込まれた。

（おまえには、もう飽きたんや）

　そう言って、電話を切った稔。

　そうだ。

　唯人は、稔に捨てられたのだった。

　それでもまだ、信じられない思いもあった。あの時は、なにか耳に幕がかかったように稔の声が遠くに聞こえたし、唯人自身、正常な判断ができる状態ではなかったので、もしかしたら誰かが稔を装っていたのかもしれない、とヒナの背を見ながら唯人は思った。

　けれどあのとき、電話は、唯人自身がかけた。確かに唯人がこの手で、稔の番号を呼び出し、通話ボタンを押したのだ。

　稔がスマホをなくしたり奪われたりしたのでない限り、電話の相手は稔だった可能性が、やはり高いのか。

　現に今、ヒナは稔と電話をしている。稔はスマホをきちんと自分で持っているということだ。

　自分の考えに、唯人は混乱してきた。

　あの時の電話の相手は、稔であってほしくない。稔であってほしくない。

　唯人は祈るように思った。

　息をつめて聞き耳を立てる唯人の耳に、ヒナの激高するような声が届いた。

　唯人に会いに来てくれ、と唯人のために頼んでくれたヒナの懇願を、稔があっさりと切り捨てたのだった。

　向こうから切られた電話を、ヒナは、茫然と見ていた。

　唯人は、ああ、と吐息した。

　あれはやはり稔本人だったのだ。

　唯人を、いらないと言ったのは稔だった。否、稔は「いらない」ではなく「飽きた」と言ったのだったか。記憶が混乱する。




　いらない子。

　唯人は、いらない子。




　耳の奥で、リフレインする言葉。

　そうだ。唯人はいらない子だった。

　最初からいらない子だったから、父親には見向きもされずに……稔にも、捨てられたのだ。

　ぽつねんと立ち尽くす唯人を、ヒナがハッと振り向いて、そのままぎくりと動きを止めた。

　気付かれてはいけない、と、唯人は思った。

　唯人がいらない子だということを、ヒナに、気付かれてはいけない。

　唯人は微笑んで、ヒナの名前を呼んだ。

　この世で一番愛しい名前だ。

　ヒナ。ヒナ。ヒナ。

　ヒナに、いらないと言われたら……。

　唯人はその可能性に思い至り、絶望の底に叩き落された気分になった。

　ヒナにいらないと言われたら、唯人はもう、本当にひとりになってしまうのだ。

　みんながいらないと言う唯人を、ヒナだけが、いつまでも必要としてくれるなんて、到底思えない。

　ヒナに捨てられる。

　その想像だけで、唯人は自分のこころが死ぬのを感じた。

　割れたグラスを思い出す。

　あのとき壊れたのは、上水流かみずる唯人という人間の、存在価値だったのだ……。

　唯人はその日もヒナと一緒にベッドに入りながら、ひとり、恐怖に耐えて過ごした。

　唯人はいらない子。いらない子。

　誰かが耳元で繰り返しささやく。

　「唯人はいらない」と、ヒナに捨てられる前に。

　唯人が、ヒナを捨てなければならなかった。

　そうでなければ、こころを保つことができない。

　唯人は翌日、いまから海棠に会うと言ったヒナに、ケーキを買ってくるように頼み、彼が部屋から出るのを見送った。

「行ってらっしゃい」

　と、その言葉をできるだけ穏やかな声音で言った。さようなら、と胸の中だけで上書きをした。







　唯人は雛瀬亨を捨てた。

　捨てられる前に、自分から捨てた。

　自分から望んで得た孤独は、自由だ。

　そう思ったのに、マンションを出たところで、少しだけ泣いてしまった。







　ヒナの元を出奔しゅっぽんした唯人は、ＡＴＭでまとまった金を下ろし、それからあてもなく電車に乗った。

　適当な場所で乗り換え、目的地も決めずにただヒナから遠ざかるためだけに移動を続けた。

　夕方ごろになると車内が混み始めたので、唯人は電車を降りた。

　ぶらぶらと歩いていると繁華街に行き当たる。薄暗い中を歩いていると、色々な男に声をかけられた。唯人が男と知ると、皆一様に驚きを見せた。


唯人に自覚はなかったが、荒淫に耽ったあの夜以来、唯人はまともに食事をしていなかったので、体重はかなり落ちていた。コートの中で細い肢体が泳ぐ様は、なるほど女に見えたのかもしれない。



　唯人は声をかけてきた男たちの中で、三人連れの男たちについて行くことにした。特になにを考えたわけでもない。陽気な印象の男たちのテンションにつられた形だった。

　男たちは唯人を、個室居酒屋に連れて行った。

　酒の入った男たちに、唯人はそこで性的な悪戯をされた。個室、と雖いえども簡易の仕切りなので、音は筒抜けになる。周りから聞こえる乾杯の声や会話のざわめきの中、唯人は声をかみ殺して男たちの手を受け入れた。

　少し触っただけでは満足しなかった男たちは、唯人が今晩泊まるところがないと知るや、ビジネスホテルを押さえてくれ、そこに唯人を連れ込んだ。

　ビジネスホテルであったが、ダブルベッドが二つ並ぶ広い部屋で、唯人は三人の男に抱かれた。

　唯人の無毛のペニスを見て、男たちはひどく興奮し、そこを執拗に弄られた。毛が少し生えてきていると言われて、安全カミソリでまた剃られた。

　三人に順番に貫かれ、唯人は泣きながら射精した。

　それからの数日間。唯人はずっとそんな生活を繰り返した。

　街へ出れば男が寄って来たし、ご飯を食べさせてくれ、泊まる場所を用意してくれた。

　唯人はあの夜を再現するように、常に複数の男とベッドを共にした。

　ひとつの場所でそのようなことを繰り返していた唯人は、すぐに有名になったようで、四日目には明らかに真っ当ではない男たちが接触をしてきた。

　唯人は男たちにクラブへ連れ込まれ、セックスドラッグを与えられ、そこで公開セックスをさせられた。携帯やスマホのカメラが唯人へと向けられる光景は、まるであの夜のようで……唯人は溺れた。

　クラブで寝泊りをするようになった唯人は、朝も夜もなく、男たちの抱き人形として存在した。

　乳首は常にぷっくりと腫れ、ペニスには貞操帯をつけられ、首には犬のように首輪がはめられた。排泄ですら、男たちのゆるしがなければできずに、本当にペットになった気持ちがした。

　男たちに嬲られていると、頭が空っぽになり、気持ち良かった。

　もっとして、もっとして、と唯人の方からねだることも少なくなかった。

　そんな状態は、十日目の朝に、不意に終了を告げることとなる。







　朝でも地下にあるクラブは暗い。そこに突然すべての照明が点され、あふれた白い光に、毛布に丸まって寝ていた唯人は目をしょぼしょぼと瞬かせた。

　唯人の寝床は、床だった。犬にはそこが似合いだと言われ、毛布の敷かれたそこが、唯人の普段の居場所だった。服は与えられていない。首輪だけだ。なぜなら唯人は、犬だから。

　もぞりと顔を上げた唯人の目の前に、きれいな革靴が見えた。先端が照明を浴びて、ピカピカと光っている。その光すら、唯人にはまぶしかった。

　何度も目を瞬かせる唯人へと、

「探したよ、唯人くん」

　と深く低い声がかけられた。

　誰だろうと疑問に思い、唯人は視線を上げた。白い光の中に、きちんとした身なりの、五十歳前後の男がいた。

　ほんの少し白いものが混じった髪を、無造作にセットしており、背はさほど高くはなかったが姿勢がうつくしく、どこか洒脱な雰囲気があった。

　まったく見覚えのない男は、けれど唯人を見てにこりと笑う。

　清潔感のあるその笑みは、退廃した夜の雰囲気に慣れた唯人が久しぶりに見る『昼間』の日常の空気がして、温もりを感じた。

　上からの照明がまぶしく、目を細めた唯人は、どなたですか、という簡単な言葉が出てこず、あー、とか、うー、とかを吃どもるように言った。ここ最近、頭を空っぽにして男に抱かれるばかりだったので、意識をして話す、ということがひどく難しかった。

　男はノーブルに整った顔をやさしくゆるめると、おいで、と両手を広げた。

　唯人は小首を傾げてそれを見上げる。長い睫毛を、ぱちぱちと瞬かせた。

　唯人が動かないのを怒るでもなく、男は身を屈めると、毛布ごと唯人を抱き上げた。唯人は驚いて体をよじり、清潔なにおいのする男から逃れようとした。

「おっと……」

　バランスを崩しかけた男の背後から、

「旦那様っ」

　という言葉とともに、さっと腕が伸ばされた。眼鏡をかけた男が、唯人を支えてようとしていた。

「そういうことは、私が」

「いやいや、大丈夫。僕もまだまだ若いよ。それにこの子は、子どものように軽いから」

　男の言葉に、眼鏡の男の眉が、クっと寄った。唯人にチラと嫌悪の視線を向けてくる。

　ああ、と唯人はいまの自分の状況を見て男の嫌悪を把握した。全裸に首輪をつけた、小汚い犬だ。嫌がられて当然だった。

　それなのに唯人を抱き上げた男は、宝物を腕に抱いているように大切に振る舞う。

　この男は誰で、唯人はどこへ連れていかれるのか。

　考えようとした唯人はけれど、途中でそれを放棄した。どこに行っても、やることは一つだけのように思われた。すなわち、男の玩具になること。

　唯人は目を閉じて男の腕の中で身を縮める。

　男はゆるぎない足取りでクラブを出て、階段を上り、外の世界へ唯人を連れ出した。

　久しぶりの外はまぶしくて。

　唯人は目を開けることができなかった。







　唯人は男の屋敷へと連れていかれた。

　屋敷、と形容するにふさわしい、大きな日本家屋であった。唯人の生まれた上水流かみずるの屋敷は洋館だったので、純和風の家は新鮮だ。

　唯人はまず、風呂に入れられた。眼鏡の男がスーツの上を脱ぎ、袖をまくると、犬の子を洗うように唯人の頭をごしごしと洗い、背中を流した。

　無毛の唯人の性器に軽蔑したような視線を一瞬送り、男は顔をゆがめると、

「前は自分で洗ってくださいね」

　と一本調子のトーンで言った。

　体を流すと、湯に入るよう促された。

　湯船に浸かるのは久しぶりだった。ヒノキのいいにおいがする。唯人は足を延ばして、天井を仰ぐように背後にもたれかかった。

　目を閉じると、温もりに誘われるかのように眠気が襲ってきた。

　抗うこともできず、唯人は風呂につかったまま寝てしまった。







　次に目を覚ますと、ふかふかの布団の中にいた。畳に敷かれている布団だったが、敷布団の下にマットも敷かれていたので、硬さなどは少しも感じなかった。

　唯人は目を開け、見慣れぬ天井をぼんやりと見ていた。しばらくそうしていると、襖の開く音がして、眼鏡の男が姿を見せた。唯人が目覚めているのを知ると、彼は一旦下がり、『旦那様』を連れて戻って来た。

「目が覚めたかな」

　『旦那様』はにこりと笑い、唯人の寝ている傍らに胡坐をかいて座った。仕立てのよさそうなスーツを着ている。唯人を迎えに来た時とは、別のスーツだ。毛布ごと唯人を運んだので、毛布についていた体液などで汚れたのかもしれない。

「いま、食べる物を用意しているから、もう少し待ってくれるかい？」

　唯人は『旦那様』を見上げて、ふと、起き上がった方がいいのかと思い至った。布団の中で、もがくように動き、唯人は肘をついてなんとか体を起こした。ふらりと揺れた背を、『旦那様』の手が伸びてきて支えてくれた。

「色々、きみに話があるのだけれど、もう少し正気になってからの方が良さそうだね」

　男のてのひらが、やさしげに唯人の痩せた背を撫でた。

　唯人は浴衣を着させられていた。やわらかな素材のそれは肌に心地よく、男のてのひらの熱も不快ではなかった。

　唯人は乾いた唇を開いた。

「……ゆいとを、いじめて、くれるの？」

　いじめて、という言葉を唯人が口にすると、いつも男たちが唯人に快楽を与えてくれるのだ。お腹は空いていないから、快楽で満たしてほしかった。

　『旦那様』は苦笑いをすると、

「まずは食事にしよう」

　と言った。男の言葉を待っていたかのようなタイミングで襖が開き、眼鏡の男が膳を持って現れた。

　膳には、湯気の立った雑炊と漬物が乗っており、出汁のいいにおいが部屋に充満する。

　「食べなさい」と『旦那様』に促されたが唯人に食欲はなく、配膳されたそれをただ見ていた。眼鏡の男が吐息して、小さな匙で雑炊をすくい、息をふーふーと吹きかけてから唯人の口元へと差し出した。

　唯人は数度瞬きをしてから、口を開いた。匙が入り込み、舌の上に味が広がる。

　美味しかった。

　温かい『食事』、というものを久しぶりにしたような気がした。

　お茶碗の三分の一ほどを食べたところで、唯人はまた眠気に襲われた。食べながら、ウトウトと目を閉じてしまう。

「唯人くん。寝る前に頑張って水分を摂ってくれるかい」

　『旦那様』の声とともに唇にストローを挟まれた。促されるままに数口飲む。リンゴジュースだった。

　甘いな。そう思いながら、唯人はまた眠りについた。







　唯人は数日をそんな調子で過ごした。

　寝たり起きたりの唯人の傍には、常に眼鏡の男が付き添っており、『旦那様』も頻繁に顔を見せた。

　一週間ほどが過ぎた頃、唯人の頭もようやくハッキリとし始めていた。

　体力の落ちていた唯人は、あまり長い間は起きれなかったが、この日は用意をされていた服にきちんと袖を通し、久しぶりに洋服を着用した。

　カシミアのセーターと、ゆったりとしたコーデュロイのズボンは、唯人の体にピタリと合っていた。

　和室で、唯人は『旦那様』と向き合い、二人の前には湯呑みと和菓子が置かれている。梅の花の形をした練り切りは甘く、繊細な味だった。

　『旦那様』は唯人に、伊地知いちじ和壽かずひさと名乗った。それまでにも名前を聞いていたのかもしれないが、正気でなかった唯人は、この日初めて男の名を知った。

「伊地知さんは、なぜオレを……？　どこかでお会いしたことがありますか？」

　唯人は自然と男に敬語を使っていた。この屋敷の佇まいや、男の立ち居振る舞いから、高い地位にいる男なのだろうことがわかっていたからだ。

　伊地知は出会ったときと同じ、やさしい笑みを浮かべて唯人を見る。

「きみに直接会ったのは初めてだけれど……あるひとに、きみの話を聞いていてね」

　穏やかな伊地知の声に、唯人は首を傾げた。『あるひと』が誰なのか聞きたい気もしたが、教えてくれそうな口ぶりではなかったのでやめた。

　伊地知は唯人に、医者にかかるようアドバイスをしてきた。

「唯人くん。きみに起こったことは……ある程度、知っている。知っていると、思う。きみは、こころも体もとても傷ついた。それにきみは、ドラッグも使われている。気分の落ち込みや、情緒の不安定さも、それの影響だと思う。不特定多数の相手と性的接触を持っていたから、病気も心配だ。一度、きちんと診てもらう方がいい。きみがいいと言えば、すぐに医者は手配する。往診を頼めるから、病院には行かなくて済むよ」

　男の穏やかな声は、唯人に抗う気を起こさせず、唯人はただこくりと頷いた。自分が不安定である自覚はあった。

　伊地知はホッとしたように頷き、唯人にお茶やお菓子のお代わりを勧めた。眼鏡の男がすかさず菓子の入った箱を持って現れる。

　眼鏡の男は、佐橋と名乗った。三十五歳という年齢よりも落ち着きを感じる物腰だったが、伊知地を見る視線は熱く、伊地知に心酔しているのが唯人にすら伝わってきた。

　つんけんとした冷たい男だ、というのが唯人の第一印象だったが、それが佐橋のスタンダードなようで、彼は伊地知にすらニコリとも笑ってみせることはなかった。彼は無愛想なだけで良い子なんだよ、とは伊地知談である。

　唯人は伊地知の手配した医者の往診を受け、病気などには感染していないことがわかった。深刻なのはドラッグに対する依存だった。

　唯人の場合、性交とともにセックスドラッグを使用されていたので、ドラッグというよりはセックス依存のようになっていた。

　体とこころが一先ひとまず落ち着きを取り戻してからも、唯人は度々腹の奥にくすぶる熱に悩まされ、屋敷を飛び出そうとし、その度に伊地知や佐橋に抑えられた。彼らは絶対に、唯人に対し性的な接触はしてこなかった。

　唯人は医師のカウンセリングを受けてはいたが、セックス依存は治らず、求めている快楽が与えられずに泣く唯人を見かねて、伊地知が定期的に唯人の相手をする男を見繕ってくれた。

　最初は、ひとりの男が唯人の相手をしていたが、唯人は満足しなかった。中途半端に理性を残すセックスは、より唯人を不安定にし、不眠の日が増えた。

　仕方なく伊地知は、人数を二人、もしくは三人に増やした。

　月に二度、伊地知の屋敷を訪れる男たちに定期的に抱かれ、頭を空っぽにすることで、唯人はようやく安寧を手に入れることができた。







　唯人は一度、医師相手に伊地知が泣いているところを見たことがある。

　外縁を抜けて、飲み物を取りに行こうとしたときだった。換気のために少し開けられていた伊地知の部屋の窓から、その声は聞こえてきた。

「あの子が、あんなふうに傷ついているのに、僕は見ていることしかできない……」

　唯人は足を止め、窓の隙間から中を見た。伊地知が、てのひらで目を覆うようにして肩を震わせていた。

「一番つらいのは、唯人くんですよ。伊地知さん」

　小柄な医師が、そう伊地知を慰めていた。

「複数の相手と寝ることは、唯人くんにとっては悪いことではないんです。一度レイプ被害にあった子が、二度、三度と同じ被害にあうことがあるのをご存知ですか？　なぜでしょう？　被害にあう子が悪いんでしょうか？　彼女たちが、加害者を引き寄せてしまうんでしょうか？」

　医師のゆったりとした声音に、伊地知は顔を上げ、医師を見た。唯人も、つられたように医師の横顔に目をやる。

「通常では考えられないような異常な事態が起こった時、僕たちは必死で日常に戻ろうとします。唯人くんも同じだと思いますよ。一度に複数人の相手に性的暴行を受けた彼は、それが特殊なことではなかった、と。特別に、傷つくことではなかったのだと、無意識に思おうとしてるのかもしれません。彼は日常に戻ろうと戦っているのですよ。見守って、応援してあげてください」

　伊地知の手を握り、医師はそう言った。

　伊地知は涙をこぼして、医師にお礼を言っていた。

　唯人はその時、不思議な気分を味わっていた。医師の言うことが当たっているのか、それとも的外れなものなのかはわからない。それ以上にわからなかったのが、伊地知のことである。

　なぜ伊地知は、唯人のために涙を流したのか。

　唯人はそのことを、伊地知自身には問いたださなかった。いい年をした男が泣くところを初めて見たので、きっと見られたくなかっただろうと思ったからだ。

　その代わり、佐橋にこう訊いてみた。

「なんで伊地知さんはオレを抱かないのかな？」

　唯人にしてみれば、当然の疑問だった。

　伊地知にここに連れてこられたとき、唯人は伊地知の性的玩具になるのだと思っていた。それなのに伊地知は唯人に悪戯もしなければ、自分に奉仕させることもない。

　唯人はここになんのために連れてこられたのか。

　佐橋は唯人の問いに、冷たく鼻を鳴らした。

「伊地知さんが、あなたを抱くわけないじゃないですか」

　抑揚のない声音で、そう答えた佐橋は、それ以上唯人に説明する気はないようだった。







　唯人は伊地知に乞われるままに屋敷に滞在していたが、クスリも抜け、体力もほぼ戻って来た段になって、そろそろ屋敷を出ていくという相談を伊地知にしてみた。

　セックス依存は相変わらずだったが、日常生活に困るほどではない。いつまでも他人の家に世話になっているわけにはいかなかった。

　伊地知は微笑みながら、二十歳まではここで暮らしてほしい、と唯人に言った。

「きみが二十歳になったら、僕がきみのための居場所を作るよ。きみのための店だ。きみはそこで働けばいい」

　どこまでも穏やかに、伊地知は語った。

　唯人は迷いながらも、頷いた。伊地知の家は、居心地がいい。それに、期間が決まっているのも気が楽だった。二十歳になったらここを出てゆく。

　伊地知の言う『唯人の居場所』というのが何なのかはよくわからなかったが、そんなものがなくても暮らしていけるだろうと思った。……ひとりでも。

　今度は大丈夫だ。ドラッグも完全に抜けているので、正常な判断ができるだろう。

　伊地知の話を受け入れた唯人に、伊地知は、少し迷うそぶりを見せてから「実はね」と告げた。

「きみを、探している子がいる。興信所や探偵事務所に依頼をして、自分でも探し歩いているみたいなんだ。きみも元気になってきたことだし、もしきみが会いたいと思うなら、彼にきみの居場所を教えようと思うのだけど」

　伊地知の言葉に、唯人は背すじを緊張させた。

　誰が、唯人を探しているのか。唯人が尋ねる前に、伊知地が、

「雛瀬、亨くん、という子だけど……友達かい？」

　とその名を告げた。

　唯人は目を見張り……しばらく黙った後に、首を横に振った。

　唯人はもう、落ちるところまで落ちた。

　ヒナの目には、『きれい』な唯人だけを映してほしかったので、もう、彼の目に映る価値はないと思えた。

　唯人の答えに、伊地知はただ頷きを返した。







　その後伊地知は言葉通り、唯人の二十歳の誕生日に唯人の働く店をプレゼントしてくれた。


『emperor』という名の、会員制クラブである。
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　高校三年生の二月に唯人が失踪してから二年半。

　八月の蒸し暑い夏の夜、亨は震えそうになる足を叱咤して、『emperor』という店に向かった。

　評判の良い探偵や興信所など、いくつもの会社に唯人の捜索を依頼した亨だったが、これまで、成果は見られなかった。どんな些細な情報でもいいからと、興信所などにも頭を下げて食い下がり、唯人の目撃情報があったらしいと聞けばどこにでも駆けつけた。けれどその度に亨は、ひどい落胆を味わうこととなった。

　ようやく唯人が見つかるかという期待は、別人であることがわかった瞬間に疲労に変わる。何度味わっても慣れることのできない疲労だ。だから亨は、ぬか喜びをしないよう、自分に言い聞かせながら歩いた。

　亨の半歩後ろには、司がいる。ついて来なくても良いと言ったのに、同行しますと言い張るので根負けして連れて来た。

　司は今までも、唯人の捜索に同行してくれていた。亨が行く場所にはどこであってもついてきてくれたし、やはり唯人がみつからずにがっくりと肩を落とす亨を、やさしく抱きしめて慰めてくれた。

　司に慰められる度に、亨は少し後ろめたい気分になる。

　唯人が、ひとりきりで出て行ってしまったのに、自分は恋人の腕の中でちやほやと甘やかされているからだ。

　今、唯人はなにをしているのか。傷ついてはいないか。寂しがってはいないか。あんなに寂しがり屋な人間を、亨は他に知らない。寂しがり屋で、傷つきやすくて、わがままで、かわいい唯人。

　おまえ、なんでオレになにも言わずに出て行ったんだ。

　亨のその問いは本人にぶつけることのできないままに、亨の胸の深い部分に食い込んでいる。

　亨は黙々と歩いた。

　ネオンの看板がひしめく表通りから、一本中に入るだけで、ひっそりと闇に沈んだ道が現れる。その裏通りをしばらく行くと、闇の中に『emperor』と光る看板があった。

　亨はそれを、しばらく立ち尽くして見ていた。

　期待はするな、と自分に言い聞かせる。

　あそこに唯人がいなくても、落胆するな。

　店に入る決心が中々できずに、亨は木製の扉を睨みつけるように遠巻きに見ていた。司は急かす言葉も言わずに、黙って隣に立っていた。

　亨の見ている目の前で、扉がゆっくりと中から開かれた。

　二人連れが、姿を現した。

　ひとりは、恰幅の良い壮年の男性。

　そして。

　その男に、腕を絡めるようにして寄り添う、ほっそりとしたシルエット。

　唯人。

　それは、唯人だった。

　亨の記憶の中の彼よりも、少しだけ大人びて。

　それから、少し痩せていた。

　髪は伸びていた。さらさらの、色素の薄いきれいな髪。「ヒナ、頭撫でて」とよく亨にねだってきて、撫でてやると目を細めて笑う、唯人のやわらかな髪。亨の好きな髪だ。

　亨は目を見開き、食い入るように唯人を見つめた。本当に、本物の唯人なのか、自分の目を疑った。

　二人は、腕を組んだまま店の前の、五段ほどの階段を降りてきた。

　唯人が隣の男を見上げていた瞳を、ふっ、と、なにかに引き寄せられるようにして、亨の方へと向けてきた。

　唯人の目が。

　ヘーゼルナッツ色の目が、亨を見つけて、愕然と丸くなった。

　亨も唯人も、お互いを見たままバカのように立ち尽くした。

「ユイくん？」

　男が、突然立ち止まった唯人を、訝しげに呼んだ。唯人の手が、絡まっていた男の腕からするりと落ちた。

　唯人を、見つけたら。

　唯人を、見つけたら、殴ってやろうと、ずっと亨は思っていた。

　まず一発。

　唯人の整った顔に、まずは一発。

　あいつの顔がきれいだとかそんなことは関係ない。

　一発、ぜったいに、こぶしで殴ってやる。

　そう、思っていた。

　けれど唯人が。

　立ち尽くしたまま、唇を震わせて。

　今にも泣きだしそうに、顔をゆがめながら、それでも笑って。

　亨が呼ぶよりも、先に、

「……ヒナ」

　と、小さな声で、亨を呼んだから。

　おまえが居なくなってオレがどんな思いをしたのかわかってんのか、とか。

　いきなり失踪なんかして心配したじゃねぇかこのバカ、とか。

　なんで居なくなったんだよ、とか。

　おまえが居なくて、寂しかった、とか。

　寂しくて寂しくてどうにかなりそうだった、とか。

　そんなことはもう、どうでも良くなって。

　声も出さずに、小さく肩を震わせて泣き出した唯人が、かわいそうで。

　かわいそうで。

　でもやっぱりきれいで。

　愛しくて。

　愛しくて。

　気付けば駆け寄って、亨は幼馴染の細い体を抱きしめていた。

　肌に馴染んだ唯人の感触に、ああ本物の唯人だ、と実感して、亨まで泣けてきた。

「バカ。……このバカ。バカ唯人」

　亨が唯人を罵る度に、唯人が一つ一つ頷いた。頬に当たる唯人の髪はやはりさらさらで気持ち良くて、亨は唯人を抱きしめたまま彼の髪に顔を埋めるようにした。

「あ〜、っと、ユイくん？」

　隣で見ていた男が、気まずそうに唯人の名前を呼んだことで、亨はハッと我に返った。

　抱いていた唯人の体を離す。けれど腕は掴んだままだ。半袖の唯人の腕は、夏だというのに真っ白で、その白さに亨はまた、ああ本物の唯人だ、と実感する。

「おまえ、この人とこれからなにか約束してんの？」

　亨が尋ねると、唯人がこくりと頷いた。

「断れ」

　亨の短い命令に、唯人はまたこくりと首を動かす。

「……島崎さん、今日は……」

「ああ、いい、いい、わかった。せっかく僕の番が回ってきたと思ったけど、訳アリみたいだから、今日はそちらの彼に譲るよ」

　男の人の好い笑みに、亨はぺこりと頭を下げた。

「すみません。ほら、おまえも謝れ」

「……ごめんなさい」

　子どものような唯人の口調に、男が目を丸くして、

「珍しいものが見れたから、これで相殺だね。女王様だったユイくんが、お姫様のような顔をしているよ」

　と言って、唯人のなめらかな頬に軽い口づけを落とすと、笑いながら去って行った。

　男の唇が触れた場所を、亨は親指の腹でごしごしと擦った。それからそのまま唯人の頬を思い切りつねる。

「いたっ！　ヒナ、痛いっ！」

　悲鳴を上げる唯人の頬が、亨の指の名残を残してうっすらと赤くなった。

「夢じゃないよな」

　そう言った亨のひたいに、唯人がコツンと自分のそれを合わせて、

「自分のほっぺで確認しなよ」

　と囁くように返して、笑った。

　亨は力いっぱい幼馴染を抱きしめた。唯人の手が、おずおずと亨の背に回ってきた。

　やきもきとした司が止めに入るまで、その抱擁は続けられた。







　亨はその後、唯人の紹介で『emperor』のオーナーに会った。

　伊地知という名の五十歳前後の男は、亨の手を握り、会えて嬉しいとにこやかに挨拶をしてきた。

　聞けば唯人は失踪後、この伊地知の元で暮らし、今年の二月、唯人が二十歳の誕生日を迎えるとともに『emperor』に雇われたのだという。今は伊地知の家を出てマンション暮らしをしているようだ。

「唯人の面倒を見てくれて、ありがとうございました」

　亨が伊地知に頭を下げると、彼は笑いながら「僕はなにもしてないよ」と言った。

　亨は最初、伊地知の唯人への異様な入れ込み様に、唯人との肉体関係を疑った。なので挨拶をしながらも、警戒心はあらわにしていたのだが、後日唯人に、

「おまえ、あのオーナーと寝てんのか？」

　と尋ね、唯人がきっぱりと否定してからは、純粋に感謝の念を抱くようになった。

　伊地知がなぜ、見ず知らずの他人だった唯人をこんなに可愛がってくれるのか、その理由は唯人自身も知らないようである。

　けれど伊地知は掛け値なしに唯人を大切にしてくれていたし、そういう意味では亨と同志であった。

　亨は唯人と再会してしばらくは、唯人のマンションに泊まった（司は「お二人の邪魔はできません」と言って一旦戻ったが、夏休み期間であるため毎日亨に会いに来た）。

　元のマンションに戻れ、戻らない。

　ホストは辞めろ、辞めない。

　そんなことで数日喧嘩をして、亨の方が折れた。

　亨は大学を中退し、唯人と一緒に働くことを決めた。

「そこまでオレに付き合わなくていいよ！」

　と唯人は声を荒げ、また喧嘩になった。

　もうおまえと離れたくない、オレの見えないところに行かないでくれ、となんだか口説き文句のようなことを何度も繰り返す亨に、唯人が渋々了承した。唇を尖らせていたけれど、目は喜んでいたように見えた。かわいい奴だな、と亨は思った。

　司は、亨の決断を聞くとあっさりと、

「じゃあ俺も大学辞めます。亨さんと一緒に居ますよ」

　と言った。これには亨が、唯人が亨に言った台詞をそのまま使う羽目になった。

　司も頑として譲らず、亨は白旗を上げた。

　唯人が伊地知に、二人が『emperor』で働きたがっている、と伝えると、

「唯人くんの友達なら大歓迎だよ」

　と伊地知は笑い、特に履歴書などを求めるわけでもなく二人の採用を決めた。大丈夫かこの店は、と亨は少し不安になった。

　亨と司が恋人同士であることを知った伊地知が気を回して、二人が同棲する場所まで用意してくれた。唯人と同じマンションの、唯人の隣の部屋である。

　家賃も無料だという気前の良さに亨は恐縮したが、結局はその厚意に甘えることにした。

　こうして亨は、唯人の幼馴染、というポジションを取り戻した。

　ストーカーなど、すぐにおかしな人間を引き寄せてしまう危なっかしい唯人に、本当にホストなんて仕事が務まるのか、と心配していた亨だったが、『emperor』の客層は思いのほか良く（伊地知の眼鏡に適った者しか会員になれないという噂を聞いた）、唯人も伸び伸びと働いているように見えて安心した。

　唯人は、学生の頃から性に関しては奔放であったが、亨と離れていた間もパートナーの入れ替わりは激しかったようで、今も三人の男と同時に付き合っていると知った時は、閉口した。その点に関してだけは理解しがたかったが、亨が口を挟んでどうなるものでもないと、諦めている。

　唯人は、失踪していた間のことは、多くは語らなかった。

　だから亨も、なぜ唯人が居なくなったのか、彼の口から聞くことができないままだ。

　それでも、また二人で過ごすことができるようになってからは、穏やかな日が続いていた。

　亨もホストの仕事に慣れたし、『emperor』の客からは「女王様」などと言われて崇められている唯人の世話を焼くことにも慣れた。酔っ払った男の不埒な手から唯人を守っているうちに、亨たちホストは「ナイト」と呼ばれるようになった。

　司は、亨が元気になったことを喜んでくれた。唯人がいなかった間の、青菜に塩状態の亨を誰よりも知っていたからだ。唯人を甘やかす亨を咎めることなどはせずに、逆にそんな亨を家では司が甘やかしてくれた。

　亨が『emperor』で働き出して約四年が経過したある日。

　伊地知が、そろそろ人手が足りなくなってきたから裏方として、と連れて来た男を見て。

　亨は、平穏な世界がひっくり返るのを感じた。




「お〜、久しぶりやな、雛瀬」

　そう言って、薄ら笑いで店に入ってきた男は、水主川かこがわ稔だった……。
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　水主川かこがわ稔が高校三年生で転校を余儀なくされた理由は、いったい何なのかと問われると、それは偏ひとえに、彼自身の素行が原因であった。

　関西に居たころの稔には、刑事ドラマや漫画のような、二つ名がついていた。

　じん、という音の響きをもじってつけられたそれは、「魔人」。

　強さや不気味さを表現したその呼び名は最初、ひそやかに、ネット業界で囁かれていた……。







　情報は金だ。

　そこのこと稔は、灰島誠吾に教えてもらった。

　灰島は、関西一円を牛耳る真道会の二次団体、清和組の舎弟頭の男だ。

　稔の父と灰島が懇意だった関係で、稔も自然と灰島に懐いた。


稔の初めの認識は、灰島は気のいい「おっちゃん」だった。父と同い年だったので、稔が子どもの頃は灰島も三十そこそこで、見た目もスマートな彼は「おっちゃん」というよりは「お兄さん」であったが、そこは子どもの気安さで、稔は灰島を「おっちゃん」と呼んでいた。



　父は小さな居酒屋を経営しており、母は儲けもろくに出さない亭主に三下り半を叩きつけ、稔が三歳の頃に稔を置いて出て行った。

　おまえは女を見る目がないんだよ、と灰島は咥え煙草の唇を歪ませて、よく父をせせら笑っていた。

　うだつの上がらない父と、パリッとした上等なスーツを着こなした灰島を見比べて、稔はよくため息をついたものだ。「おっちゃんがおとんやったら良ええのに」と稔がこぼしたら、灰島は稔を膝に抱き上げ、「おまえにはおとんの凄さがわからんのか」と笑った。

　父の凄いところなど、稔は一度も見たことがなかったが、灰島がそう言うのならそうなのかもしれないと思えた。

　その父は、稔が十歳の頃に突然死んだ。

　雨の日だった。

　白木の箱に納まった父の骨に、灰島は土下座して慟哭していた。

　稔はわけがわからずに、大の男が泣く様をただ茫然と見た。

　葬儀などはすべて、灰島が取り仕切って恙なく行われた。清和組の面々が神妙な顔をして、丁重に父に手を合わせていた。母は来なかった。来ていても、顔を覚えていないので稔にはわからなかっただけかもしれない。

　稔は唯一の肉親を喪い、灰島の家に連れていかれた。灰島の妻は美人で気立てが良く、稔の面倒もよく見てくれた。稔は女性のいる生活というのが新鮮で、女の、柔らかな体の曲線や、ふとした時に見せる仕草に目を奪われた。

　生活が落ち着いた頃、灰島が父の死の原因を教えてくれた。

　父は、清和組の情報屋だったという。

　酒が入るとひとは口が軽くなる。父は居酒屋の経営がてら、他愛のない客の会話から情報を拾っていたらしい。また、ネットでの情報収集にも明るく、集めた情報はふるいにかけ、清和組へと提供していた。

　深みには入るなよ、と灰島は度々父に警告していたのだという。

　情報屋はあくまで情報を売るだけの仕事だ。

　その情報をどう使うのかは、買い手側が決める。清和組のため、という理由で変に深追いはするな、と灰島は父に言い聞かせた。おまえはただの情報屋で、組員でもなんでもない。おまえには稔がいるやろ。まずは自分の安全に気を配れ。

　灰島の言葉を、父はいつも笑って聞き流していたという。

　父は清和組と敵対する組が、覚せい剤の取引をするという情報を掴み、敵対勢力を一掃する好機だと先走り、その情報をさらに探って警察に流そうとしたところで……殺された。

　俺の配慮が足らなかった、と言って灰島は稔に頭を下げた。

　いいよ、と稔は言った。

　おとんはおっちゃんの役に立ちたかったんや。

　稔の言葉を聞いて、灰崎はまた泣いた。







　稔はそれから、ネットの世界にはまった。

　パソコンの画面の中には、世界中の情報が溢れかえっている。それらを整理していくのは楽しかった。

　たまに閲覧に制限のかかるページに行き当たると、それをどうにかして見たくなり、手にした情報を元にハッキングの腕を磨いた。

　稔が中学生に上がる頃には、ハッカー仲間の間で稔は、当時ネット上で使っていた『jean』という名前をもじって『魔人』と呼ばれるようになっていた。

　稔は仲間たちと、大手会社のシステムに入り込み、個人情報を抜き取ったりする遊びなどを行っていたが（個人情報の流出に関するお詫びなどがニュースで流れると、達成感があり楽しかった）、その遊びも二年で飽きた。

　稔はパソコンを開くのをやめた。『魔人』はネット上から消えた。

　灰島の家に世話になっている手前、学校だけは真面目に行っていた稔だったが、中学三年生の頃は自分史上最高に真面目だったと思う。

　稔が高校受験を終えた頃、灰島に通帳を渡された。

「おまえの親父が残した金や。組からの詫びも入っとる。これからはおまえが管理せぇ」

　中を見ると、かなりの額であった。きっと、灰島個人からの金も入っているのだろう。

「あと、ちょろちょろ事務所に入り浸るのも、そろそろやめとけ。もう高校生になるんや。真っ当な人間と付き合うようにせぇよ」

　灰島は、父親のような表情で父親のようなことを言った。

　灰島の家は夫婦仲睦まじかったが、子どもには恵まれなかった。灰島はまだ四十代前半だ。妻だって三十半ばなので、完全に諦めたわけではないだろうが、灰島夫妻は稔を実の子のようにかわいがってくれていた。

「おっちゃん……やのうて、灰島さん。俺、組に入りたいんやけど」

　稔は、ずっと思ってきたことを初めて灰島に告白した。

　出会った頃は舎弟頭だった灰島は、今は若頭補佐になっていた。

　灰島の子ども同様である稔は、組事務所では強面の組員たちにかわいがられていた。煙草も酒も、女の味も、稔は組員たちから教えられた。居心地が良かった。

「アホ。おまえはまだ子どもや。自分で金も稼げんガキ雇うほど、こっちも暇やないで。アホなこと言うとらんと、その利口な頭を真っ当なことに使えや。ええ大学行って、ええ会社入って、水主川かこがわの墓前でええ報告できるようにしろ」

　灰島は、それこそ『真っ当な』大人のようなことを言って、稔にひらりと手を振った。

　稔はむっつりと唇を曲げて、まったく取り合ってくれない男へと、挑発するように言った。

「ほな、金が稼げればええんやな」

　稔の言葉に、灰島が咥え煙草で笑った。懐の隠しを探って、二つ折りの札入れを取り出すと、それをポンと稔に放って寄越した。

「その中身を、二週間で三倍にしてみぃ。それができたら考えてやるわ」

　その時、灰島の言った「考えてやるわ」は、まるきり上辺の言葉であった。実際には考える気などまったくないことは稔にもわかったが、自分の本気を見せるためにも引くことはできなかった。

「その台詞、ちゃんと覚えとってくださいよ」

　いっぱしの稔の口調に、灰島はよく父に見せたようなせせら笑いを浮かべた。

　高校入学までの休みを使って、稔は久しぶりにパソコンを開いた。

　情報の海の中にもぐり、金を稼ぐ方法を考えた。

　灰島の財布には五十万が入っていた。二週間で三倍。百五十万円に増やせれば稔の勝ちだ。

　パソコン画面を見ながら、稔は笑った。楽しい。

　はなから稔にはできないだろうと決めつけている灰島の、驚く顔が見てみたかった。

　稔は手っ取り早く稼ぐために株を始めた。始めは勝手がわからず損もしたが、続けているとだんだんとわかってきた。大きく儲けようとは思わず、コツコツとした利ザヤを稼ぐだけなら、比較的容易であった。

　稔は日がなパソコンに向かい、デイトレーディングに夢中になった。

　株も、その肝は情報だ。稔は世界中の情勢にくまなく目を走らせ、株価や為替の動きを追い続けた。

　二週間後、稔は灰島に、百五十万の入った封筒を渡した。

　灰島は煙草を咥えたまま目を丸くして稔を見た。

「ズルはしてへんで。ちゃんと灰島さんの金を、増やした。これで考えてくれるんやろ」

　唇の端で笑いながら稔が言った。その顔を見た灰島の妻が、「誠吾さんの笑い方にそっくりね」と呟いて小さく笑った。

　灰島は頭をガシガシと掻いて、唸った。

「……おまえを極道者ごくどうもんにはできへん。水主川かこがわに合わす顔がない」

「でも俺は、『真っ当な』人生なんて望んでへん。おもろいことがしたいだけや。灰島さんについて行ったら、それができる気がする」

「……ちょっと、考えさせてくれ」

　灰島は唇を引き結んだ厳格な表情でそう言った。

　灰島を説得するのは手ごわいと見て、稔は外堀から埋めることにした。

　仁義だなんだと言ったって、まずは金だろう。稔は株でまとまった金を作ると、それを上納金として組に納めた。舎弟たちの間で、すげぇ、すげぇ、ともてはやされた稔は調子に乗り、高校にもろくに通わず、父親のように情報屋としても活動をし始めた。


結果として、出席日数が足りずに、稔は一年生を二度することになった。それを教訓に、次からは出席日数をきちんと計算し、ギリギリの日数で三年生まで進級することができた。



　灰島は良い顔はしなかった。

　けれど、定期的に少なくない金を生み出す稔を、もはや清和組は無視できなかった。

　盃を交わせ、と灰島は組長に言われた。

　それを灰島は突っぱねたが、あの金のガチョウがよその組に盗られたらどうするんや、という組長の言葉にはひと言も返せず、稔が清和組の構成員になるのは時間の問題と思われた。

　そんな中、稔は父親を殺した男の存在を、情報の海の中で見つけることとなる。

　縄張りが清和組と近いせいか、しょっちゅう小競り合いをしかけてくる与よ縄なわ組の構成員だった。

　ちょうどいい、と稔は思った。

　金儲けついでに、父の敵を討ってやる。

　稔はハッカー仲間などに声をかけ、与縄組を探った。

　覚せい剤の売買ルート、取引場所、懇意にしている中華系マフィア、警察関係者などなど……。

　稔はネット越しに情報の売り買いをし、偽の取引情報や、捜査情報などを流し、与縄組を翻弄した。稔の手腕に、魔人の復活を喜ぶ声が、ネット上でひそやかに囁かれた。

　結果から言えば、与縄組は壊滅に追い込まれた。

　覚せい剤の売買ルートをことごとく稔につぶされたことで、親に当たる羽根田はねだ組に多大な損害を与えたため、仲間からボロボロに殴られ、切り捨てられたのである。

　与縄組がとりつぶしになったことを聞いた灰島は蒼白になり、おまえの仕業か、と稔に尋ねた。

　稔は笑って肩を竦めただけで答えなかった。

「しばらく身を隠せ」

　ボストンバッグを渡され、灰島にそう言われたときも、稔にはまったく危機感がなかった。

「おまえはやくざを舐めすぎや。報復にあう前に逃げろ」

　灰島は稔を逃がす算段を考えていたが、稔はそれに従わなかった。

　その日の夜中、灰島の家に火がつけられた。

　火はみるみるうちに広がり、それに巻き込まれた灰島の妻が死んだ。灰島と稔は、火傷を負ってはいたが命は助かった。

　稔は、己のしたことの結果に、愕然とした。

　灰島が病院で、妻の遺体に取りすがって泣く後ろ姿に、かつての灰島のように土下座して泣いた。

　殺してやる、と思った。

　灰島の妻を殺した奴を。今度は稔が殺してやる。

　稔は灰島の元を飛び出し、ネットカフェにこもると、火事の詳細を探った。

　灰島の家の周囲のカメラの映像を、ハッカー仲間に依頼して細かに見続けた。

　放火をしたのはホームレスの男だったが、火が広まりやすいように細工をした男はべつにいた。元与縄組の連中だ。

　稔は彼らの居場所を探った。

　殺してやる。殺してやる。そのことしか考えられなかった。

　稔は男たちがたむろしている場所を突き止め、裏サイトに襲撃の日時を書き込んだ。そこは、他人に暴力をふるうことを快楽とする者が集うサイトであった。襲撃する相手が極道者ということに尻込みをしたのか、元々それほどひとは集まらないものなのか、稔を含めて当日は四人が集った。

　稔はこの日のために包丁とスタンガンを用意していた。どちらも量販店で買えるし、購入のときに身分証明書などが必要ないのでちょうど良かった。

　稔たちが事務所に乗り込んだとき、そこには十数人の男がいた。

　稔は手当たり次第に向かってきた男を殴り、同じ分だけ殴られた。包丁は早い段階で弾かれ床に転がって、役にはたたなかった。スタンガンも最初の一発にしか使えなかった。頭上をパイプ椅子が飛んだり、窓ガラスが割れたりと、かなり派手な諍いになった。

　近所の人間が呼んだのか、警察のサイレンが響き、自分の足で逃げれる者はそれを聞いてさっさと逃げ出した。サイトで集めた人間は、いち早く遁走していた。

　ぼこぼこに殴られ、床に転がっていた稔は警察に保護された。元与縄組の数人の男も一緒にパトカーで連行された。

　すぐに保護者である灰島が駆けつけ、稔は灰島にも殴られた。三発、こぶしで稔を殴ってから、灰島は、無事で良かったと言って涙を滲ませた。稔は唇を噛んで、黙って灰島に頭を下げた。

　怪我人はいたが、死人が出ていないことと、稔が未成年であったことから、厳重注意のみで釈放され、稔はその足で病院に連れていかれた。あばらが数本折れていた。

　灰島は稔に、ほとぼりが冷めるまで関西から出て行け、と言った。言われて当然だった。報復は、報復しか生まない。稔がここに居る限り、また襲撃されるのは目に見えていた。

　灰島に促されるまま、稔は関東への転校を決めた。あばらの怪我もあるし、どうせもう出席日数は足りない。しばらくはゆっくりとして、四月の新学期から高校三年生をやり直すこととなった。四月生まれの稔は、すぐに二十歳となる。二年も留年したせいで、二十歳の高校生か、と少しげんなりした。学校はどうでも良かったが、高校を卒業することが灰島の強い願いだったので逆らわなかった。

　稔は、灰島の妻の墓前で誓わされた。

　ひとつ、やくざには二度と関わらないこと。

　ひとつ、株にはもう手を出さないこと。

　それらは、清和組の組長の意向も入っていた。

　今回のことで、水主川かこがわ稔の名前はここら一体の暴力団の知るところとなった。

　稔が清和組に上納金を納めていたことは、限られた人間しか知らないが、この不況の昨今、どこも金蔓は欲しい。稔を守るための、せめてもの対策だった。

　それに、稔がもしも清和組以外の暴力団事務所と懇意になることがあれば、清和組の脅威ともなり得る。そうならないための、予防策の意味もあった。灰島ほどには稔を信用していない組長は、稔にそれを誓わせることで、一先ずはこれで手打ちとした。

　稔は墓前に深く頭を下げ、これを誓った。

　血判状に署名もした。

　灰島にこれまでの礼を告げ、稔は住み慣れた土地を離れた。

　父の位牌は、灰島に預けたままだ。その方が良いだろうと思えたからだ。

　そして稔は、転入した私学の高校で、上水流かみずる唯人と出会うこととなる……。







　　＊＊＊








上水流かみずる唯人を初めて見たとき、きれいな男も居るものだな、と稔はただそれだけを無感動に思った。



　高校三年生の春、稔はこの私学に関西から転入してきたのだが、初登校の始業式の日、隣に座っていたのが唯人だった。

　水主川かこがわと上水流かみずる。出席番号での並び順だった。

　チラと見た右隣の唯人の横顔がきれいで、稔の歴代の彼女よりも群を抜いた美貌に、へぇ、と思った。

　小作りな顔に、絶妙に配置されたそれぞれのパーツ。

　色素の薄い、けぶる睫毛も、白磁の肌も、色付いた唇も、そこには確かに美が存在したが、稔はべつにこころを揺さぶられはしなかった。

　きれいなものを、きれいと愛めでるだけの、ただのうわべの感想を抱いただけだった。

　けれど、唯人に関する認識は、すぐに覆された。







　その日は始業式だけで授業はなく、ホームルームが終わるとすぐに解散となる。部活動に行く者、早々に帰る者などでざわめいていた教室は、次第に人がまばらになり、数人を残すのみとなった。

　転入生が珍しいのか、それとも稔が悪目立ちをしたのか、稔は早速三人の女生徒に囲まれ、姦しい雑談に巻き込まれてしまった。

　どこから来たの？　部活は何にするの？　校内はもう案内された？　などなど、矢継ぎ早の質問を適当にいなしていた稔だったが、ふと、窓際にぽつねんと立つ唯人に視線を引き寄せられた。

　唯人は、窓にその白い額を押し付けるようにして、じっと校庭を見下ろしていた。

　その目。

　唯人のその目に、稔は狂おしい闇を見る。

　昏くらい熱を孕んだ目でなにを見ているのか、ひどく気になった。

　稔は女生徒を軽くあしらい、彼女たちの輪から抜け出ると、窓際へと歩み寄った。唯人の背後に立って彼の視線の先を追ってみたが、校庭では幾人もの生徒たちが各々の活動をしているため、具体的になにを見ているのか伺い知ることはできなかった。

　おもむろに稔は、唯人の細い腕を掴んで振り向かせた。そうしたい、という欲求に突き動かされて、手が勝手に動いたのだった。

　唯人の目が、驚いたように丸くなり、校庭から引きはがされて稔の方を向く。

　ヘーゼルナッツ色のきれいな瞳が、稔を映した。目の、一番色の濃い部分が藍色で、寂しさを溶かしたようなその深淵に、稔は背筋がぞくりとするのを感じた。

　もっとよく見ようと身を乗り出した稔の頬が、突然パシっと叩かれた。

「さわらないで」

　唯人が、稔の左手を振りほどいて平手打ちしたのだ、と理解するまでに数瞬を要した。

　稔は叩かれた頬を撫で、にやりと笑った。

「ひ弱なちからやな、お姫さん」

　稔の挑発に、唯人が柳眉を逆立てる。けれどなにも言い返すことなく、チッ、と上品な顔に似合わぬ舌打ちを残して、稔を突き飛ばすようにして教室を出て行った。

　遠巻きにそのやりとりを見ていた女子たちが、唯人が去ったのを確認してからおずおずと近付いて来る。

「上水流かみずるくんには、あんまり構わないほうがいいと思うけど」

　ひとりが口を開くと、口々に同意の言葉が続いた。

「ねぇ？　あんまりいい噂聞かないよね？」

「あの人、女嫌いって話だし。そもそも雛瀬くんがいないとまともに会話しないしね」

「……雛瀬くんって？」

「あ、そうか。彼、今日は委員会でほとんどクラスに居なかったもんね。上水流かみずるくんの隣の席なの、彼。二人は幼馴染なんだって」

「ほとんど世話係って感じよね。先生もそう思ってるから、おんなじクラスにしたんでしょ？」

「言えてる。上水流かみずるくん、問題児だもんね」

「問題児って、どんな感じなん？」

　頼んでもいないのに次々と唯人の情報をくれる女子たちに、稔は水を向けた。すると彼女たちは競うようにして唯人の問題児ぶりを、教師に告げ口でもするかのように少し声をひそめて話し始める。

「しょっちゅう授業をさぼるのよ」

「退屈って言って授業の途中で出てったこともあったよね」

「あったあった。基本、体育の授業は来ないしね」

「雛瀬くんが頑張って引っ張ってくるんだけど」

「彼のお父さんが、上水流かみずるくんのお父さんの部下なんでしょ？　可哀想よね」

「あとほら……ねぇ？」

「あ〜、うん。アレね」

「ホントかどうか、私たちはわからないんだけど」

「あくまで噂なんだけど、上水流かみずるくんって」

　鳥の囀りのように口々に順繰りと話していた彼女たちは、そこで顔を見合わせ、ぐっと声を低くした。

「売春、してるんだって」

　ほとんど囁くような声音で、ひとりが代表してそれを稔に告げる。援助交際ではなく、売春とはまた古臭くも生々しい単語が出てきたものだ。

「売春？」

　稔が眉を上げて尋ねると、三人の女子たちはいそがしく視線を交わし始めた。

「お金は、もらってるかどうかわからないんだけど」

「でも、あの、男の人相手に、校内で、エッチしてるっていう噂」

「生徒だけじゃないんだって。先生も相手にしてるって」

「私、音楽の林先生と関係があるって聞いたけど」

「私は数学の石塚先生って聞いたわ」

　稔は小さく肩を竦めて、彼女たちの話を聞き流した。真相がわからない限りは、噂はただの噂だ。

　けれど、なるほど、と思う。

　先ほど掴んだ、唯人の腕のほっそりとした感触を左手に思い出す。

　あれは、男を知っている体だ。

　面白くなりそうやな。稔は内心で笑った。

　引っ越し前、少し派手な問題を起こして関西に居られなくなったため、水の合わない関東にわざわざ来たのだ。少しぐらい楽しみがなくては割りに合わない。

「上水流かみずる、唯人、か」

　唇だけで唯人の名を呼び、稔は今後のことを考えた。唯人を、どう落とすか。

　暇つぶしにはちょうどいいかもしれない。

　男を知っているなら話は早い。一度抱いて、具合が良さそうなら卒業するまでの間、相手をしてもらおう。

　噂通り、色々な男を相手しているなら、一度病院で検査するべきか。変な病気を移されるのはごめんこうむりたい。

　稔の頭の中では、唯人はもう犯されていた。

　きれいな顔をゆがめ、腰を振っている。女も男も、一度稔に抱かれると皆夢中になった。唯人もそうなるだろう。

　まずは弱みだ。

　唯人の弱みを握り、そこから切り崩す。弱い部分を他人に握られ、慰撫されれば、大抵の人間は落ちる。失恋したばかりの女がやさしく慰めてくれる男にこころを許したり、寂しいときに傍にいてくれる人間に恋をしたり、弱っているときに親切にされると、それが二倍も三倍も大きいものに見えるものだ。使い古された常套手段だが、効果は抜群である。

　そう考えた稔は、唯人の弱みを探すことにしたのだが、それは比較的容易に見つかった。

　雛瀬亨。

　中肉中背の、これと言って特徴のない、平々凡々な男が、女生徒たちの話に出て来た唯人の幼馴染だった。

　雛瀬は朝、唯人の手を引いて登校し、唯人の隣の席に座り、一日を唯人とべったりくっついて過ごしていた。

　稔が驚いたのは、唯人の態度である。

　昨日、校庭に向けていた昏い闇のような瞳は鳴りを潜め、雛瀬に向ける目はただただ甘い、信頼だけがあった。昼休みに、雛瀬の肩に頭を預けて眠る唯人は、安心しきった子猫のようで、二人が寄り添う様はさながら一対の絵のようでもあった。

　なんだ、と稔は彼らを見て、少し拍子抜けしたように思う。

　昨日唯人に見たと思った孤独は、稔の勘違いだったのか。

　狂おしい闇のような、情念の炎が、確かにあった気がしたのだが……。

　ただ満たされただけの人間に、稔は魅力を感じない。見込み違いだったかと、少しの落胆を抱いた稔だったが、唯人を落とす、というゲーム以上に面白そうなものが目下見当たらず、惰性のようにそれを続けようとした。

　稔が唯人の観察を始めて十日ほどが経った、ある日。

　放課後、稔はいつものように女生徒に囲まれ一旦は帰途についたが、途中で、課題で使う辞書をロッカーに入れっぱなしであることを思い出し、ひとり教室まで戻ることにした。

　夕暮れの太陽が西側から差し込み、稔は廊下に細長い影を落としながら歩く。

　ふと前を見ると、そこに唯人が立っていた。

　彼は、オレンジに全身を染めながら、廊下から、ジッと教室に続く窓を見ていた。稔は足音をひそめて唯人に近付いた。

　唯人の視線の先を追うと、そこには、雛瀬が居た。ひとりではない。稔の知らない、背の高い男子生徒と一緒だった。

　唯人は、かつて稔が見た、あの昏い色を湛えた目で、二人を見ていた。……否、見ているのは背の高い男だ。雛瀬ではなく、男の方を凝視しているのだ。

　稔は知らず、唇に笑いを浮かべていた。『あれ』が、唯人の弱点だ。

　稔は突如として廊下を蹴って走った。突然の足音に、唯人がハッと顔を上げ、稔を見た。

　稔は唯人の腕を掴み、そのまま廊下の端まで走った。唯人が足をもつれさせるようにして引きずられてくる。

「なっ、なにっ」

　稔の突然の行動に、唯人はもがき、腕を振り払おうとしたが、稔はちからずくで彼を空き教室に連れ込んで、ドアをぴしゃりと閉めた。教室の中は薄暗かった。

　稔は左手で唯人の右腕を掴んだまま、右手を伸ばして唯人の後頭部を自分の方へと引き寄せた。唯人が身じろぎ、距離を保とうとするが、それを許さず、間近で唯人の目をのぞき込む。

「おまえ、あの男が好きなんか」

　確信をもって、稔は尋ねた。

　唯人の瞳が一瞬揺れた。本当に一瞬だった。唯人はすぐに目を眇め、

「バカじゃないの」

　と蔑んだ口調で言った。その気の強さは稔の好みだった。稔は唇の端で笑うと、

「あの男、雛瀬の彼氏やろ」

　と、これも確信をもって続けた。男と相対している雛瀬の表情には、唯人へ向けるものとはまた違った種類の甘さがあった。女たちがよく稔に向けてくる感情と似た色をそこに感じた。洞察力には自信のある稔である。

　目の前の情報を分析し、先を読み、自分の欲しい結果へとつなげてゆく。デイトレーダーとして株をしていたころを思い出し、少し血が騒いだ。

「おまえ、幼馴染の彼氏に惚れてんのか」

　糾弾するようにではなく、やさしげな口調で、稔は囁いた。唯人の瞳は、もう動揺を映さなかった。

「手、離して」

「おまえが答えるのが先や」

「離せって！」

　唯人が掴まれている右手を、思い切り振った。唯人の力など大したことはなかったが、無茶な動きで唯人が手首を痛めそうだったため、稔は左手の力を抜いて唯人の手を解放した。その代わり、ほっそりとした体を両腕で抱き込む。

　腕の中で、唯人が暴れた。毛を逆立てた子猫のようだと思った。

「ひ弱やな、って前に言うたやろ、お姫さん」

　稔の揶揄いに、死ね、と短い言葉が返ってきて、稔は喉の奥で笑った。

「雛瀬は、おまえがあの男に惚れとるなんて、知らんねやろ？　あんな目で見とったらそのうちバレてまうで？」

「盛大な妄想語ってないで、いい加減離せってば。アンタ、なんなわけ？　いきなり抱き着くとか、頭おかしいんじゃない？」

「雛瀬にバレてもええんか？　俺に黙っててくれってかわいくお願いした方がええんちゃうか？」

　言いながら、ああしまった、と稔は思った。

　脅迫ではなく、唯人が自ら稔を頼るように仕向けるはずだったのに。唯人の片思いを応援し、慰める役に回ろうと思っていたはずが、唯人の抵抗が楽しくて、ついうっかり脅迫めいた言葉を言ってしまった。

　稔の言葉に、唯人がピタリと体の動きを止めた。脅迫が効いたか？　と首を傾げた稔を、唯人の色素の薄い瞳がジッと見上げてきた。

　無言で唯人の目を見返すと、唯人がフッと唇をほころばせて笑った。花の咲くような笑みだった。目を細めただけで、急に婀娜めいて見える表情に、稔は視線を奪われる。

「ヒナが、アンタの言うこと信じるって本気で思ってんの？　おめでたい頭だね」

　せせら笑って、唯人は次の瞬間、思い切り稔の胸を突き飛ばしてきた。思わず後ろへと二歩下がった稔へと、今度は唯人の方から近付いてくる。

　学校指定の、稔のネクタイへと唯人の手が伸びて、グイと掴まれた。ネクタイごと、稔は顔を下げられる。

　稔の頭の位置を自分のそれと合わせた唯人は、真正面から稔の顔を見て、ヘーゼルナッツ色の目をたわめた。

「オレが男と寝てるって聞いたんでしょ？　ヒナの名前出せば、言うこと聞くと思った？」

　甘くひそめた声が、囁いた。

　稔は、ふと、自分を見つめている唯人の目の奥に、稔が想像したよりもずっと深い、洞のような孤独が巣食っているのに気付いた。底のない孤独だ。

「おまえ……」

　稔が、口を開くのと同時に、唯人が動いた。

　顔をさらに寄せて、半開きの稔の唇に、自分のそれを重ねてきた。

　しっとりとした唇が、押し付けられ、静かに離れる。

「オレを抱きたかったら、それ相応のお願いの仕方ってのがあるでしょ。抱かせてくださいって、かわいくお願いした方がいいじゃない？」

　つんと顎を上げた傲慢な表情で、唯人が先ほどの稔の言葉をもじって笑った。

　稔は苦笑し、おのれの負けを悟った。

「アカン。間違えた」

　そう呟き、稔は両手で唯人の頬を包み込む。

「最初のはナシや。ちゃんと口説く。おまえが好きや」

「……うわべだけの好きほど信じられないものはないよね。まだ体目当てって言われるほうがマシ」

「ほな体目当てや。おまえを抱きたい」

「……サイテー」

「どないせぇっちゅうねん」

　言いながら、今度は稔から唇を重ねた。

　ちゅ、ちゅ、と音を立てて唇を吸うと、唯人の方から舌を絡めてきた。

　稔は唯人の舌を味わい、彼の口腔に自分の舌をねじ込んだ……ところで、突然唯人に舌を噛まれた。

「痛っ！」

　思わず顔を離し、稔は口元を抑える。

　唯人がふふっと吹き出した。そして直後にがらりと無表情になると、

「図々しい男は、好きじゃない」

　冷たく吐き捨て、踵を返した。

　一筋縄ではいきそうにない唯人の後ろ姿を、稔は痛みとともに見送った。

　唯人を落とす、というゲームは思ったより難しそうで。

　思ったより楽しそうだ。

　転校も無駄ではなかったな、と稔はひとり、笑いを漏らした。







　　＊＊＊







　唯人と出会ったことで高校最後の一年間は、充実したものとなった。

　ともに過ごす時間を重ねるうちに、互いの距離はじりじりと縮まっていった。少なくとも稔にはそう思えた。

　稔は週末は唯人のマンションに押し入り、強引に泊まったし、唯人も迷惑そうな顔をしながらも稔の侵入をゆるしてくれるようになった。







　卒業を目前にした、二月のある日。

　久しぶりに、灰島から稔の元に連絡が入った。

「おまえ、今から一度こっちに来い」

　と灰島は言った。

　関東に越してきてからは、数えるほどしか電話をしていない。それに、灰島が電話口で少し深刻な声をしていたので、なにかあったな、と稔は思った。

「どうしたんですか」

　と尋ねてみたが、

「会おうたときに話す。ええからさっさと帰って来いよ」

　と灰島は一方的にそう言って通話を切った。稔はため息をついて時計を見た。朝の七時である。

「早すぎやろ、おっさん……」

　小さくぼやいて、稔は身支度を始めた。身支度、と言ってもあちらに長居する気のない稔の荷物は、財布とスマホ、それから充電器ぐらいであった。

　それらを小ぶりのデイバッグに詰め、稔は家を出た。

　駅までの道を歩きながら、唯人に連絡を入れる。

　せっかくの土日だったので、唯人の家にしけこもうかと思っていたのだった。べつに約束をしていたわけではないが、週末の度に入り浸っていた稔だったので、行かないなら行かないで、連絡をしていた方が良いだろうと考えたのだ。

　唯人に電話をかけるが、出ない。

　唯人は朝が弱い。

　否、特に朝に限定された話ではないが、唯人は寝起きが悪かった。それを叩き起こして毎日学校へと連れて行っていた雛瀬の苦労は、もはや表彰ものだろう。

　しかし、起きたがらなくてぐずる唯人は、可愛いのだ。電気を点けると、思いのほか幼い仕草で、ごしごしと目をこする。寝ぼけた声で「ヒナァ」と呼ばれることだけはいただけないが、それに目を瞑れば起き抜けの唯人を見れるというのは、役得であった。

　稔は根気強く電話を鳴らし続けた。

　ようやく、不機嫌な唯人の声が耳元に聞こえる。

「……なに」

　世の中のすべてを呪うかのような声だった。稔は思わず苦笑して、

「悪いけど、今日はおまえん家ち行かれへんわ」

　と伝えた。

「なんやちょっと地元でなんかあったみたいでな。呼び出し受けてもうた。土日はおまえん家でしっぽりしよ思てたのにな〜」

　話している途中で電話が切られた。つれないお姫さまだ。

　くく、と笑いながら、稔は歩いた。

　こっちに戻って来るときは、なにか唯人に土産でも買って帰るか、と考える。どこかに出掛けるときに、そんなふうに考えるのは初めてのことだった。

　唯人と付き合いだしてから（唯人は付き合っていると認めないかもしれないが）稔は、自分が驚くほど恋愛にのめり込むタイプだったのだと知った。

　稔はもてる。自分で言うのもなんだが、もてる。

　ちょっと危ない雰囲気がいい、とか、悪いオトコって感じが好き、とか、とにかく女が寄って来る。中には男もいた。

　清和組の若い連中のおかげで、稔は十一歳で童貞を切っており、その後は性欲のおもむくままにいろいろな相手と寝た。初めにプロのお姉さんに懇切丁寧な指導を受けたおかげか、それとも元々勘が良かった関係か、稔と寝た相手は、稔にめろめろになった。

　男とも興味本位で何度か寝たが、稔にはやはり女の豊満な胸のほうが魅力的に思えた。

　それなのに、だ。

　女好きだった稔が、唯人と出会い、宗旨替えを余儀なくされた。

　唯人の底なしの闇に捕まってしまったのだと思う。

　稔は唯人が可愛くて可愛くて仕方ない。

　可愛くて、きれいで、さびしい唯人。

　唯人のことを少し調べたが、彼は上水流かみずるの長子として生まれたものの、その直後に母親が家を出て行き、父親とは血が繋がっていないという。不遇の子ども時代を送っただろうことは、想像に難くない。

　だからだろうか、唯人の目の奥にはいつも孤独があった。

　そのさびしい藍色を見るたびに、稔は、唯人を抱きしめて思いきり甘やかしてやりたい衝動に駆られる。

　けれど、甘やかすだけの存在では唯人の特別にはなれなかった。

　すでにその存在は唯人の隣にいるからだ。

　雛瀬亨。彼と同じ役割ではだめだった。

　雛瀬は唯人の父であり、母であり、兄であり、弟であり、親友でもあった。その雛瀬が唯一なれないものが、恋人のポジションだ。彼は唯人と体をつなげていない。そこに稔の居場所があった。

　本当は稔も唯人をベタベタに甘やかしてやりたい。これでもか、というぐらいに甘えさせて、腕の中に閉じ込めておきたい。

　けれど雛瀬と同じ立場に甘んじる気はない。

　稔と唯人の間には、いつも駆け引きめいた空気が存在していて。愛しているとか、好きだとか、どこかの海棠のようにストレートに言葉にしたことはなかった。むしろ、稔は女と一緒にいるところをわざと唯人に見せたり、気まぐれに独占欲をむきだしにしてみたりと、唯人の気持ちを試すようなことを平気な顔でしてみせた。その行動の根底には、小学生のように好きな子をいじめたいという単純な衝動があったし、簡単に本心を見せない稔にこそ、唯人は魅かれているのだという実感もあった。

　好きだと告げる前に唇を合わせたし、愛しているという代わりにセックスをした。

　唯人は、海棠のように真っ直ぐ、ストレートに愛を告げる男に憧れたようだが、実際に稔がそれをするにはこれまでの素行が悪すぎたし、唯人の稔に対する信用度も低すぎた。

　けれど一皮むけば、稔の中は唯人一色である。

　よくもまぁこんなにも惚れたものだと思う。

　誰に言っても……唯人ですら、信じてはくれないだろうけど。

　稔は苦笑しながら、スマホのメッセージ画面を立ち上げ、唯人に『ちゃんと飯食えよ』と送信した。ほうっておくと三食水で済ませるような男だ。心配でしょうがない。

　返信はないだろうな、と思ってたら案の定、既読がついても返事ひとつ返ってこなかった。

　稔は嘆息してコートのポケットにスマホを突っ込むと、電車に乗り一先ず東京駅を目指した。

　東京駅は朝から人が多かった。稔は新大阪行の新幹線のチケットを購入しようと、窓口を目指して人混みをすり抜けるようにして歩いた。

　突然、ドン、と前から来た男が稔にぶつかった。思いのほか強い衝撃に、稔は突き飛ばされ、尻もちをつく。は？　と思ったが、キャップを目深に被った男は、詫びの言葉もなく、振り向きをせずに足早に去って行った。

　大丈夫ですか、と横から二十代の女性に声をかけられ、稔は立ち上がってコートの裾を払いながら「はい、大丈夫です。ありがとうございます」と丁寧に答えた。女は頬を染め、長身の稔を見上げて「よかったです」と笑った。

　稔は肩からずれていたデイバッグをかけなおし、女性に向かって頭を下げると新幹線の窓口へと向かった。その途中で、コートのポケットの軽さに気付く。

　左手をポケットに入れて、稔は舌打ちをした。

　やられた。スマホを掏すられている。

　稔は立ち止まり、天井を仰いでため息をついた。ずいぶんと平和ボケしたものである。水主川かこがわ稔が掏りに遭うなんて。関西に居た頃は考えられなかった。

　稔は公衆電話まで行き、灰島に電話をかけた。携帯ショップに寄って手続きをしてからそっちへ行くというと、灰島の方も急ぎのようで、まずはこっちに来い、と言われた。灰島にそうまで言われてしまうと、そちらの用件も気になり、稔はスマホのことは後回しにし、新幹線に乗って一路地元を目指すこととなった。







　清和組の事務所の応接室では、組長、若頭、若頭補佐である灰島がそろい踏みで稔を待っていた。

　稔はそのただならぬ雰囲気に、さすがに背筋を伸ばして「ただいま戻りました」と頭を下げた。

「元気そうやな」

　と若頭が言ったが、誰もにこりともしない。

　灰島が、「さっそくだが」と口火を切った。

「おまえ、血判状のことは覚えてるか？」

　と問われ、もちろんと稔は頷いた。あの火事の夜のことは忘れたことはない。

「あたりまえや。極道者とは一切関わってへんし、株にも手ぇ出してへん。約束は守る」

「水主川かこがわの墓前でも同じことが言えるか？」

「親父の前でも、祥子さんの前でも言える」

　稔はきっぱりと言い切った。灰島は稔の口から出た妻の名前に、少し目を瞠みはり、それからふぅっと大きな息を吐き出した。

「こいつがこう言うんやから、シロですよ。あの情報はガセですわ」

　灰島の言葉に、組長と若頭が頷いた。

　稔は男たちの顔を見回し、「なんです？」と尋ねた。

　若頭が封書をテーブルの上に滑らせた。

「それ見てみぃ」

　促されるままに開いてみると、そこには稔の写真が数枚と、彼が最近株で荒稼ぎをしている、魔人は復活した、などと書かれた紙と、証拠となる株式のデータなどが一緒に入っていた。

「なんやこれ。でたらめや」

「いまおまえと顔を合わせて、でたらめやと確信した。けど、なかなか細かいデータがついとるからな、ただの悪戯やとは見過ごせんかった」

　若頭の言葉に、組長が険しい表情のまま続けた。

「おまえはこれがでたらめやということを証明せぇ。帰るんはそれからや。客観的な証拠がなければ、上は納得せぇへんぞ」

　組長の言うとおりだった。昨年、稔が一つの組を壊滅させたこと、そこと派手な小競り合いをしたこと、組に入りたいと言っていた金を生み出す能力を持った人材を、組長の独断で放免したこと、それらは血判状とともに清和組の上部組織まで届けられている。稔の不祥事はすなわち、清和組組長の不祥事も同じだった。

　稔は男たちに頭を下げて、灰島ととともに事務所を出た。

「くだらん真似しやがって」

　唇に煙草を挟んでぼやいた稔へと、灰島が苦笑して、火をつけてくれる。若頭補佐直々のサービスに、稔はちらりと笑って息を吸い込んだ。煙草の先に、赤い火が点る。

「まぁ、おまえならすぐに尻尾掴めるやろ。久々の里帰りや。派手なもてなしはできひんけど、のんびりして行けや」

「のんびりなんてできるかいな。あっちに置いてきたイロが寂しがるやろ」

　冗談めかして言った稔へと、灰島が興味津々の顔になった。

「なんや。オンナがおるんか。紹介せぇや」

「あかんあかん。もったいのうて見せられへんわ」

「ほう、なんや、珍しいな。おまえがそんなん言うなんて。ええオンナなんか？」

「絶品の極上や。誰にも見せられん」

　笑った稔の唇から、灰島が煙草を奪って自分の口にはさんだ。お互いに好みの銘柄は同じだ。

「おまえも大人になったもんやな」

　目尻にしわを寄せて微笑む灰島に、稔は、父と過ごした十年と同じだけの時間をこの男と過ごしたのだと、あらためて実感した。

　礼を言うのも照れくさく、稔は、

「久々に飲みましょうよ」

　と灰島を誘った。十五歳の頃から酒の味を知っている稔に、

「おまえ、それはおっさんのセリフやぞ」

　と灰島の突っ込みが飛んだ。二人は連れだって酒屋へと行き、夜に飲む酒と、肴を購入した。

　稔はその日、灰島の家に泊まった。火事で全焼した家は、すべてきれいに建て直されていた。燃える前の家と、造りや間取りは同じだった。稔の部屋もあった。無性に懐かしい気になって、稔は父と灰島の妻に手を合わせたあと、ノスタルジックな気分に浸りながら灰島と酒を酌み交わした。







　翌日の朝、灰島の家のポストに小さな箱が投函されていた。

　開けてみると、東京駅で掏られた稔のスマホが無造作に入っていた。スマホの下には、ＳＤカードがあった。手紙はついていない。

　稔は灰島に借りたノートパソコンを立ちあげ、ＳＤカードを確認した。

　そこに映っていた映像を見た瞬間。

　稔は喉の奥から絶叫し、衝動のままにパソコンを床に叩き付けた。

　それは、上水流かみずる唯人の『凌辱の記録』であった。







　　＊＊＊







　稔は組事務所の一室を借り、真っ暗な部屋でその映像を見た。

　灰島のパソコンは壊してしまったので、組のものを借用している。ドアの外から何度か心配げな灰島の声がかけられたが、稔は頑として誰も部屋には入れなかった。

　イヤホンをつけ、食い入るように画面を見る。

　映像の中では唯人が男に尿道を弄られて泣いていた。

　胸をかきむしり、またパソコンを叩き壊したい衝動に駆られるが、唇を噛みしめて稔はそれを抑え込み、画面を見続ける。

　唯人を凌辱している男は、五人。

　けれど巧みに顔は消され、個人名を言ったと思しき箇所の声は消されていた。

　稔は男たちを特定するためだけに、繰り返し、唯人の犯される様を見た。稔がそうすることを、犯人も織り込み済みだったようで、わざとのようにほんの小さなヒントだけを画像にちりばめていた。

　刺青の柄の一部、ほくろの位置、稔をあてこする言葉……。

　それらから稔は、四人の男を特定した。

　元与縄組の蜂須賀はちすか、その子分の金城きんじょう、金城の子飼いの屋や仲なかと沖村おきむら。

　しかし後のひとりがわからない。否、顔はわかった。映像を見ているうちに、一か所だけ長身の男の顔の処理が簡単なモザイクになっており、それを外すことができたからだ。

　男は端整でやさしげな顔で、「唯人」と馴れ馴れしく何度も唯人の名を呼び、唯人の体のいたるところを弄っていた。稔に関しても映像の中でいろいろと話していたので、相手は稔のことを知っているのだろうが、稔には男の顔に見覚えがなかった。

　稔は映像の確認と並行して、唯人のこの画像がネット上に出回っていないかを調べた。

　稔に見せるためだけにわざわざ撮影をしたとは思えない。やくざのすることだ。金儲けの道具になるに決まっている。

　昨日の今日で、まだ相手も準備段階なのか、ざっと調べた範囲では唯人の映像は出回っていないようだった。そのことに少しだけ安堵する。

　稔は蜂須賀たちの顔写真をウェブのあちこちから拾い集め、それをプリントアウトした。五人の男の顔を、復讐に燃える目で睨みつける。

　男たちの行きつけの店や、自宅の場所などを割り出し、そられを自分のスマホに登録した。

　殺してやるつもりだった。

　全員、殺してやる。

　稔は昏い目でもう一度写真の男たちに視線を向け、それを上着のポケットに突っ込んだ。

　稔はパソコンの電源を落とし、ＳＤカードは二つに折って捨てた。

　部屋を出ると、灰島が扉の前で、腕を組んで壁にもたれて稔を待っていた。

「あかんぞ」

　低い声でそう言われ、カッと頭に血が上る。

「アホぬかせ」

　吐き捨てるように言い返した。灰島の前を通り過ぎようとしたところで、ガシっと腕を掴まれた。

「アホはおまえや。血判状はどうなる。やくざには関わらんのちゃうんか」

「女子どもには手ぇ出さへんのがやくざちゃうんか！　こんな真似されて黙ってられるかっ」

　激昂して怒鳴った稔の頬に、灰島のこぶしが飛んできた。ガツ、と音がするほどの殴打だったが、稔は肩を揺らしただけで足元は動かなかった。文字通り一歩も引かない稔に、灰島がため息をついた。

「復讐は復讐を生むだけやぞ。いたちごっこや。祥子のこと、忘れたんか」

「忘れてへん。忘れたこともない。アホやった俺の、高すぎる勉強代や。今度はちゃんとやる。復讐なんてできへんように、全員殺してやる」

「……おまえはもう、少年Ａですむ歳ちゃうぞ。捕まったら最悪二度と娑婆しゃばには戻ってこられへんかもしれん。そうなったら、おまえの大事なひとが、泣くことになるんちゃうんか」

「……」

「いま、そのひとが傷ついてるんやったら、おまえのすることは復讐やなく、そのひとの傍に行って慰めてやることちゃうんか」

　静かな灰島の声を、稔は黙って聞き、父親代わりだった男の顔を見つめた。

　稔は天井を仰ぐようにしてため息をつくと、灰島へと、唇の端だけで笑ってみせた。

「あいつを慰める役は、他に居おる。俺は、ここで俺のケジメをつけんとあかん。二度とあいつを危険にさらさんために、俺の手で決着つけんとあかん。そうやないと、あいつに合わす顔がないわ」

　稔の表情を見て、灰島もため息をついた。

「まったく、困った息子・・やでホンマ。しゃあない。俺も手伝うたるわ」

「は？　灰島さんはあかんやろ。それこそ大事おおごとなるで」

「阿呆。息子がこけにされて黙っとる親がどこに居んねん」

　すっぱりと言い切った灰島へと、突然拍手が送られた。驚いて音のする方を見れば、美貌の男がてのひらを打ち鳴らしていた。

「かっこいいですね、灰島さん」

　灰島は男を見ると姿勢を正し、黙って頭を下げた。それにひらりと手を振って頭を上げさせ、男は薄い唇に笑みを浮かべた。

「久しぶりだな、稔」

「ご無沙汰してます、龍りゅう成せいさん」

　会釈した稔は、男の背後に控えていた体格のいい男にも軽く頭を下げる。

「真藤しんどうさんも、ご無沙汰しています」

　稔に声をかけられ、真藤は黙ってぺこりと頭を下げた。真藤がしゃべるところを、稔は数えるほどしか見たことがない。

　清和組と付き合いのある、関東の楠木会の若頭、大楠龍成は、その名前とは裏腹に線の細い、芸能人でも通用しそうなほどの美貌だった。

　歳は、たしかまだ三十に届かないぐらいだろう。身長は唯人と同じくらいで、百七十そこそこ、細身の彼は極道の世界に身を置いているとはにわかには信じがたい見た目をしている。

　楠木会と清和組は古くからの友好的な関係らしく、大楠はたびたびここを訪れていたので、事務所に入り浸ることが多かった稔とも面識があった。

「何やら、穏やかでない話をしていたようだけど」

「若頭に気にしていただくようなことではありません」

　顔を伏せながら灰島が言うのに、大楠は小さく笑った。

「稔とは知らない仲じゃない。困ってたら、助けてあげようと思うくらいの情は、オレにもあるんだよ」

　大楠の言葉に、チラと灰島が稔の顔を見る。稔はばつの悪い思いで目を逸らした。

　十六歳のときだっただろうか、稔は一度だけ大楠と寝たことがある。

　大楠が事務所を訪れると、若い組員たちが少し浮き立つようになるのを不思議に思い、稔はひとりを掴まえて「あのひとって、なんかあんの？」と尋ねてみた。大楠は極道界隈でちょっとした有名人であり、その理由が、「楠木会の、幹部の玩具っていう噂や」ということだった。

　たしかにきれいなひとだが、どうせ眉唾だろうと稔は思った。だが、好奇心はあった。

　大楠は大楠で、事務所に出入りしている高校生の存在を面白がり、稔が自分に性的な好奇心があると知るや、「一度だけだよ」と言ってその好奇心を満たしてくれた。

　大楠は、なんというか……当時の稔にとっては、すごかった。

　ドＭでインポ、と自分をそう称した大楠は、たしかに勃起はしなかったが、稔の若い性欲を充分に満たしてくれた。

　一度だけ、という約束を守り、稔はそれ以上大楠に対しては節度を守ってきたので、あのときの二人の交わりは秘密裏に終わっていたのだが……ここにきてそれが灰島にばれてしまった。

　灰島の目がじっとりと、（おまえの節操のなさにはあきれたわ）と語りかけてくる。大楠の背後にいる真藤の目も、なんだか怖い。

　はは、と乾いた笑いをもらした稔を、大楠が目を細めて見た。

「オレも手伝ってあげよう。もちろん、個人的に、となるけど」

「いや、龍成さん、それは……」

　断りの言葉を口にしようとした稔の声を遮って、大楠は「レイプは個人的に大嫌いなんだ。こんな生業なりわいをしているけどね」と続けた。

　稔と灰島は黙って頭を下げた。

　ひとりで動くつもりだった稔にとって、助勢はありがたかった。どんな手を使ってでも復讐を遂げようと思っていたが、ひとりで動くのと数人で動くのとでは格段に違う。

「ありがとうございます。灰島さんも、おおきに」

　稔の礼の言葉に唇だけで笑って、大楠は背後の男を振り仰いだ。

「鉄次を置いていく。これは楠木会ではなくオレ個人のものだから、組で動いたことにはならない。好きに使ってくれていいよ。オレへの報告は、鉄次から随時入る。駅前のホテルに一週間ほど滞在する予定だから、何かあれば声をかけてくれればいいよ。場所が必要なら、提供もできる。それでいいな、鉄次」

「はい」

　大楠の決定に、真藤が返事をした。

　海棠を犬だ犬だと思っていた稔だったが、真藤に比べればまだ海棠の方が人間に近い。真藤こそまさに犬だった。大楠に忠実な、ドーベルマンである。

　優雅な身のこなしでコートを羽織った大楠は、ひらりと手を振ると、真藤を残して事務所を出て行った。

「さて、ほな作戦会議といこか」

　稔は髪をかきあげて、味方の二人の顔を見た。

　灰島や大楠と話をしたことで、頭がいいぐあいに冷えている。

　しなければならないことは、二つ、あった。

　五人の男への制裁と、唯人の映像の回収である。

　映像は一度流出してしまえば、すべてを消すことが困難になる。

　時間との勝負だった。







　稔の元に映像が送り付けられてきた翌日。

　ダーツ・バーでは、数人の男がたむろしていた。

　稔はそれに背を向ける形でバーカウンターのスツール椅子に腰を下ろし、舐めるようにギムレットを飲んでいた。

　ぎゃははは、と大きな笑い声が背後で上がる。かなり盛り上がっているようだ。

　金髪の男が、「見ろよこれ」と己のスマホの画面を仲間に見せて回っていた。

「うわ、めっちゃ可愛いけどめっちゃ貧乳」

「アホ、男やでこれ」

「まじで？　顔だけなら全然イケるわ俺」

「いや〜、なんぼ可愛くても男やろ？　無理無理」

「や、俺もそう思てたんやけどな、こいつ、ホンマにええ具合でな。いや〜、あんなん知ったらもう俺女じゃ満足できひんわ」

　金髪の言葉に、わっと場が湧いた。

　稔はギリ、と唇を噛んだ。金髪は、金城の子飼いの沖村という男だ。沖村がバーにいるという情報が入ったため、稔も駆け付けた。

　蜂須賀、金城、屋仲の三人も、それぞれ関西に戻って来ているようだった。長身の男だけ、所在は不明である。

　カウンターの上で小さくスマホが震えた。ハッカー仲間に、長身の男の写真を渡して何者なのか探ってもらっていたのだ。その結果が届く。

　男の名は、荘野しょうの。元刑事、となっている。……刑事？　稔は首を傾げた。なぜ元刑事の男が蜂須賀たちと行動をともにしたのか。

　荘野は駅や空港の監視カメラにも映っていないようで、どこにいるかまではまだ掴めていないとのことだった。まずいな、と稔は思う。

　スマホを掴むと、稔は一旦カウンターを離れた。入口の側のテーブルに陣取っている真藤に、チラと目配せを送り、店の奥のトイレへと歩いた。ダーツの前で騒いでいる男たちは、誰も稔を気にしていない。

　稔は男たちと充分に距離をとると、電話をかけた。相手は海棠司だ。

　ワンコールで海棠が出た。

「なにがあったんですか」

　なにかが起こっているという、断定の口調だった。稔は小首を傾げ、「どうしたんや」と尋ねた。

「こっちのセリフですよ。今日の夕方、亨さんが上水流かみずる先輩の家に行ってから連絡がとれません。何回かけてもつながらない。あなたが俺に電話なんかかけてくるのも珍しい。上水流かみずる先輩に、なにかあるんですか？」

　敏い男だな、と稔は内心で舌を巻く。海棠は、見た目は穏やかなコリー犬のようだが、稔に負けず劣らず食わせ者だという印象があった。

「ちょっとしたゴタゴタや。悪いな、そっちまで迷惑かけて」

「……どうしたんですか。水主川かこがわ先輩に素直に謝られると、気持ち悪いです」

「……おまえなぁ。まぁええ。唯人は雛瀬が見てくれとんのやな。ほな安心や。おまえも少し、身の回り気ぃつけてくれ。変な奴が唯人や雛瀬の周りうろついとったら、俺に連絡くれ」

「……わかりましたけど、詳しい説明はなしですか？」

「落ち着いたら話す」

「……了解です」

　海棠の返事を聞いてから、稔は電話を切った。

　万が一、荘野がまだ唯人の側に潜んでいたとしても、これで少しは安心だろうと思えた。雛瀬の名前を出しておけば、あの忠犬は必要以上にマンションの周囲をガードしてくれることだろう。

　カウンターに戻ると、男たちがそろそろ解散しようとしていた。時刻は深夜一時を少し回っていた。

　酔っぱらった男たちが、くだらない話に肩を叩き合って爆笑しながら会計を済ませ、店を出た。

　稔も立ち上がり、後を追う。稔の後ろからは真藤も来ていた。

　沖村の金髪は夜道でも良い目印になった。仲間と別れ、男がひとりになったところで、稔は沖村に追いつくと、背後から肩を叩いた。

「あ？」

　酔って、とろんとした目を、沖村は無防備にこちらに向けてきた。そして、稔の顔を確認すると、あっ、と声を上げた。

　稔は左手で作ったこぶしで、沖村の顎を思いきり殴った。うめき声をあげて、沖村が倒れた。無言で傍まで来た真藤が、その腕を掴み、無理やり立ち上がらせる。そしてそのまま沖村を引きずるようにして、人気のない公園まで連れて行った。

　深夜の公園は静まり返っていたが、近所の人間のジョギングコースになっているためか、街灯は明るく、こんな時間であるのに犬を散歩させる人影が二人ほど見えた。

　酔っぱらいを介抱するような動きで、真藤は舗装された道を外れ、乱立する木々の奥、林のようになっている場所まで沖村を引きずってゆく。

　夜露に濡れてしんと冷えた落ち葉の上に、沖村は乱暴に転がされた。

「な、お、おまえ、稔っ」

　沖村はこの場に稔が居ることにひどく驚いていた。稔は眉を寄せて地面に転がっている男を見た。

「な、なんで、まだ関西こっちに居おるねんっ。あの、お嬢ちゃんのとこ、戻ったんちゃうんかっ」

　顎を抑えながら、沖村がわめく。「なんのことや」と稔は低い声で尋ねた。

「しょ、荘野さんが。おまえは、映像見たら飛んで帰るやろから、そんときの、おまえの顔見て、笑わろたる、って」

　稔は膝を折って屈むと、沖村の金髪を頭の上で鷲掴みにして顔を寄せた。

「なぁ、沖村。なんで俺がおまえらへの報復を優先するとは、思わんかったんや？」

　唇を釣り上げて笑った稔を、ひっ、と声を詰まらせて恐怖を滲ませた目で沖村は見ていた。

「おまえも、もう、二十歳超えとるんやし、無謀な報復は、せぇへんやろ、って」

「それも、『荘野さん』が言うたんか？」

　稔の問いに、コクコクと沖村が首を縦に振った。沖村は稔と同い年だ。「少年Ａですまんのは、おまえも同じやろ」と稔は続けたが、司法の手にこの男を渡す気はさらさらなかった。

　この男たちがしたことが、警察に明るみになったとして、傷つくのは唯人本人だ。警察や弁護士、裁判官の前で、凌辱されたときのことを事細かに暴かれ、話さなければならない。

　そんなことはさせられなかった。

　たとえば稔がこの復讐の後で逮捕されたとしても、唯人のことはそれこそ一言も漏らすつもりはない。弁護士にそれを話すことで、量刑が軽くなるとしても、だ。

　稔は尻のポケットからサバイバルナイフを取り出した。折り畳み式のそれを開き、刃をむき出しにする。

「ちょ、ちょっと待てよ、稔」

　沖村が半笑いのような表情を浮かべた。

「映像のマスターは誰が持ってるんや？」

　静かな声音で、稔は尋ねた。引きつった沖村の頬に、ピタピタとナイフを当てた。

「金城か？　蜂須賀か？　どっちや？」

「きっ、金城さんが、裏ポルノで売る言うて、持っとるっ！　なぁ、まさか、本気やないやろ。俺刺したかて、おまえも捕まるだけやでっ」

　必死の形相で沖村が言うのに、稔は唇だけで笑ってみせた。

「うちの唯人が世話になったみたいやしな。丁重にお礼せなあかん思うとったんや」

　稔がナイフを握る手に力を込めたところで、

「水主川かこがわさん」

　と冷静な声が邪魔をした。真藤が稔を見下ろしていた。

　沖村は、真藤が稔を止めてくれたと思い、ホッと肩の力を抜いた。しかし続く言葉に体を凍りつかせる。

「無駄な刺し傷は作らないでください。もみ合っているうちに、誤って自分を刺したという設定です」

「……わかっとる。くそっ、ホンマは、切り刻んでやりたいぐらいや」

　舌打ちをして、稔は沖村の右上腕を思いきり殴った。うめき声をあげて、沖村が地面をのたうつ。右腕を抑えようとした沖村の手を稔が捕え、「握れ」とサバイバルナイフを握らせた。稔ではなく、己自身に刃が向くようにしてナイフを持たせ、上から稔の手で固定をする。

　沖村が渾身のちからで抵抗した。ナイフを握っている手が、ぶるぶると震える。ちから対ちからになったが、沖村に圧し掛かる体勢をとっている稔が、圧倒的に有利であった。

「う、うそやろ、やめてくれ……」

　沖村の懇願には耳を貸さず、稔は、ナイフを持たせた彼の手に、全体重を乗せた。

　ずぶり、とナイフが沖村の腹部に沈んでゆく。

　ぎゃあ、と叫ぼうとした沖村の口に、真藤がハンカチを突っ込んだ。

　稔は、ひとを刺した、という感触を、他人事のように感じた。後悔は、ない。

　楠木会の若頭、大楠が協力を申し出てくれて、彼が去ったあと、灰島と真藤と三人で話を詰めた。

　復讐を実行するのは飽くまで稔で、あとの二人はサポートだ。

　これ以上唯人を傷つけないため、唯人の事件は公にはしない。

　けれどそうなると、復讐を遂げた後の稔の処遇が問題になる。上手く事が進んで、五人ともを処理できたとして、稔に待っているのは死刑だろう。

　しかし灰島はそうはさせたくないと言って譲らなかった。

　真藤が訥々とした話し方で、折衷案を口にした。余談だが、真藤が長文を話すのを、このとき稔は初めて耳にした。

　強引ではあるが、五人の男を相手にするとき、弁護しうる状況を作ること。検事が信じる、信じないはこの際置いておいて、弁護士が、稔の正当防衛などを証明できれば、量刑は軽くなるはずだった。殺意についても同様である。殺すために刺した、のではなく、『殺すつもりはなかった』と殺意が否認できるだけで、量刑に差はつく。

　そういった真藤の話を聞き、ほかに代替え案も浮かばず、稔はそれを採用した。稔とて、みすみす死刑にはなりたくない。

　まずはひとり目、と稔は蒼白な顔で唇を震わせている沖村を見下ろして思う。

「酔っぱらったこの男が突然あなたに絡みだし、ナイフを取り出した。もみあっている内にこの男がバランスを崩して自分で自分を刺してしまった。ナイフにあなたの指紋がついているのは、もみあっているときにナイフの奪い合いになったから。あなたに殺意はなかった。そうですね？」

　真藤が平坦な口調で設定を確認してきた。稔は軽く頷き、沖村の口に突っ込まれていたハンカチを取り除いた。

「お、おまえ、こんな、ことして、ただで、すむと……」

「授業料は、唯人が先払いしとるはずや。ナイフは抜かへん。行けるなら自分で病院に駆け込んだらええ。朝までここに居ったら、完全に凍死やな。ほんまはもっと苦しめてから殺したいところや。懺悔しながら死にさらせ」

　稔がそう吐き捨てると、沖村がくそっ、くそっ、と弱弱しい声音で言った。呼吸が弱くなってきている。稔のナイフが、臓器を傷つけているのかもしれない。

　稔はうっそりと笑うと、沖村の上着のポケットを探り、スマホを取り上げた。真藤が稔に小ぶりの金づちを手渡すのを、ヒッと怯えた声を上げて沖村が見た。鈍器で殴られるとでも思ったのだろうか。

　稔は金づちを振りかぶり、沖村のスマホに叩きつけた。ここには唯人の映像が残っている。

　叩き壊したスマホは、側溝の隙間に捨てた。金づちはすぐに真藤に返す。彼は無造作にそれをポケットに収めた。

「ほなまた、地獄でな」

　一瞥を、横たわる男に投げ、真藤を連れて稔はその場を離れた。

　あと、四人。

　頭の中では、あとの四人をどう殺すかを想像していた。

　金城が唯人の映像を売るつもりなら、今すぐにでも殺しに行かなければならなかった。

　事務所に戻ったら、金城の居場所の特定を優先的に行うことを決める。

　お疲れ様でした、と真藤が背後から稔に言葉をかけてきた。

「まだや」

　と稔は答えた。

　あと、四人。

　稔はまだ、ひとりを始末したに過ぎなかった。







　事態が動いたのは二日後だった。

　蜂須賀、金城、屋仲の三名が逮捕されたのだ。

　は？　と稔は思った。

　真藤がいつもの冷静な表情で、「若からです」と言って電話を差し出してきたのが発端だった。

　真藤に若と呼ばれるのは大楠ひとりだ。

　大楠は気だるげな声で、三人の逮捕を稔に告げた。

　覚せい剤売買と、児童ポルノで今日中には逮捕になるという話だった。

「なんで、急に……」

　釈然としない稔に対し、大楠は電話口でなんでもないことのように言った。

「蜂須賀と金城は、与縄組がつぶれたあとは、羽根田組に拾われてたみたいだよ。その羽根田から破門状が回ったって」

　やくざにとって破門状はすなわち身の破滅を意味する。組の名前を楯にいろいろと悪行を働いてきたが、破門状が出回った以上、もう守ってくれるものはないということだ。

「破門状なんて、なんでそんなもんが……」

「そこは色々あるんだろうね。やくざなんて所詮、損得でしか動かないから。どこからか圧力がかかったんだろうね。でも俺は、あいつらが嫌いだったからちょうど良かったよ。特に金城。あいつのちんぽ、ほんとに最悪だから」

　大楠のその口ぶりで、彼が動いてくれたのだと稔は悟った。余計なことを、という気が、正直した。しかしそのままを大楠に言うわけにはいかない。

「……大楠さん」

　迷いながら口を開いた稔を、大楠の平坦な声が遮った。

「おまえの言いたいことはわかるつもりだけど、殺す人数が減ったことを、素直に喜んだらどうだい？　刑務所なんか、長く入るところじゃないよ」

　大楠の言うとおりだった。

　しかし釈然としない。

「唯人の……映像は」

「警察が来る前に回収したよ。おまえには渡せないけど、出回らせることもしない。そこは、俺を信用してもらうしかないけどね」

　大楠の言葉に、稔は唇を引き結んだ。

　唯人の映像は、一先ず大楠の手に渡った。これで安心なのだろうか。わからない。一度寝たというだけで、大楠の人となりをそれほど知っているわけではないからだ。

　信用という言葉を大楠は使った。軽々しく、そういうことを言う男ではないとは、思っているが。


チラ、と真藤の顔に目を走らせたが、大楠の忠犬は完璧なポーカーフェイスで、何を考えているのかは読み取れなかった。



「……わかりました。ありがとうございました」

　稔が低い声で礼を言うと、ふふ、と電話口で大楠が笑った。

「人を殺しても、おまえは変わらないね。そういう人間は貴重だ。本当なら、俺の組にスカウトしたいぐらいだけれどね」

「ありがとうございます。でも俺は、カタギでやっていきますから。これが済んだら自首して、ちゃんと罪を償ってから、あいつの傍に戻ります」

　稔がそう言うと、「おまえがそんな甘いことを言うなんてね」と少し呆れた口調が返ってきた。

　真藤に代われと言われて、電話を真藤に返した。

　稔はパソコンに向かい、大楠が言ったことが真実かどうかを確認した。

　なるほど、破門状は本当に出されたようで、それと同時に警察が動いている。

　破門状は、大楠の仕業かもしれないが、警察の動きはどういうわけだろうか。もう少し探ってみると、警察へは蜂須賀、金城、ついでに金城の腰巾着の屋仲及び沖村の、児童ポルノ関与や、覚せい剤の売買、その他の余罪についてなどのタレコミがあったようだった。

　このタイミングで、誰がこのようなことをしたのだろうか。稔と同じく、唯人の事件を知り、その報復に動いている人物が居るということだろうか。

　稔は裏を探ったが、今の段階では何もわからなかった。上水流かみずるの家の者かとも考えたが、特に動きがあったようにも思えない。そもそも、上水流かみずるでは唯人は厄介者で、それ以上の存在ではないようだったので、上水流かみずるが動いたという線はないように思えた。

　しかし、これであとひとり。

　残すは元刑事の荘野だけだ。

　こいつだけは、横取りされてはならない。稔は眼差しを険しくしてパソコンを睨んだ。

　稔の手で。

　必ず殺す。







　　＊＊＊




　薄暗い部屋だった。

　寂れたアパートの一室だ。日当たりが悪く、昼間でも陽光は入らない。部屋の中はしんと冷えていた。

　稔は椅子に座り、煙草を唇に挟むと、それにライターで火をつけた。

　紫煙をくゆらせながら、室内へと目を走らせる。殺風景な部屋だった。ひとり用のテーブルと椅子、それから小さな和箪笥とベッド。キッチンは使われた形跡がなかった。物は散らかっていない。散らかるほどの物がないのだ。

　不意に、ガチャと鍵が差し込まれる音がした。稔は上体だけ捻って、玄関の方を見る。

　玄関のドアが、薄く開けられた。鍵が開いていることを訝しんだのか、ひどくゆっくりとした開きかただった。

　長身の男が、その隙間から姿を表わす。稔が座っているのを見ると、少しだけ目を見開き、それから笑った。

「土足は、厳禁やで？」

　男……荘野の言葉に稔は唇だけで笑みを作ると、床に火のついた煙草を捨て、革靴の足で踏みつぶした。

「なんでここがわかった……って、おまえには愚問か。『魔人』やもんね」

　荘野は肩を竦めて、長身を屈めるようにして玄関を潜った。土足厳禁と言った男の足は、靴を履いたままであった。

「ずいぶんと舐めた真似してくれたな」

　低い声で言った稔を、「まるでやくざの口ぶりや」と荘野が笑った。

「今回のことは、おまえが絵を描いたんやろ」

　稔がそう言うと、荘野は眉を軽く上げて、座ったままの稔を見下ろした。

「俺の計画通りに行ったなら、与縄組の連中はおまえに殺されて、おまえも死刑になったはずなんやけどね。一気に片が付いて、万々歳……ってわけにはいかへんかったか……」

「そんなに俺が憎いか。荘野」

「はは。陳腐な台詞や」

　稔の言葉に声をあげて荘野は笑った。それから、柔和な目元をきっと釣り上げて稔を睨みつけた。

「憎いかと言われれば、憎いわ。おまえのせいで俺は、警察にも、裏社会にも居場所がなくなったからな」

　荘野の言葉に、今度は稔が笑った。

「刑事のくせにやくざに情報売っとったおまえの、自業自得やろ」

　荘野啓一は、組織犯罪対策部所属の刑事であったが、地元やくざとはずぶずぶの関係であった。

　荘野は警察の内部情報をやくざに売り、またはやくざに便宜を図って小さな犯罪などをもみ消していた。覚せい剤売買もそのひとつだ。

　稔が当時、与縄組を探った時、懇意にしている警察関係者などもすべて洗い出し、情報を操って取引現場などを警察にリークしたり、誤った情報を与縄組に流したりした。

　荘野はそれの巻き添えとなったのだった。

　与縄組では、まだ稔の関与を把握しておらず、取引現場に警察が踏み込むなどして大口の取引が中止になるなど、混乱を極めていた。そこで最初に疑われたのが荘野である。

　荘野は情報漏洩の関与を否定したが、与縄組は信じなかった。組は報復として、やくざの男に金を貰っている写真や、与縄組との取引の一部始終が納められたボイスレコーダーなどを警察に匿名で送り付けた。


荘野は警察組織を馘首になり、その数日後に通り魔を装った組の男に木刀で殴られた。踏んだり蹴ったりとはこのことだった。



　一度やくざを裏切ったという疑いのかかった荘野を、どこの組事務所も拾ってはくれなかった。もちろん、警察に戻れるわけもない。

　荘野は与縄組を壊滅に陥れた『魔人』の存在を知り、密かに復讐を企てていたのだ。

　荘野は根気強く、その機会を待った。関西を離れた稔を追いかけ、弱みを探った。そして荘野は稔の大切にしている唯人の存在に気付く。

　稔の弱点を見つけたと確信した荘野は、自分と同じく『魔人』に恨みを抱く、元与縄組の連中に近付き、今回の計画を実行したのだった。

　荘野にとっては、居場所を失うことになった原因を作った稔も、自分を切り捨てた与縄組も、どちらも同じくらい憎い相手であった。どちらが死んでも損はない。むしろ、どちらも死んでほしかった。

　稔はポケットから煙草を取り出し、新しく火をつけた。ひと息吸って、唇から煙を吐き出す。

「おまえまだ二十五ぐらいやろ。真っ当に働いて更生しようとは思わんかったんか」

　老成した大人のような口調で、稔が問うた。荘野が唇を引きつらせるように歪め、笑った。

「おまえを殺すことしか、考えてなかったわ」

　荘野の答えに、稔は煙草のフィルターを噛んで目を細めた。

「奇遇やな。俺もや。いまは、おまえを殺すことで頭がいっぱいや」

　荘野がジリ……と足底をこするようにして一歩間合いを詰める。稔は座ったままそれを見た。煙草を指先でトンと動かし、灰を床に落とした。

「おまえの隠し財産な」

　稔の言葉に荘野がギョッとした表情をした。

　稔はことさらゆっくりと煙草をふかし、荘野の反応を楽しんだ。

「そこの、ベッドのマットレスの中に入ってた金や。清和組が持ってったで。ついでに、覚せい剤冷たいモンは楠木会の若頭が貰ってくってよ。今回の報酬や」

　荘野がぎらついた目で稔を見た。両手のこぶしが、怒りからか体の横でブルブルと震えていた。

「楠木会やと？　なんで、楠木会が動いてるんやっ」

「若頭とは知らん仲やないからな。たまたま協力してくれたんや。捨てる神あれば拾う神ありって言うやろ。おまえは、捨てられてばっかりやけどな」

「貴様っ！」

　稔の挑発に、激高して荘野が殴りかかってきた。瞬時に椅子から立ち上がった稔は、最初の一発を躱すと、荘野の右頬をこぶしで殴った。もんどりうって、荘野がテーブルに突っ込んで倒れた。

「おまえ、あの金で高飛びしよ思てたんやろ。残念やったな。海外なんかに逃がすかいな」

　稔は笑いながら荘野の襟首を掴み、引き起こすと同時にもう一発殴った。唇の端が切れて、血が流れた。

「唯人をずいぶんと可愛がってくれた礼や」

　唯人の名前を出した、荘野が笑い出した。

「ははっ。映像、見たんやろ。どうやった？　そこらのＡＶより抜けたやろ？　お漏らしして泣く唯人くん、最高にエロかったやろ？」

　稔が咥えたままだった煙草を指に挟み、男の口の中を狙って火を押し付けた。荘野が顔を背けたせいで、火は右頬を少し焼いて消えた。

　眉のあたりに苦悶の色を浮かべたが、それでも荘野は笑いながら続ける。

「あの子の孔、すごかったで。おまえが躾けただけあるわ。潮吹きは教えてなかったんかな。泣きながら潮吹いて、可愛かったで」

　男の言葉の途中で、稔はまた殴りつけた。

「言いたいことは、それだけか？」

　冷ややかに尋ねた稔へと、荘野は勝ち誇ったように笑った。

「おまえの大事なお嬢ちゃんは、俺らが充分可愛がったった。もう、おまえだけでは満足できない体になってるで。今後、おまえがどんな顔であのお嬢ちゃんを抱くんか、見てやりたいぐらいやわ」

　稔は荘野の高笑いを聞きながら、ポケットを探りナイフを取り出した。

　出来るだけ痛みを味わわせてから殺してやろうと思った。

「口開けろ。その汚い舌を切り落としたる」

　稔の静かな声音に、荘野は体をこわばらせた。稔は男にのしかかり、ナイフをその口元へと突き立てようとちからを込めた。

　と、その時、突然玄関の扉が開いた。

「そこまでです。それを収めてください」

　唐突に、第三者の冷静な声が割って入る。稔は目を眇め、玄関へと視線をやった。

　見知らぬ男が立っていた。三十代だろうか。背はそれほど高くはない。コートの下にはきっちりとスーツを着ており、パッと見は、眼鏡の地味なサラリーマンのようだった。

「……誰や」

　低い声で、稔が尋ねた。

「伊地知の名代です。佐橋といいます」

「……？」

　知らんな、と続けようとして、稔がふと口を噤んだ。……伊地知？

「水主川かこがわ稔さんですね。私たちより先に荘野を見つけるとは、驚きました。その男は、私どもが預かります。引き渡しをお願いいたします」

　淡々とした、一本調子の声だった。

　稔はふとあることに思い至り、それを男に尋ねた。

「おまえらか。蜂須賀たちを、逮捕させたんは」

　稔の問いに、「はい」とやはり抑揚のない返事が返った。

「余計なこと、しやがって」

「必要なことだったと、思っています。あなたを、守るためにも」

「……なんやと？」

「沖村を殺したのはあなたでしょう。あの男たちも殺してしまえば、あなたの逮捕は免れない」

「阿呆。最初から逃げる気はないわ。全員殺したら、自首するつもりやった」

「あなたがそう考えていると、伊地知もわかっていました。あなたの服役期間を、できるだけ短いものにしたい。それが伊地知の思いです」

「……見ず知らずのヤツに、気にしてもらうことやない」

　稔が訝しげな表情で、佐橋を見ながらそう言った。

　ほんの少し、荘野から気がそれた、その一瞬の隙をついて、荘野が驚くほどの力で稔を跳ねのけて起き上がった。ぐらりと後ろに倒れた稔は、後頭部をテーブルにしたたかに打ちつけた。

　荘野は敏捷な動きで走り出し、玄関を塞ぐ形で立っていた佐橋を突き飛ばして、部屋の外へと逃亡した。

　何の役にも立たなかった佐橋に舌打ちをして、稔は痛む後頭部をこらえて立ち上がり、荘野を追おうとした。すると、

「大丈夫ですよ」

　と佐橋が稔の腕を掴んで止めた。「は？」と佐橋を見下ろすと、彼はずれた眼鏡を指先でなおし、抑揚のない口調でもう一度「大丈夫ですよ」と言った。

　稔は男の顔を間近で睨みつけた。

「なにが大丈夫やねん」

「国内に、荘野の居場所はもうありません。伊地知が手を回しました。裏社会に関連のある人間には、荘野の顔写真は出回っています。誰に見つかっても、死んだ方がましという目に遭わされるでしょう」

　機械のようなその声音に、稔はまじまじと男の顔を見つめた。よく見ると、地味な顔立ちながらも目元のほくろに色気があり、整った容貌をしていた。

「あんた、なんなんや」

「伊地知の名代です」

「それはさっき聞いた。伊地知がなんでこの件に絡んどるんや」

　稔の台詞に、佐橋が、おや？　というような顔をした。

「伊地知の名を、ご存知でしたか」

「警察にもやくざにも顔が利く伊地知いうたら、伊地知和壽やろ。昔なんかで名前を見た覚えがあるわ。アメリカに居おったんちゃうんか」

「最近帰国しました。伊地知については、私から話すよりも、本人から話を聞いていただくほうが良いかと思います。よろしければ、一緒にどうぞ」

　表情筋が死んでいるのではないかと思うほど無表情に、佐橋はそう言うと、稔の返事を待たずにアパートを出て行った。

　稔はひとつ吐息すると、男の背中を追った。

　荘野を取り逃がしたのは痛かったが、佐橋の言葉を信じるならば、荘野も無事ではいられないだろう。

　稔は気持ちを切り替え、伊地知に会うことを決める。

　唯人が暴行を受けてから、五日が経過していた。
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　伊地知和壽。

　そう検索しても、ネット上ではヒットしない。

　知名度もなく、彼の名前を知っている一般人はほとんどいないだろう。

　彼は、アメリカの金融会社『one　word』の裏のトップだ。『one　word』を牛耳っているのが日本人だということを知る人間は限られている。

　表舞台に伊地知の名が挙がることはないが、その分、裏の世界では知る人ぞ知る、という存在だった。曰く、ギャングやマフィアなどともつながりが深い、政府官僚も伊地知には頭が上がらない、伊地知を味方につければ選挙票も動かせる、などなど。

　噂には尾ひれが付き物なので、どこまで本当かはわからないが、ともかく彼はアメリカ本国においてはかなりの重要人物ということになる。すなわち、日本でも同様、ということだ。

　その、限られた者しか知らない伊地知の名を、なぜ稔が知るに至ったのかというと、中学生の頃のハッキングゲームである。

　国内のシステムには早々に飽きた稔は、アメリカのホワイトハウスやペンタゴンにまで『魔人』の手を伸ばしていた。遊び半分であったので、危険を察知すれば早々に逃げた。もちろん証拠を残すような真似はしていない。本格的にマークされる前に、ハッキング自体をやめたので、稔の存在は向こうには知られていないと思う。

　そんな遊びの中、アメリカの銀行などのシステムにもちょっかいをかけたことがあった。その時に、伊地知の名を知ったのだ。

　実際に見た伊地知和壽は、稔の想像よりは遥かに若かった。四十代、いや、五十代だろうか。髪には少しだけ白い物が混じっていたが、皮膚には張りがあり、ノーブルに整った容姿はいかにも富裕者然としていた。

　伊地知はなぜか、楠木会若頭、大楠龍成の宿泊しているホテルの部屋に居た。稔はそのスイートルームの応接室のような部屋に入れられ、目を丸くして大楠を見た。


ソファでゆったりとくつろぐ大楠の背後には、当然のように真藤が控えていた。



「なんで、龍成さんが……」

　大楠がきれいな笑みを浮かべて稔へと視線をやった。

「羽根田組に破門状を書かせたあとぐらいかな。伊地知さんからコンタクトがあってね。おまえと追ってる相手は一緒だったから、情報交換をしてたんだよ。おまえが荘野の居場所を見つけたことは、鉄次から連絡を受けてる。俺はそれを伊地知さんに流したってわけ」

「大楠くんには世話になったね。まさか我々よりも先に水主川かこがわくんが荘野の居場所を突き止めるとは思わなかった。きみは優秀だね」

　伊地知が立ち上がって稔へと右手を差し出してきた。

　稔はその手を握ることはせず、眉を寄せて男を見た。

「あんたは、なんなんや。なんで荘野らを追っとった」

　稔がそう問うと、伊地知は上品な笑みを口元に浮かべた。

「きみと、同じ理由だよ。あの男たちは、唯人くんを傷つけた」

「唯人？　あんたと唯人に、なんの関係があるんや」

　詰問するような稔の言葉に、今度は返事はなかった。伊地知はただ目を細めて、稔の顔を見ていた。

　稔はふと、ある可能性に思い至る。

　それを口に出す前に、伊地知が穏やかな声で語った。

「あの日、唯人くんが昼間に家を出てから、深夜を過ぎるまで帰って来なかった。それ以来マンションにこもりきりで姿を見せない。月曜日に友人の……雛瀬くんだったかな、彼が唯人くんに会いにきたようだったけど、その彼も買い物に出る以外は外に出てこない。これはなにかあったかな、と思っていた矢先、君たちの後輩のあの背の高い子が、マンションの周囲を警戒し始めた。僕は、唯人くんになにかが起こったことを確信し、調べたらあの男たちに行きついた、というわけだ」

「なんや、あんた、唯人のストーカーかいな」

　稔がそう言うと、背後から背を小突かれた。ちらと振り向くと、佐橋が能面のような顔はそのままに、眼鏡の奥の目を怒らせていた。

「失礼ですよ」

　小さく叱咤する声を聞かせた佐橋へと、伊地知が鷹揚な仕草で手を振る。

「そう思われても、仕方ないよ。でも僕は、唯人くんに危害を加えるつもりはない」

「ストーカーはみんなそう言うんや」

「はは。違いない。でも誓って、僕は唯人くんに疚しい気持ちを持っているわけではないんだ」

　ではどんな気持ちなら持っているというのだろうか。

　尋ねようとした稔をてのひらで制して、伊地知は稔に座るよう促してきた。稔は男と向かい合う格好でソファに腰を下ろした。伊地知の隣には大楠が座っている。伊地知と大楠、それぞれの背後に、佐橋と真藤が控えた。

「そう言えばそっちのひと」

　稔は伊地知の斜め後ろに視線を飛ばし、佐橋を指した。

「荘野に突き飛ばされただけでなんの役にも立たへんかったで。荒事に向いてへん奴をあんな場所に送り込みなや」

　伊地知が佐橋を振り向いて、大げさに眉を寄せた。

「……京治くん。だから僕が行くと言ったのに」

「あなたに危ないことはさせられません。私の仕事です」

　佐橋は伊地知相手でも少しも表情を動かすことなく、そっけない口調で答えた。それに伊地知が苦笑してみせる。

「きみは僕に、少しも甘えてはくれないね」

　どこか切なそうな声で、男がそう言った。そして気持ちを切り替えるように稔へと視線を戻し、「さて」と口を開く。

「これからのことを、話そうか。水主川かこがわくん、きみの身の振り方だけれど、もしきみが望むなら、沖村の件はもみ消すことができる」

　何でもないことにそう告げる伊地知に、稔は唇の端で笑ってみせた。

「いらん世話や。唯人に合わす顔がなくなる」

　稔の答えに、伊地知はひとつ、頷いた。

「そう言うと思っていたよ。では、腕の良い弁護士をこちらで手配しよう。それと、今回の件は唯人くんにはなにも伝えないということでいいのかな？」

「全部、唯人の知らんところで終わらせる。それで償いになるとは思わんけどな」

「わかったよ。それなら、報道にも規制をかけよう。きみの名前は、新聞やニュースには流れない。それでいいね？」

　男の申し出は、ありがたかった。すべてが終わって自首をすると決めていた稔が、一番気がかりだったことが正にそれだった。

　水主川かこがわ、という珍しい苗字を持つが故に、新聞などに名前が出てしまうと、稔が逮捕されたことが唯人に気付かれる恐れがある。唯人の報復のために稔が捕まる羽目になった、という負い目を、唯人に持ってほしくはなかった。むしろ、虫のいい話だが、事件のことはすべて忘れていてほしかった。

　沖村殺害の報道をどう抑えるか、灰島と相談し、灰島が出来る範囲で動いてくれることになっていたのだが……この伊地知和壽は、容易にそれを行えると言う。それほどのコネと権力があるのだと、改めて感じた。

「よろしくお願いします」

　稔は座ったまま両膝に手を置き、深く頭を下げた。

「やめてくれ。唯人くんを守るために動いてくれたきみに、こっちこそ頭を下げたい気分だ」

　伊地知に頭を上げるよう言われ、稔はゆっくりと体を起こすと、正面に座る男の顔を改めて見た。

　鼻筋の通った、男らしく整った顔。目元に少し皺がある以外は、年齢を感じさせるものはあまりない。

「伊地知さんって、いくつなんですか？」

　唐突な稔の質問に、伊地知が少し目をまるくして、それから考える素振りをした。

「えーと、何歳になったかな。確か、五十二歳じゃなかったかな。歳をとると、自分の年齢を忘れていけないね」

　五十二歳。唯人が十七歳だから……唯人が生まれたとき、この男は三十四・五歳だ。

　可能性は充分にあるな、と稔は思った。

　男の顔に、唯人と似ている部分はあまり見つけられなかったけれど、育ちの良さそうな雰囲気や気品は共通するものが、あると言えばあるようにも感じる。

　唯人は上水流かみずるの血を継いでいない。母親の浮気相手の子どもだ。その相手が……伊地知ではないのか。

　彼が唯人の父親であるならば、それが唯人のために動く理由になる。

「伊地知さん」

　稔は男の目を見ながら、尋ねた。

「唯人の母親がいまどうしてるか、知ってますか？」

　稔の問いに、伊地知が小さな、苦笑のような表情を浮かべた。

　「知ってるよ」と彼は、穏やかな声で答えた。








伊地知と会った翌日、稔は彼の手配した弁護士たちと打ち合わせを行った。



　自首をするのは、明日、ということに決まった。

　その日の夜は、灰島と酒を飲んで過ごした。唯人の映像が送られてきて以降、久しぶりに静かな夜だった。

　不意に、テーブルに置いてあったスマホが震えた。

　見れば海棠からで、稔は灰島に断って席を立つと、自分の部屋へ行ってから電話をとった。

「ようやく亨さんと連絡がとれました。明日、上水流かみずる先輩のマンションに行くことになりましたよ。亨さんの話では、だいぶ具合が悪いみたいですけど」

　前置きもなしで、海棠が話し始める。

　簡単な相槌だけ打っていた稔は、海棠の、

「沖村ってチンピラが殺されたみたいですけど」

　という言葉にギョッとした。沖村の死は、ニュースなどで簡単に報じられていたので、海棠が知っていてもおかしくはないが、なぜその名がいまピンポイントで出てきたのかが、わからなかった。

「……なんのことや」

　稔の返事に、海棠が電話口で小さく笑う。

「先輩、昔、あばらを折って病院にかかりましたよね。その病院、うちの系列ですよ」

　海棠に言われて初めて、稔はあの時灰島に連れていかれた病院が、海棠の家が経営する病院の一つであることを知った。

「……おまえンとこ、関西にまで手ぇ広げてんのかいな。お坊ちゃんやったんやな、自分」

「俺なんか、そこそこですよ。先輩が病院に来たあの時、俺、ちょうどあそこに居たんですよ。分家のやってる病院なんですけどね。うちの跡取りは兄に決まっているのに、それでも俺を担ごうとして、強引に呼ばれたんです。一応、義理だけ果たしとこうと思って、立ち寄ってたところに、あなたがボコボコの姿で現われて……」

「はっ。ずいぶんカッコ悪いとこ見られとったんやな」

　稔は思わず苦笑した。

　あの頃のことは、稔の黒歴史だ。稔のせいで灰島の妻は死に、稔はその敵を討ち切れずにボロボロにされ、そして今回、そのとばっちりが唯人に行った。調子に乗っていた去年の自分をぶっ殺してやりたいと、稔は苦く思う。

「カルチャーショックでしたよ。俺なんかほら、箱入りですから」

「おまえみたいに腹黒い箱入りなんか居らんやろ」

「はは。でも、やくざなんかとは無縁でしたから、さすが関西だな〜と妙に感心しちゃって。で、ちょっと調べてみたんですよね。その時に、与縄組の名前があって。それで今回、沖村のニュースを見たときに、久しぶりに与縄組の名前を聞いて、あなたを思い出しました」

「へぇ。随分と読みのいいことで」

「上水流かみずる先輩は、あなたと与縄組のいざこざに巻き込まれたんですか？」

　確信を突く台詞を、海棠が言った。

　稔は敏すぎる後輩へとため息を送った。

「……もう全部済んだ。心配せんでもええ」

「……沖村を殺したの、あなたですよね」

「なんや、探偵気取りか」

「上水流かみずる先輩にはなにも告げない気ですか？　隠れて守るなんて、今さら流行りませんよ」

「阿呆。流行り廃りでやってるんちゃうわ。おまえも、唯人にはなにも言うなよ。雛瀬にもや。誰にもしゃべるな。ええな？」

　低い声で脅すように言うと、海棠からは沈黙が返ってきた。

「わかったか？」

　そう念を押した稔へと、「……はい」とようやく海棠が頷いた。

「俺は明日自首する。しばらく唯人のこと頼んだぞ」

　稔はそう言うと、返事を聞かずに電話を切った。先ほどからキャッチホンが入っていたのだ。誰かと思って出てみれば、

「稔？」

　と雛瀬の声が聞こえた。

　稔は、ついに来たか、と思った。いつか、かかってくるとは思っていた。海棠との電話より、気の重い相手だ。

「なんや、雛瀬か。なんか用か？」

「……あのさ、ちょっと色々あって。明日にでも唯人に会いに来てくれないか？」

　雛瀬に乞われ、稔は「あ〜、悪い。明日はアカンわ」と、敢えて軽い調子で答えた。雛瀬にはなにひとつ気付かれるわけにはいけない。唯人が襲われることになった原因も。いま、稔が唯人の隣に居られないその理由にも。

　そんな稔の事情を知らない雛瀬が、

「じゃあ明後日でも、なんならいまからでも良いし！」

　と食い下がってくるのに、稔は努めて軽薄な声音で答える。

「あのな、いま俺、実家に帰ってきとんねん。すぐには戻られへんわ」

　雛瀬が息を飲んだ。それから、怒りに少し声を震わせた。

「唯人、ちょっと大変なことになってんだよ。オレだけじゃダメなんだ。頼む。ちょっとでいいから会いに来てくれ」

　雛瀬の必死な顔が、目に浮かぶようだった。

　けれど稔は諾と言えない。

「おまえが居おるならいいやん」

　その言葉を、稔は、声がかすれないように気を付けて放った。

「稔。唯人と喧嘩でもしてるのか？　なんか揉めてるなら、今だけ水に流してほしい。頼むから、できるだけ早く唯人に会いに来てくれよ」

「や、喧嘩なんてしてへんけど。でも、行かれへん。しばらくは会われん」

「なんで……じゃあせめて、電話だけでも！」

「雛瀬。二度も言わすな。しばらくは会われへんし、電話もアカン。唯人はおまえに任せた」

　話しながら、稔の顔は苦悶に歪んだ。

　唯人はおまえに任せた。その言葉を、稔は祈るような思いで口にした。

　稔だって、唯人に会いたい。会って、土下座して、許されるならば抱きしめて、慰めてやりたかった。

　可愛くて、可愛そうで、寂しがりの唯人。

　これから何年も会えないなんて、耐えられない。

　けれど稔は罰せられるべきだ。人を殺したことを、ではない。唯人を傷つけたことを、罰せられるべきだった。

「ほなな」

　短く、稔はそう言って通話を切った。

　震える息を吐きだして、稔は沈黙したスマホの黒い画面を見続けた。







　翌日、夕方にすべての準備を整え、灰島とともに警察に出頭しようとした稔は、海棠からの電話に阻まれた。

「おまえ、もうあんま俺に電話してくんなや」

　開口一番に後輩へと苦情を言った稔の耳に、

「上水流かみずる先輩が失踪しました」

　と少しの焦りを滲ませた海棠の声が聞こえてきた。

　は？　と稔は思う。

　おまえなにしとってん。雛瀬もなにしとるんや。

　カッとなって怒鳴りかけた稔は、それをすんでのところで飲み込む。

　自分が唯人の隣に居られない以上、彼らを責めるのはお門違いだった。

「……いつや？」

「俺が、亨さんと買い物に出た隙に、マンションを出ています。まだ二時間も経ってないと思いますが。今、亨さんと、周辺を捜索中です」

「……わかった。見つかったら連絡くれ」

「わかりました」

　稔は後輩との通話を終え、灰島に「緊急事態や」と告げると、伊地知和壽に電話をかけ、唯人が失踪した旨を告げた。

　伊地知とはすぐに、大楠のホテルの部屋で会うことが決まった。唯人の失踪にまた与縄組が絡んでいるとすれば、大楠が居た方が都合が良いだろうとの、伊地知の判断だった。

　稔がホテルに着いたときには、伊地知はもう佐橋を伴って到着しており、佐橋はパソコンに向かっていた。稔が来たことに気付くと、佐橋はなにも言わずにパソコンの前の席を稔に譲った。

　稔はまず与縄組の残党を、大楠や伊地知と協力して洗い出した。

　丸二日かけて調べた結果、元与縄組の連中はシロだった。逮捕された蜂須賀たちはまだ拘留中であったし、その他の組員が唯人に接触したという情報は見つけられなかった。与縄組の上部組織、羽根田組の人間も調べたため、時間がかかったが、今回の失踪に関わりはなさそうだった。

　荘野の居所は掴めていなかったが、派手な動きをすればすぐに裏社会の人間に見つかり、伊地知の耳に入るはずで、さすがにそこまで考えなしではないだろうと、伊地知と稔は共通の見解を出した。

　与縄組関連の洗い出しが徒労に終わると、次は道路や駅などの監視カメラの映像に入り込み、唯人の行方を調べた。失踪の原因や、どこに向かったのかがまったくわからない以上、雲をつかむような話だった。

　寝る間を惜しんで、根気強く稔たちは唯人を探した。乗った電車が判明し、路線の駅をしらみつぶしに探し、降りた駅も見つけたが、そこからまた見失った。

　唯人はマンションの近くのＡＴＭで金を下ろしてからは、銀行やコンビニのＡＴＭを使っておらず、買い物などでカードを使った形跡もなかった。

　駅の周囲のホテルも、唯人の名前でチェックインしている者は居ない。どこに泊まって、誰と居るのか、稔も伊地知もやきもきとした思いを隠し切れず、唯人を探し続けた。

　伊地知は仕事のためか、途中で一旦席を外していたが、一日も経たない内にまたホテルに戻ってきて、捜索を手伝った。

　唯人が失踪してから一週間が経過した頃、ネット上にある動画が出回り始めた。

　それは、唯人が不特定多数の男とセックスをしている映像だった。

　愕然と、稔はそれを見た。伊地知も同じ表情をしていた。

　なぜだ。

　稔は唇を噛んだ。力を入れすぎて唇が切れたが、気にならなかった。

　稔は映像の大元を探った。

　ロシア系マフィアが麻薬売買に使っている、子飼いの連中だった。やくざでもなんでもない、ただのチンピラだ。けれど、マフィアがバックに付いているためか、地元ではやりたい放題やっているようだった。

　そのチンピラたち主催の、クラブでの乱交パーティーの動画が、無修正で裏サイトに流れている。

　唯人は男たちに集られ、その白い肌を晒し、明らかにまともではない目つきで、泣きながら腰を振っていた。首には首輪がはめられている。

「伊地知さん」

「……なんだい」

「唯人を任せていいですか？」

「君はどうする」

「アップされてる動画を、消して回ります。いたちごっこになるけど、このままにはしてられんでしょ。個人の携帯で撮ったやつは……どうにもならんかもしれんけど。介入できるやつがあれば、消しますわ」

　稔は話しながら、親指の腹で唇の血を拭った。

　伊地知が二度、三度と頷き、立ち上がった。

「場所が特定できたら、クラブのオーナーと話をつけてくる。客の携帯などの映像も、オーナーに動いてもらうようにするよ」

　伊地知がいたわるように、稔の肩を叩いた。

　稔はそれに小さく頭を下げ、

「一通り済んだら、予定通り出頭します。色々ありがとうございました」

　と礼を言った。

　伊地知は少し言葉を探すような沈黙を挟んで、子どもにするように、稔の頭をポンポンと撫でた。

「唯人くんの傍に、きみが居て良かった」

「……嫌味ですか？」

　稔は胡乱な表情で男を見た。

　稔が唯人に関わりさえしなければ、唯人は与縄組の連中にレイプされずに済んだし、こんな、晒し者のような動画をアップされることもなかっただろう。

　言外にそれを告げた稔へと、「まさか」と真顔で伊地知が否定した。

「あの子が、ひとに愛される子で嬉しいと、思ったんだよ。唯人くんを愛してくれて、ありがとう」

　男は穏やかな声で、そう稔に言った。

　稔は少しだけ、唇を震わせた。

　唯人への愛を、否定されなかったことが嬉しかった。

　愛してる、と唯人へ伝えたことはないけれど。

　誰よりも、愛してる。

　稔はもう一度伊地知へ頭を下げると、唯人への感傷を振り切るようにして、パソコンへと視線を戻した。

　せわしなくキーボードを叩き、唯人の動画を消してゆく。

　いま、稔にできる愛し方は、これだけだった。

　服役が明けたら。

　自分はまた、唯人の前に立てるだろうか。

　唯人はまた、笑ってくれるだろうか。

　ヘーゼルナッツ色の瞳を細めて。

　きれいで、けれど少しだけ寂しい色の笑みを浮かべて。

　稔、と。

　名前を呼んで、くれるだろうか……。
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　深夜のバーである。

　バーカウンターの片隅で、二人の男がひっそりと酒を飲んでいた。

　二人ともに長身で、黒髪の男の方はどこか危険な空気を纏い、隣に座る男は横顔からも温和な印象で、つまりどちらもタイプは違うが見目は大層良かった。なので、女性客は二人の背に熱い視線を送っていたが、男たちはそれどころではなかった。

「あー、やってもた……」

　水主川かこがわ稔が、がっくりと肩を落とし、カウンターに肘を付いた両手で、頭を抱えた。

　それを海棠司が、横目で見て、冷ややかな視線を送る。

「やってもた、じゃないですよ。こっちはいい迷惑です」

　司は立腹していた。

　なにが腹立たしいと言って、稔がうっかり誤爆して唯人に手を出し、そのことで精神的に不安定になった唯人が、あろうことが司とデート中の亨を呼び出したのだ。誰が悪いかというと、もちろん稔である。

「大体、ケジメつけるまで我慢するんじゃなかったんですか？」

　つんけんとした声を出した司を見て、稔が苦笑いをした。

　稔は亨のことを、目つきが悪い、と評することがあるが、司に言わせれば稔の方が鋭い目つきをしている。悪い男、というものを具現化するとこうなるだろうな、という、善良なにおいのあまりしない美形だ。

　その稔が、今は眉を寄せて情けない表情をしていた。

「いや、だってやで、目の前であんな頼りない表情されたら、そら慰めたくなるやろ」

「先輩の慰めは体も込みですか。不潔ですね」

　司が稔のボヤキをばっさりと切り捨てた。

　ぐ、と稔が言葉を詰まらせる。

　一体稔がなにを嘆いているかというと、今日の夜、唯人がひとりで出勤すると知った稔が、唯人を迎えにいき、彼の色香に迷ってうっかりとキスをして、キスだけでは止まらずに途中までではあったがイタシてしまったというのだ。

「ちゃうねん。俺も色々考えとってん。あんな衝動的にするつもりちゃうかってん。ちゃんとケジメつけてからやな、雰囲気作って、キスからやり直すつもりやってん。でもなー、唯人がなー。あんな目で見られたら、そら勃つやろ普通。あー可愛い。マジ天使」

　ぶつぶつと、反省なのか惚気なのかよくわからないことを稔が呟きだしたので、司は隣の男をほったらかしてカクテルのおかわりをバーテンダーに注文した。

「ソルティドッグを」

「かしこまりました」

　バーテンダーが軽く頭を下げて、空のグラスを引いてゆく。

「あ、俺はおんなじの」

　稔がついでのようにグイ、とひと息でグラスの中身を干してから言った。稔はギムレットを飲んでいる。互いに酒には強く、ほとんど酔うことはなかった。

「それで、先輩の言うケジメは、いつつくんですか？」

　司の問いに、稔は視線を上げて天井を仰いだ。目つきが、一瞬で鋭くなっている。

「夏に、金城が出所した。四月には蜂須賀の刑期が明ける。いまのところ、元与縄組の連中に動きはない。あとは荘野や。あいつだけ、所在どころか生死も掴めてへん」

「その荘野何某なにがしについては、七年前、オーナーが動いてひとまず安心ってことになってませんでしたか？」

「そのオーナーの耳になにも入ってけぇへんってことは、どこかで生き延びとる可能性が高い。あの逆恨み野郎のことやから、あっさりは諦めてへんやろ」

「そういうものですかね」

　司が吐息すると、マジマジと稔が司の顔を見てきた。

「……なんですか？」

「いや、俺もなんでお坊ちゃんにこんなこと話しよんのかなって、いまさら不思議に思ったわ。おまえが首突っ込んだんか、俺が巻き込んだんか……」

「両方ですよ、多分。俺はまぁ、亨さんに害がなければそれでいいんですけどね」

「おまえのその、雛瀬至上主義は、ほとんど病気やな」

「マジ天使とか言ってるひとに言われたくないです」

　二人は一瞬にらみ合い、それからフッと視線を緩ませると同時に口元で笑った。

　アルコールで唇を湿らせ、稔が煙草を咥える。ホストなんて職業をしているからか、司がサッと火を差し出してきた。背後で女性客の小さな歓声が上がる。少しでもそちらを見たら絶対に逆ナンパに遭うので、稔も司も素知らぬふりで無視を貫いた。

「でも真面目な話、もういいんじゃないですか？」

　改まった口調で、司が稔に話しかける。

　稔がうまそうに煙草をくゆらせながら、司を見た。

「七年前のことは、きちんと仇かたきを討ったし、あなたは刑務所にまで入った。もう、堂々と上水流かみずる先輩の隣に居てもいいと思いますけどね」

「きちんとカタがついたわけやない。そうもいかんやろ」

　稔の返事に、変なところで潔癖なひとだな、と司は思った。

　司なら、一瞬でも亨と離れていたくない。それに唯人は、稔以外の男と体の関係を持っているのだ。よく耐えられるな、と半ば呆れる気持ちもあった。

「でも早く上水流かみずる先輩を落ち着かせてあげないと……」

「なんや」

「亨さんにベッタリすぎて……俺にまで影響が」

　司の嘆きに、稔も深く同意する。

「あいつらホンマに……。あれはホンマにキス止まりやと思うか？　俺の居なかった間に、肉体関係持ったとかないやろな？」

「最後までは、やってないと思いますけど……。亨さんは、その辺は上水流かみずる先輩よりは信用できると……」

「ホンマか？　ホンマにそう思うか？　雛瀬が唯人に本気で迫られて、ホンマに抱かへんって言いきれるか？　っつかおまえや、おまえ。おまえ、高校の頃、唯人と寝てへんやろな？」

「……先輩、酔ってます？」

「阿呆。これぐらいで酔うかいな。おまえ、唯人の気持ち知っとったんやろ」

「まぁ、何度か誘惑はされましたけど。俺、亨さん以外に勃たないんで」

　すっぱりと言いきられ、稔は毒気を抜かれた顔で司を見た。

　なんて清々しく一途な男だ。中学・高校と誘われれば誰とでもやっていた、乱行三昧だった自分が恥ずかしくなる。これか。この一途さに唯人は惹かれたのか。

「で、でもおまえも、雛瀬と会う前は入れ食い状態やったんやろ」

「まぁ、それは否定しませんけど。でも、亨さんに告白してからは、亨さんひとりですよ。あなたはあれですよね。上水流かみずる先輩と付き合いだした当初は、他の女のひとも抱いてましたよね」

「ちゃうちゃう。あれは唯人の気を引くために女と一緒にいるとこ見せただけで、やってへんって」

　稔は否定したが、司は疑わしい眼差しを投げかけてきた。

　本当のことを言っているのに疑われるとは……。司の「亨さん一筋」という言葉は、信ぴょう性があるというのに、日頃の行いの差がこういうところに出てくる。

「でも上水流かみずる先輩、ほんとに不安定ですよ。頼りなさげなところがまた、庇護欲をそそるというか……。亨さんなんかもう甘やかしモード満開ですし」

「うっかり手ぇ出すなよ」

「先輩じゃあるまいし、出しませんよ」

　この後輩は、昔から言葉に容赦がない。先輩を敬う気持ちが決定的に欠けていると、稔は思う。

「ああでも以前にタクシーで送っていったとき、久しぶりに誘われましたね」

「はぁ？」

「キスしてキスしてって、色気がすごくて、タクシーの運転手さんが気の毒でしたよ。あれは絶対あの後上水流かみずる先輩をおかずにして抜いてますね」

「したんか？」

「はい？」

「キス、したんか？」

「断りきれなくて、頬にだけ」

「クッソ」

　稔が煙草を灰皿に押しつぶして悪態をついた。なにをいまさら、と司は思う。キスぐらい、亨と唯人はいつもしている。唇同士が触れない限り、日常茶飯事のことだと、司はもう割り切ることにしていた。

　司がそう言うと、

「雛瀬とおまえは違うやろ。雛瀬は良くてもおまえはアカン。くそ。俺も雛瀬にキスしたろか」

　まったくその気はなかったが、勢い余って言った稔に、司が爽やかな笑みを見せて、

「殺しますよ？」

　とにこやかに言った。

　どこのやくざだ、と稔は内心で突っ込んだ。

「とにかく、早く上水流かみずる先輩を落ち着かせてくださいよ。俺と亨さんの恋人時間を確保するためにも」

「俺かてな、唯人といちゃいちゃしたいんやホンマは。あー、唯人不足や。うっかりちょっと手ぇ出してもうたからなー。これから我慢できるか自信ないわー」

「だからもういっそ全部話して、まだ危険があるかもしれないけど一緒に居たいって口説いたらいいじゃないですか」

「阿呆。唯人の知らんところで全部終わらせるって決めたんや。男が一度決めたこと簡単に覆せるかいな」

「……カッコいいですね、先輩」

「おう。最後までカッコつけるで」

「でも手を出しちゃいましたけどね。鋼の意思でなによりです」

「……おまえ、俺をバカにしてるやろ？」

「まさか」

　司が、眦まなじりを下げて犬のような顔で笑った。

　稔がむっつりと唇を曲げ、また新しい煙草を取り出した。司が火をつけようとすると、鬱陶し気に手で払われ、自分のライターで火をつけている。

　紫煙がゆらゆらと立ち上るのを、稔が目を細めて見ていた。

　その横顔を、司はひっそりと眺める。格好の良い男だと言ったのは、本心だった。

　こうやって軽口を叩いている時は弱みを見せるかのように振る舞うが、それはただの見せかけなのだと、知っていた。司や、亨や、……唯人には見せない顔が、稔の本当の顔なのだと思う。カタギの世界で生きると決めた彼は、けれどカタギの人間とは一線を引いているようなところがあった。

　唯人を守る。

　その一心で、あらゆる危険を排除しようとしている男は、同じ男の目から見ても、やはり格好良かった。いささか、不器用に過ぎる面もあるとは思うけれど。

　この男に、駆け引き抜きで、全力で愛されたら、唯人はどうなるのだろうか。その変化を、見てみたいとも思う。

　兎にも角にも、稔が唯人をさっさとモノにしてくれれば、自分たちにも安寧の時間が訪れるはずだ。

　せっかくのデートを、途中で中断させられることもなくなるだろう。……多分。

「とりあえず、その荘野何某なにがしとやらが見つかればいいんですよね。俺も協力しますよ」

「動くのは俺が動く。おまえはあんまり首を突っ込むな。今まで通り、唯人の周囲に気ぃつけてくれるだけでいい。あんまりひとりにさすな」

「了解しました」

「あと、雛瀬と唯人をあんまりいちゃいちゃさすなや」

「それに関してはなんとも……。あの二人、最近同じベッドで寝てるんですよ」

「……マジか。おまえも苦労するな」

「はは……。今日も帰るのが怖いです。こないだ三人で上水流かみずる先輩の部屋で飲んだ時なんか悲惨でしたよ。亨さん、酔っ払うとすぐに服脱ごうとするし、上水流かみずる先輩も面白がって悪ノリして、朝起きたら俺がソファで、ベッドでは亨さんと上水流かみずる先輩が裸で抱き合って寝てましたからね。朝からものすごいダメージを食らいましたよ」

「視覚の暴力がすごすぎるな……」

　稔と司は、そろってため息をつき、肩を落とした。

　稔が晴れて唯人と寄りを戻せたとして、あの幼馴染の仲を引き裂けるのだろうか。

　一気に自信のなくなった男二人は、その後も黙ってグラスを呷ったのだった……。
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　朝目を覚ますと、隣にヒナの顔があった。

　朝、と言っても、ぎりぎり午前という時間だ。ホストという仕事上、帰りは大体深夜の二時を回る。アフターが入っていれば、そのままホテルに泊まることもあったが、最近の唯人はヒナや海棠と一緒に真っ直ぐにマンションに戻ることが多かった。

　夜はヒナに抱きしめてもらって、一緒のベッドで眠ることが増えた。

　ヒナの腕の中は心地良い。

　昔から、なにかある度にヒナに抱きしめてもらい、慰めてもらっていた。絶対的な安心を与えてくれるヒナの手は、いまは海棠のものなのかもしれなかったが、唯人だってまだ手放せない。

　稔が七年ぶりに唯人の前に現れたときから唯人は、こころのバランスを保つのが難しくなっていた。

　先日、稔とキスをして、不埒な手で悪戯をされた。拒めなかった。気持ち良かった。キスは情熱的で、求められていると、思った。

　けれど唯人が、体に溜まった熱を吐き出した後、稔は冷めた目で唯人を見て、他の誰にでも向けるような笑みを浮かべていた。

　稔の暇つぶしの道具にされている。そう感じた。

　そう言えば、高校生で稔と寝た最初の頃にも、同じように感じたことを覚えている。

　成長しない自分に、嫌気がさした。

　稔と七年ぶりのキスをしたあの日、唯人は夢を見た。

　夢の中で唯人は、十七歳に戻っていた。

　男たちに体を奪われた、あの、狂乱の一夜。

　ヒナの元を離れ、伊地知和壽に拾われるまでの、性欲解消のための犬として扱われていた、日々。

　うなされて、目を覚ます度に唯人は、いま自分がどこにいるのか、何歳の自分なのかが分からず、混乱した。眠れば夢を見て、起きれば現実の実感もなく怯えた。

　ただでさえ不安定になっていた唯人だったが、先日、唯人の七年前を知るという男が現われたことで、余計にその不安定さが刺激された。

　唯人が徐々に眠れなくなっていることに、最初に気付いたのはヒナだった。

「おまえってさ」

　と、ヒナは、どうしようもないような表情で言って、笑った。眉を少し寄せていて、泣きだしそうな表情にも見えた。

「どうでもいいときはベッタベタに甘えてくるくせに、本当にしんどいときは、昔っから甘えてこないよな」

　唯人の髪を撫でながらヒナが言った言葉に、唯人は少しだけ泣きそうになった。

　ヒナはやさしい。

　そのやさしさや、正しさは、唯人が持っていないもので。

　唯人がヒナのようであればきっと、誰からも捨てられずにすんだのだろう。

　唯人はもぞりとヒナの腕の中で身じろぎ、眠っているヒナへと顔を寄せた。瞼に口づけを落とすと、「うー」と唸り声をあげて、ヒナの黒い目が開いた。

「……何時だ？」

　ヒナが目をこすりながら尋ねてくるのに、

「知らない」

　と唯人は答えて、ヒナの腕枕に頭を預けた。ヒナは空いている方の右腕を伸ばして、ベッドヘッドのスマホを手に取り、時間を確認する。

「まだ寝れるな。……眠れるよな？」

　スマホを元の場所に戻したヒナが、ひたいを合わせるようにして唯人の目をのぞき込む。唯人がきちんと眠れているかどうかを、推し量るようにじっと視線を合わせてきた。

「ん」

　唯人がこくりと頷くと、安堵したようにヒナが笑って、今度はヒナの唇が唯人の瞼に降りてきた。

「亨さ〜ん」

　不意に情けない声が、ヒナを挟んだ向こう側から聞こえる。

　僅かに頭を起こしてヒナ越しにそちらを見れば、海棠が情けない顔をしているのが見えた。

　そうだった、忘れていた。

　ここは、唯人のベッドではなく、ヒナの家のベッドだった。

　海棠が百九十に近い身長なこともあり、特注の、キングサイズのベッドがヒナたちの寝室の真ん中にドンと設置されている。そのベッドで、三人で川の字よろしく横になっていたのだった。

　いままでは、二人の愛の巣にお邪魔するのも気が引けて（唯人だって遠慮するときはするのだ）、ヒナと一緒に眠るときは唯人のベッドを使っていたのだが、それが頻繁になってきたため、海棠からついにクレームが出たのだ。

　曰く、ヒナの居ないベッドにひとりで寝るのは寂しい。

　曰く、ヒナと唯人が仲良く抱き合って寝ているのが視覚的によろしくない。半裸や全裸であった日にはなおさらである。

　曰く、亨さんの彼氏は俺だから、俺だって亨さんと一緒に寝る権利がありますよね！

　そんな海棠の嘆きを聞いたヒナは、困った表情で唯人と海棠を交互に見ていた。唯人もだいじだが、海棠もないがしろにできない。そんな顔をしていたので、

「じゃあお前も一緒に寝ればいいでしょ」

　と唯人は解決策を言ってあげた。

　ベッドも広いし問題ない、とヒナは頷いたのだが、海棠は複雑そうな表情で、ひきつったような笑いを浮かべていた。

「か、上水流かみずる先輩と一緒のベッドで寝たと知られたら、支障があるんですが……」

「意味わかんない。支障があるなら、言わないでおけば？」

　海棠が一体なんのことを言っているのか、唯人には理解しがたかったが、要は吹聴して回らなければ良い話である。

　そうアドバイスした唯人とヒナに、真剣な目を向けて、海棠が三人で寝る条件を出してきた。

　絶対に裸にならないこと。半裸も不可。

　そうか、と唯人は言われて理解した。

　海棠にしてみれば、恋人と同じベッドで眠るのだ。ヒナが裸だったらうっかり欲情してしまうかもしれない。唯人だって同じベッドでもしも海棠とヒナがいちゃつき始めたら、いい迷惑だ。

「ヒナ、海棠の言うことちゃんと聞きなよ」

　他人事のようにそう言った唯人に、

「上水流かみずる先輩もですよ！　絶対に、脱がないでくださいね！」

　と海棠の強い声が飛んだ。

　唯人が脱ぐことで海棠に支障があるとは思えないが（海棠は常々、ヒナしか目に入っていないし、唯人がどんな格好でいようと、それこそ全裸であっても、唯人に欲情したことはなかった）、裸にならないという条件だけでヒナと一緒に眠れるのなら、べつに反論するほどのことでもなかった。

　唯人とヒナは海棠の条件を飲むことを約束し、そして昨日は三人仲良くベッドに入ったわけなのだが、海棠としてはヒナが自分ではなく唯人に抱きついていたのが複雑だったようだ。

　情けない声を出した恋人に、

「なんだよ」

　とヒナが唯人を腕に抱き込んだままで首だけを巡らせる。

「上水流かみずる先輩にばっかり、ずるいですよ」

　海棠は眉を下げて、犬のような表情でヒナの背中にすり寄った。ヒナが少し笑って、

「しょうがないだろ。こいつが可愛いのが悪い」

　そう言って唯人の髪をワシワシと撫でた。唯人の柔らかな髪が、ヒナの手の中で波打った。

「俺だって可愛いでしょ」

「んー、おまえはデカいから、可愛くはないよな」

　カラリと笑ったヒナは、唯人を撫でた手で肩に圧し掛かってきた海棠の頭も撫でていた。

「おまえも、オレにキスしていいよ。ほら、ここ。ヒナがチューしたとこ」

　唯人が冗談交じりの口調で、目を閉じてヒナの唇が触れた瞼を指さした。

「いや、それは……」

　と海棠が少し肩を引くと同時に、

「司は、だめだ」

　とヒナがきっぱりとした声を出した。

「と、亨さん……」

　海棠がパァっと嬉しそうな笑みを浮かべ、声音に感動を滲ませたが、

「司に唯人はもったいない」

　と続いた言葉に、しおしおと耳と尻尾が垂れたのが唯人の目に見えた。

「そ、そっちですか。俺にも焼きもち焼いてくださいよ〜」

　嘆く海棠に、ヒナが明るい笑い声を響かせた。

「ははっ。あ〜、喋ってたら眠気がどっかいったな。もう起きるか」

　そう言って、ヒナが体を起こし、「トイレ行って来るわ」とベッドから抜け出した。

　ぽっかりと空いたヒナの分のスペースにすぐに冷気が忍び込んでくる。唯人が毛布をかき集めて抱き寄せるのを見て、海棠がエアコンの電源を入れてくれた。

　ひとひとりぶんの間を空けたまま、海棠と唯人はベッドで向かい合う形になった。

　海棠が柔和な目元をほころばせて、

「よく眠れましたか？」

　とやさしい声音で尋ねてきた。唯人がこくりと頷くと、海棠がにこりと笑った。

　育ちの良さそうな、正統派の俳優のような顔だな、と唯人は思った。ヒナにはいろいろな表情を見せるこの男は、ヒナが居ないとただの二枚目な顔だけを貼り付ける。

「ジンさんが、心配していましたよ」

　不意に、海棠がその名を言った。

　黙ったまま、唯人が海棠の顔を見ると、彼は少し苦笑して、

「亨さんの前じゃ、あんまりジンさんの名前を出せないですから」

　と言った。

　その口調の気安さに、海棠が稔と個人的な付き合いをしていることが伺えた。高校の頃も、二人で肩を並べて話している場面を見たことがある。意外と仲が良いのだろうか。

「オレの前でも、出さないで」

　唯人は、囁くようにそう言った。

　稔の名前は、聞きたくなかった。

　けれど海棠は、

「あなたは、いろいろと知らなければならないことがあると思いますけどね」

　と口調だけはやわらかく、唯人をそう弾劾した。

「……オレが、なにを知らないって？」

　唯人は犬のような海棠の目を、じっと真正面から見た。

「さて、なんでしょうね」

　海棠は小首を傾げ、小さく肩を竦めると起き上がった。

　唯人は男の背を目で追った。

　広く、頼り甲斐のある背中は、しかし唯人のためには振り向いてくれない。

「おーい、おまえら、飯食う？」

　キッチンから、ヒナの声が飛んできた。すぐに海棠が「いただきます」と返事をする。

　海棠はベッドの上に厚手のカーディガンを置くと、

「先輩も食べますよね。それ着てきてください。先輩のパジャマ、薄いですから」

　そう言って寝室を出て行った。

　唯人は唇を引き結ぶと、寝返りをうって目を閉じた。

　知らなければならないことってなんだ、と胸の中でつぶやく。

　唯人が、なにを見落としているというのだ。

　唯人は苦しげに吐息した。

　七年前の夢をよく見るせいか、あの頃のように陰鬱な気分になることが増えた。

　ドラッグの後遺症も、セックス依存以外はとっくになくなったというのに。

「おーい、唯人。早く来い。食べないなのはナシだからな」

　ヒナの声がまた飛んだ。

　唯人は渋々体を起こし、海棠の置いて行ったカーディガンに袖を通した。

　スリッパを履き、リビングに行くと、キッチンでは海棠とヒナが寄り添うようにして食事の準備をしていた。海棠がヒナになにか囁き、ヒナが明るく笑う。

　しあわせを切り取ったかのような光景に、自分がひどく、場違いなところに居る気がした。

　ヒナも海棠も、しっかりと自分の足で立ち、今という時間の中に居る。

　唯人だけが、七年前に取り残されているような気が、して。

　唯人は。

　ここに居てはいけないような思いに駆られた。

　……七年前のように。
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　最近、唯人の様子がおかしい。

　夜にあまり眠れていないようだ。

　基本的に唯人は、昔から精神面があまり強くなかった。

　その生い立ちゆえに、家族の愛情とは無縁に育ったからだろうか、唯人は自分の気持ちを吐き出すのがひどく下手くそで、なにかがあったとしても誰にも言わず、我慢に我慢を重ねた末に体の方が悲鳴をあげるのが常だった。心身症、というやつだろうか。

　唯人を見ていると、こころと体は密接に繋がっているのだと、亨はいつも思い知らされる。

　子どもの頃……八歳ぐらいのときだったろうか。唯人が変質者に襲われたことがある。

　唯人は小さな頃から本当にきれいな子どもで、上水流かみずるという利用価値のある名前を抜きにしても、誘拐やストーカーの被害に晒されることがままあった。

　その変質者に襲われた時は、公園のトイレに連れ込まれ、卑猥な悪戯をされたのだ。白昼堂々の出来事であった。

　他の子どもと遊びながら、けれど亨が唯人の姿がないことにすぐに気付き、遊びを中断して公園を探し回った。遊具の裏や、滑り台の陰など、あちこち見て回っていると、それを見た他の子どもたちもゲーム感覚で唯人を探し始めた。

　子どもたちが大きな声で唯人の名前を呼んでいたからだろうか、気付けば大人たちも公園に集まり、ちょっとした捜索隊ができていた。

　騒ぎになってきたため、マズいと思ったのだろう、変質者が公衆トイレから飛び出してきたところを目撃した主婦が、慌ててトイレを覗き込んだところ、半裸にされていた唯人が見つかった。

　主婦の目撃情報から、変質者はその後すぐに捕まったようだ。

　唯人は子どもの頃は『女の人』というものが苦手で、あまり構われると嘔吐するほどのストレスを感じるような性質たちだったので、その時も、服を整えてくれようとした主婦の手を逃れて、サッと亨の側へと駆け寄ってきた。

　亨の陰で、乱れた衣類を整えると、唯人はペコリと集った大人たちに無言で頭をさげ、その日はさっさと家に帰って行った。

　その日のことを、唯人は一度も亨に話さなかった。嫌だった、とも、気持ち悪かった、ともなにも言わずに、変質者に襲われたことにショックを受けた様子もなかった。

　あまりに平常通りに唯人が振舞うので、亨も、その日の話はしないようにした。

　けれどそれはただ、見た目だけの話だったのだ。

　事件の後数日が経過した頃、亨はふと、唯人が自分に触れてこないことに気付いた。手を握ってきたり、甘えるように抱きついてきたりしていた唯人が、亨と、ほんの少しだけ距離を置いていた。

　唯人と喧嘩をしたわけでもないし、触ってこないというだけでその他に変わりはなかったので、亨もあまり深くは捉えてはいなかった。

　けれど、上水流かみずるの屋敷の唯人の部屋で、二人でゲームをしていた時。

　亨が飲んでいたジュースのグラスをテーブルに倒し、グラスにひびが入った。それを唯人が、無造作に素手で掴もうとしたので、「あぶないって」と、亨は慌てて唯人の手首を握った。

　すると唯人が、火が付いたように激しく亨の手を振り払ったのだ。

　ポカンと、亨は口を開けて、過剰な反応をした唯人を見た。

　唯人は、自分の手と、亨の手を交互に見て、それから突然、息を詰まらせるようにして泣き出した。

　唯人は泣くときに声を出さない。声をあげて泣いたところで、可愛そうにと言って慰めてくれるひとが、この屋敷にはいないからだ。

　静かに泣く唯人に慌てて、亨が慰めようとその細い肩を撫でた。

　けれど唯人は「さわらないで」と泣きながら亨の手を拒む。

　亨は途方に暮れて、唯人を慰めたがる手を持て余したまま、唯人が泣き止むのを待った。

　しばらくして呼吸を落ち着かせた唯人が、亨の右手を見て、

「ヒナの手、汚れてない？」

　と言った。

　倒れたグラスは空だったし、汚れるようなことをしていなかったので手が汚れるわけもなく、亨は自分の手のきれいさをアピールするように、唯人に向かって広げてみせた。

「きれいだって、ほら」

　唯人の目の前でひらひらと手を振った亨へと、唯人が、

「……よかった」

　と心底ホッとしたようにそう言って、涙の滲んだ目で笑った。

　その時の顔を、亨は一生忘れないと思う。

　八歳とは思えないぐらい悲愴な色を、頬のあたりに漂わせて、それでも亨の手が汚れていないことを喜んだ唯人の顔を。

「……おまえ、どうした？」

　そう尋ねた亨へと、唯人はもごもごと口を動かして語るのを拒んだが、結局亨は強引に聞き出した。

　唯人は変質者に襲われたときに、体のあちこちを触られ、唇を奪われたのだと言う。

　幼い唇に、男の舌が這い回り、「やだ、きたない、やだ、やだ」と嫌がった唯人へと、これだけ舐め回されたら汚いのがうつっちゃったね、きみも汚いよ、汚いきみが触ったらお友達にもうつっちゃうよ、と耳を舐められながら何度も囁かれたと、拙つたない口調で唯人が語った。

「ぼく、きたないから、さわらないでね」

　唯人が一歩、亨から遠ざかってそう言うのを、亨は胸をかきむしりたくなるような衝動とともに見た。

　唯人には、亨しかいないのに。

　唯人には、亨しかいないのに。

　唯人には、亨しかいないのに。

　それでも亨に汚れをうつしたくないと言って、亨に触るまいとするそのいじらしさに。

　亨に甘えるのが好きなくせに、それを遠ざけようとする健気さに。

　亨は泣きそうになって、唯人が開けた距離をひと息に埋めて、唯人を抱きしめた。

　唯人が亨の腕の中で身じろぎ、やだ、とまた泣き出した。

「おまえはきたなくない」

　亨はコツンと唯人のひたいに自分のそれを合わせて、言った。唯人の目から、大粒の涙がこぼれた。

　合わせたひたいは、唯人の方が熱かった。熱があるのかもしれない。

　不安を、誰にも言わずにひとりで抱え込んでいた唯人。きっと、夜もあまり眠れなかっただろう。

　この家では、唯人の不調に誰も気づかない。

　唯人の側には、亨しかいないのだ。

「おまえはきたなくない」

　亨は繰り返したが、唯人は小さく首を横に振った。

「うそ。うつるって……」

「うつってもいい」

　きっぱりと、亨は言った。

　唯人の白い滑らかな頬を、涙のしずくが転がり落ちてゆく。

「ヒナに、きたないの、うつるの、いやだよ」

　切れ切れに唯人が訴えた。

　亨は笑って、

「じゃあ、きたなくなくなればいいじゃん」

　そう言って唯人の唇に、自分の唇をくっつけた。

　唯人が目を丸くして亨を見た。驚いて、涙も止まったようだった。

「おれ、ファーストキスだ。はじめてのキスを、ファーストキスっていうんだぜ」

　亨が笑いながらそう言うと、唯人もつられて笑っていた。

　傷つきやすくて、繊細な唯人。

　亨が気が付かなければ、たったひとりで不安や傷を抱えて、たったひとりで我慢していたのだろう。

　そうはさせたくなくて、亨はそれ以降、唯人の表情をよく観察するようになった。

　きれいな顔に不安の色を見つければ、吐き出させて慰めた。

　ひとりで抱え込まないよう、亨は何度も唯人に言葉を尽くしたが、三つ子の魂百までというのか、唯人は肝心な時には亨に甘えて来ず、ひとりで傷が癒えるのを待っているようだった。

　その唯人がここ最近、不眠なようである。

　先日も、司とのデートの途中で電話がかかってきて、「いますぐ帰ってきて」と言われた。ホイホイと帰る自分も自分だが、司は寛容な恋人で、「上水流かみずるさん相手じゃ勝てませんね」と苦笑をもらしていた。

　唯人は亨を呼び戻しておきながら、その原因については語らなかった。

　その日は二人で唯人のベッドで眠った。亨が隣に居れば、唯人はまだ眠れるようだった。

　過保護だと言われようが、亨は唯人の出すＳＯＳのサインにはすべて応えようと思っている。七年前のように突然失踪されるよりは、腕の中で甘やかす方が格段に良いに決まっていた。

　夏頃に稔が突然亨たちの前に現われ、その辺りから唯人は少しずつ不安定になってきていたが、ここ最近は特にひどい。

　二月、という時期もよくない。二月は七年前に唯人がレイプ被害に遭った時期だ。

　唯人の誕生日も、近いというのに……。

　そうだ、誕生日だ。

　唯人は二月二十九日の閏年生まれで、厳密には今年は閏年ではないので誕生日は巡ってこないのだが、月末には盛大に祝ってやろうと、亨は内心考えた。

　今度の休みで司と一緒に誕生日プレゼントを買いに行こうと、決める。

　あいつは何が欲しいんだろう。

　さりげなくリサーチをかけてみるか。

　そう思いながら、亨はスーツを着込み、出勤準備を整えた。

　今日は司はなにか用事があるとのことで、先に出勤をしている。

　亨は唯人の出勤時間（唯人の場合は、唯人が仕事に行こうと思った時間が、出勤時間になる）に合わせて、一緒に『emperor』まで行くことにしていた。

　マンションの部屋を出て、隣の部屋をノックすると、唯人が顔を出した。

　昨日は司と唯人と三人でひとつのベッドで寝て、今日の昼過ぎまで一緒に居たのだが、とりあえずいつもの癖で唯人の顔を観察する。ちゃんと眠ったからか、隈などはできていない。よし、とひとりで頷き、まだ着替え途中だった唯人を待って、二人でマンションを出た。

　二月の夜は肌寒い。エントランスを出たとたんに、吹き付けてきた北風に唯人が首をすくめている。

「マフラーぐらい巻いてこいよ」

　そう言って亨は、自分の巻いていたマフラーを外すと、唯人の首にぐるぐると巻きつけた。

「仲が良くてなによりやね」

　不意に、横から声をかけられた。

　見ると、長身の男が立っていた。誰だろう。亨の知り合いではない。

「おまえ、知り合いか？」

　そう言って隣に立つ唯人に視線をやると、唯人は、目を見開いて男を見ていた。整ったその横顔は青白く、尋常でないその反応に、亨は一歩前に出ると、自分の背中に唯人を隠した。

　亨の行動に、長身の男が笑った。

「唯人くんの客になりたいんやけど……店に行ってもいいかな？」

　男の関西弁に、亨は眉を寄せた。

　関西弁は、亨がどうしても許せない、あの男を彷彿とさせる。

「今日はユイは休みです。客になりたいなら、直接店にどうぞ」

　素っ気ない口調で亨はそう言って、背後の唯人を振り向いた。

「帰るぞ」

　短く、唯人へと言った亨の言葉に被って、

「唯人くん」

　と男が唯人を呼んだ。

　唯人がハッと男を見る。

　男がコートのポケットからスマホを取り出した。それを、意味ありげに数回振り、

「あの時の映像、ここにあるよ」

　と告げた。

　唯人は呆然とした表情で立ち尽くしていた。

「ちょっとだけ、話さへん？」

　男がニコリと笑って、唯人を誘う。

　亨は小さく舌打ちをして、唯人の肘を掴んだ。

「行くぞ」

　亨はそのままＵターンをしてマンションに戻るつもりだったが、唯人の足は動かなかった。

「……ヒナ」

　唯人が、小さな声で亨を呼んだ。唇から、白い吐息が漏れた。

「先に、行ってて」

　ほんの少し、微笑んで。

　唯人が肘を掴んでいた亨の手を、ほどいた。

　その笑い方に。

　亨は昔の、変質者に襲われた後の、「さわらないで」と言って泣いた幼い唯人を思い出す。

　亨が汚れるのが嫌だと言った、健気でいじらしい唯人。

　唯人には亨しかいないくせに、それでも遠ざけようとした唯人。

「大丈夫だから、先に行ってて」

　唯人は笑いながら、亨に背を向けようとした。

　亨はその肘を、もう一度強い力で掴んだ。

「行かないからな」

　きっぱりと、言い切って。

　亨は唯人の腕を引いた。

　泣きそうな顔で、唯人がこちらを振り向いた。

「……ヒナ」

　消え入りそうな声で、唯人が亨の名を呼んだ。

「行かないからな」

　もう一度、亨は言った。

　男が可笑しげに吹き出した。

「困るんは、唯人くんだと思うけど？」

　男の言葉に、唯人が小さく肩を揺らした。

　亨は真正面から背の高い男を睨みつけた。

「唯人はひとりでは行かせない。用事があるなら、店に来い」

　低い声で亨が吐き捨てると、男が「へぇ」と呟き、昏い笑みを見せた。

「唯人くんは、それでええんかな？」

　ぞわりとするような声音だった。

　声もなく、唯人は首を横に振った。

　亨の手を放そうともがく唯人を、亨はもう片方の腕で抱き込んだ。

　街灯の下。

　男が不気味に笑みを深くするのが見えた。
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　そういえば、と何気ない口調で海棠が言った。

　オーナーの伊地知和壽が所有するマンションの一室で、パソコンに向かっていたときのことである。

　稔と伊地知、伊地知の秘書の佐橋、それから海棠の四人は、荘野という男を探すべく顔を突き合わせていた。

　伊地知と佐橋はともかく、なぜこの場に海棠が居るのかというと、海棠の三歳下の弟が顔認証システムなどを開発しているエンジニアだからだった。

　海棠の弟は、小さい時分より引きこもりになっていたが、パチパチとキーボードを弾く音が隣室の海棠の耳によく届いており、役に立つかもしれないと海棠が仲介役を引き受けてくれたのだった。

　海棠から弟の話を聞いたとき、稔は、ははん、と閃いたことがあった。

「おまえ、雛瀬の進学先、その弟に調べさせたやろ」

　そう言って笑った稔の言葉は、的を射ていたようだ。

　海棠はあっさりとそれを認めた。

「どうしても、亨さんと同じ高校に行きたかったので」

　そう言った海棠に、稔がにやにやと人の悪い笑みを見せた。

「なんやおまえ。僕たちが出会ったのは運命ですぅー、みたいな顔して、バリバリ仕組んどるやないか」

「はは。でも先輩よりも、俺は恋人に信用されてますから。あの日保健室で出会ったのは運命ですね、って言ったら亨さん、めちゃくちゃ可愛い顔で照れてましたよ。ジンさんはあれでしょ、運命だなんて言ったら鼻で笑われるタイプでしょ」

　容赦のない後輩の言葉に、稔はぐっと詰まった。

　確かに。

　稔と唯人が出会ったのは、稔に言わせれば本当に運命的ではあったが、それを唯人に言ったとして、呆れた目で見られるのがオチだった。

「なにも仕組んでない時でも、裏がありそうな顔をしてますからね」

　二人の会話を聞いていた佐橋が、口を挟んで同意してきた。

　稔は恨めしげに佐橋に視線をやる。眼鏡の奥の、泣きぼくろに少し色気があるほかは、今日も彼は能面のような顔をしていた。

「手の内をぜんぶ見せないというのが、稔くんの良いところでもあると、僕なんかは思うけどね。秘密のある男の方が魅力的だ」

　穏やかな笑顔で、伊地知が稔をフォローしてくれる。

　伊地知という味方を得て、稔がふふんと勝ち誇った顔で海棠を見た。海棠は少し肩を竦めると、

「先輩の秘密はヘビーなんですよ。打ち明けられたら、俺なら引きますね。ドン引きですね」

　と言って、雛瀬には絶対に見せないような、冷たい顔で笑った。

「……血も涙もないとは、おまえみたいな奴のことを言うんやな。どうでもいいけどおまえ、そろそろ俺の呼び方統一せぇよ。唯人のことも、先輩言うたりユイさん言うたり、色々やな。聞いとるほうがこしょばなるわ」

「いえ、俺もなんだか慣れないんですよね。店では源氏名の方で呼んだ方がいいかな、と思うんですけど、プライベートでも混ざっちゃいますね。先輩的にはどちらがいいんですか？」

「俺はどっちゃでもええけどな、唯人のことは名前で呼ぶなよ。今まで通り、名字で呼んどけ」

「はは。意外と独占欲が強いですよね」

「他の奴らはそうでもないけどな、おまえが呼ぶと思たら気分悪いわ」

「ひどいな」

「日頃の行いや」

　話しながらも、稔はキーボードを猛烈な勢いで叩き、パソコン画面を操作していた。

　伊地知と佐橋も、顔を寄せ合うようにしてモニタを見ている。

「そういえば」

　画面を見ながら海棠が口を開いた。

「呼び方と言えば、上水流さんが亨さんのこと、ヒナって呼んでるじゃないですか？」

「おう」

「あれが可愛いなと思って、昔、俺も一回呼んでみたことがあるんですよ」

　海棠の言葉に興味を惹かれて、稔は視線を後輩に流した。

「ほんなら、どうやった？」

　稔が問いかけると、海棠が苦笑いを浮かべる。

「亨さんと上水流さんに、口をそろえて怒られました。二度と呼ぶな、って」

　予想は出来ていたオチだったので、喉の奥で稔は低く笑った。

「雛瀬くんと言えば」

　伊地知がハタと思い出したように瞬きをする。

「僕は、彼に謝らなければならないことがあるんだ」

「へぇ。オーナーが雛瀬に？　なんです？」

　純粋に疑問に思ってそう尋ねた稔の耳に、「あ」と佐橋の短い呟きが聞こえた。

　パソコン画面に集中を戻すと、監視カメラ映像の中にひとりの男が映っている。背の高い男だ。

「こいつや。最近、唯人のマンションの周囲にもよく映っとる」

　夜に撮ったものなので画質が悪く、あまりハッキリとは見えない男の顔を、稔は拡大し、クリアなものにしていった。

　短い髪をきれいにセットした、三十代の男の顔が徐々に明らかになってゆく。

　それを見ながら、稔と伊地知は眉を寄せた。

「……知らん顔やな、やっぱり」

　稔の言葉に、伊地知が頷く。

「けれど、背の高さや体型なんかは、荘野と同じに見えるけどね」

「やはり整形でしょうか？」

　佐橋が淡々とした一本調子の声音で言った。

　稔は男の顔と全身のショットを、メールで送った。相手は、海棠の弟だ。

　待つこと数分で、スカイプの着信があった。

　稔が画面を立ち上げると、モニタに海棠の弟が映った。二十一歳という年齢よりもやや幼い、つるりとした頬の青年だった。海棠がコリー犬なら、弟はチワワだろうか。くりっとした目を稔に向け、

「は、初めましてっ」

　と少し裏返った声で言った。

「海棠、美樹よしき、ですっ。あ、あのっ、『魔人』さんですよねっ！」

　不意に昔のネット上での二つ名で呼ばれ、稔は眉を上げた。

「まぁ、そう呼ばれとった時もあったけど……」

　曖昧に肯定した稔へと、美樹よしきはキラキラとした目をして、

「お会いできて光栄ですっ」

　と叫んだ。語尾にハートマークが散ってそうな勢いだった。

　海棠が胡乱げな視線を稔に向け、

「人の弟を誘惑しないでください」

　とクレームをつけてきた。「知らんがな」と応じて、稔は、

「で、どうやった？」

　と本題を促した。

　ハッと表情を改めた美樹よしきが、プリントアウトした二枚の写真をモニタの前に提示する。

　ひとりは、荘野。もうひとりが、先ほどの監視カメラに映っていた男だ。

「基本的に、整形をしても左右の黒目の距離や、目と唇の水平距離などは変わらないと言われています。そこの部分は完全に一致しました。顔の骨格は違いましたが、頬や顎などは削ることができますので、同一人物である可能性は高いと思います」

　美樹よしきの説明に、稔は軽く頷いた。

「あと、こっちの写真の人、調べたらチャン・ヒョンウという名前でしたよ。ちょっと特殊な工場で働いてるみたいです」

「仕事が早いな。優秀やないか」

　稔のほめ言葉に、えへへ、と美樹よしきが笑った。

「『魔人』さんに会えると思って、張り切っちゃいました」

「特殊な工場って、なんや」

「表向きは、韓国の電化製品などを扱っている工場なんですが、多分、日本企業のコピー製品を密造していると思います」

「なるほどなぁ……」

　稔はため息をついて、椅子の背に深く体を預けると、天井を仰いだ。

　しばらく目を閉じて考えをまとめると、視線を戻し、

「助かったわ。おおきに」

　と美樹よしきに礼を言った。

「あ、あのっ。今度いろいろお話聞かせてくださいねっ」

　美樹よしきは幼さの残る頬を紅潮させて、稔にぺこりと頭を下げる。稔はそれに気安く応じると、通話を終了させた。

　じっとりとした視線が背に突き刺さってくる。海棠だ。

「なんやねん」

　うるさげにそう問うと、

「いえ……弟にあまり変なこと教えないでくださいね」

　と釘を刺された。心外である。

「兄貴と違ちごて、純粋そうな弟やったな」

　唇の端でせせら笑い、稔は伊地知へと目を向けた。

「どうやら荘野は、あの後、高飛びしとったみたいですね」

「空港にも目を光らせてたつもりだったけど……小器用な男だね」

「違いない。どうやってか、韓国の戸籍も手に入れてますね。チャン・ヒョンウやったかな。小賢しい真似しよるわ」

　稔はポケットから煙草を取り出すと唇に咥えた。

　すかさず佐橋の手が伸びてきて、咥えたばかりのそれを取り上げられる。

「この部屋は禁煙です」

「……そうやったな」

　渋々稔は、煙草をまたポケットに戻した。

「荘野がこの時期に……金城らの出所でこっちがピリピリしてるときに合わせて接触してきたんは、わざとやろな。あいつが俺への復讐を諦めてへんってことや」

「こいつは一体なにがしたいんでしょうね」

　海棠のシンプルな疑問に、稔は唇を歪めて笑った。

「俺を苦しませたいんやろ」

「執念深い男ですね」

「まるで蛇やな。今度から蛇って呼んだろか」

　おどけた口調でそう言った稔は、伊地知を振り向き、真正面から彼の目を見た。

「こいつ殺さな、終わりませんよ」

　きっぱりとした稔の声に、伊地知が眉をひそめた。

　荘野のような男は、逮捕や服役などで一時的に動きを止めたところで、また同じことを繰り返す。稔への恨みはそれほどに深く、稔が死ぬか、荘野が死ぬかでしか、もはや解決方法はないように思えた。

　解決とはすなわち、唯人の身に危険がないことである。

　稔は七年前に沖村殺害で三年間、服役をしていた。殺人罪は五年以上の懲役刑だが、正当防衛が認められ、減刑された結果だった。

　出所した稔を出迎えたのは、佐橋と灰島だった。親代わりの灰島はともかく、なぜ佐橋が居たのかと言うと、稔の腕を買った伊地知が仕事を手伝ってほしいと言っていると、スカウトをしにきたのだ。

　稔は伊地知に拾われる形で彼の下で仕事をした。

　最初の仕事は、七年前の唯人の映像を消すことだった。あの地下クラブでの乱交パーティーの様子は、クラブオーナーの働きかけもあってほとんどネット上に出回ることはなかったのだが、それでも完全とは言えなかった。

　稔も出頭前に消せるだけ消していたが、一度出回ったものは、そう簡単にはなくならない。唯人のあのクスリを飲まされたボロボロの姿を、誰にも見られることのないよう、稔は地道に映像を消して回った。

　荘野の行方を探すことも、稔の仕事だった。

　稔は荘野の生死が判明するまで、唯人に会うつもりはなかった。

　荘野の出方がわからない以上、うかつなことはできなかったからだ。稔が唯人に近づくことで、また彼が危険にさらされることだけは、避けたかった。

　ストイックなまでの稔の決意を揺らがせたのは、伊地知であった。

　伊地知は、去年の夏に金城が出所したことを理由に、傍で唯人を守ってほしいと言い出したのだ。

　しかし、あの事件の元凶は他ならぬ稔自身である。のこのこと、唯人の傍になど行けるわけがなかった。

　けれど伊地知は、

「傍に居れば、彼になにかあったときに、すぐに守れるんじゃないかな。七年前きみは、荘野の策略にはまって唯人くんから離れてしまった。もしもまたなにかが起こったとき、傍に居れなかったと後悔するのは、きみなんじゃないのかい？」


と、稔に静かな口調で言った。



　伊地知の言葉に丸め込まれる形で……その実、唯人の傍に居れるという誘惑にあらがえずに、稔は実に七年ぶりに唯人に会うことができたのだが……。

　現実に荘野がこうして接触してくると、あの時の判断が正しかったのかと、自分に対する苛立ちが沸き起こってくる。

　金城たち、元与縄組の連中に動きはない。もう稔の件からは手を引いたと見て良いだろう。

　あとは荘野だ。こいつを殺せば七年前の事件が終わる。

　稔は鋭い目で、かつて見た顔とは別人となっている、今の荘野を見た。

　パン、と不意に大きな音がした。見ると、海棠がてのひらを打ち鳴らしていた。

「殺す殺さないの剣呑な話は後にして、そろそろ店に行きませんか？　俺、店で用事があるって言って先に出てきたんで、亨さんたちが着く前に店にいないとマズいですから」

　犬のような海棠の笑顔に少し毒気を抜かれ、稔は知らずに強張っていた体から力を抜いた。

　時計を見ると、十九時前だった。

「今日は十九時にマンションを出るって、言ってましたよ。上水流さんだけならともかく、亨さんが一緒なんで、時間は守るでしょ」

　海棠の言葉に稔は頷き、ふと思い立って唯人のマンションの監視カメラの映像をパソコン画面に映し出す。

　マンションの入り口、エントランス、マンション前の道路が六分割になって映った。

「……盗撮ですよ」

　海棠の言葉に、「阿呆」と稔は短く返した。

「見守りや、見守り」

　稔がそう言うと、伊地知が隣で苦笑した。

　画面の中に、ちらほらと住人が映る。しばらくすると、唯人と雛瀬の姿が見えた。時計を見ると、十九時二分。

「さすが雛瀬やな。唯人に時間守らすなんて……」

　時間にルーズな唯人の性分をよく知っている稔が雛瀬をほめると、なぜか海棠が誇らしげに胸を張った。

　唯人と雛瀬は寄り添うようにして歩き、マンション前の道路に出たところで立ち止まって、雛瀬が唯人の首に、自分のしていたマフラーを巻いてやっている。

「……あいつら、イチャイチャしやがって……」

　稔の悔しげな声に、「俺もあんなことしてもらったことないのに……」と海棠の悲しげな声が被った。

「よっしゃ、俺らも行こか。オーナーは今日はどうしますか？」

「僕も久しぶりに店に顔を出すよ」

「ほな車回しますわ」

　伊地知の予定を確認し、そう請け負った稔は、パソコンの電源を落とそうとした。

　その手を、佐橋が素早い動きで押さえてくる。

　何事かと佐橋を見た稔を、眼鏡の奥のまなざしだけで佐橋は画面へと注意を引き戻させた。

　六分割の画面の、一番右下にマンション前の歩道が映っている。

　そこには、カメラの視野ぎりぎりの場所に唯人と雛瀬が立っているのが見えた。

　二人は立ち止まっている。誰かとしゃべっているのだろうか。二人の足元、街灯に照らされた黒い影が、もうひとつ見えた。

　稔はパソコンを操作し、二人の映る場所を拡大する。

　雛瀬が唯人の腕を掴み、マンションへと戻ろうとするのが見えた。それを唯人が拒んでいる。

　雛瀬が唯人になにかを言っていた。

　そして彼が、唯人を自分の方へと引き寄せた。

　唯人が立っていた場所に、人影が映りこんだ。

　コートを着た、長身の男。

「荘野！」

　緊迫した稔の叫びに、部屋に居た全員が息を飲んだ。
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　ヒナの肩越しに、長身の男が昏い笑みを浮かべるのが見えた。

　七年前の闇が、今また唯人を飲み込もうと口を開けている。

　あの時のことは……複数の男に凌辱されたこと、稔に捨てられたこと以外は、細かい部分は記憶になかった。唯人を犯した男たちの顔も、覚えていない。

　だからいま、自分の前に立っている男があの場に居たのかどうかも、唯人にはわからなかった。

　けれどあの時の映像を持っているというのなら、無関係ではないのだろう。

「なにか用事があるなら、いま言え。唯人は連れて行かせないからな」

　ヒナが、怒りを滲ませた口調で言った。

　唯人の様子から、この男は『良くない』と、悟ったのだろう。剣呑な目つきで男を睨んでいる。

　男は肩を揺らして、喉の奥で低く笑った。

　不意に彼が、コートの胸元に手を入れ、一歩、二歩とヒナに歩み寄ってきた。長身の男に目の前に立たれたが、ヒナは少しもひるまず視線を険しくした。

「なんだよ」

　目線を上げて、正面から男を見たヒナへと、男が楽しげな笑みを浮かべてみせた。

　胸元に入れていた右手を、ゆっくりと引き出す。

　あ、と思った。

　男に手に握られていたのは、小ぶりのナイフだった。

　唯人が、あ、と口を開くよりも早く。

　流れるような動作で、男がヒナの胸にナイフを突き立てた。

　声もなく、ヒナが一歩下がる。

　唯人は目を見開いて、男の手元を見た。

　ヒナ。

　ヒナが刺された。

　ガンガンと、耳の奥で心臓の音が響く。

　壊れる。

　そう思った。

　こころが、壊れる。

　突然男が笑い出した。

　ヒナが。

　刺されたはずのヒナが、唯人を振り向いて言った。

「唯人、大丈夫だ。おい、唯人！」

　ヒナの手が、唯人の肩を掴んで揺さぶった。

　茫然と、唯人はヒナの胸元を見た。そこには血の跡は見当たらない。

「……え？」

　唯人は混乱してヒナの顔と胸元を交互に見た。

「あははは。ごめんごめん、ちょっとした悪戯だよ」

　男が軽快な笑い声を立てて、右手に持ったナイフをひらひらと振った。

　唯人がそちらに目をやると、男がナイフの刃先をてのひらで押した。刃先がキュっと引っ込む。玩具のナイフだった。

「堪忍な、唯人くん」

　男がやさしげな声をだした。

　唯人は呼吸が正常に出来なくなり、喘ぐように胸を大きく動かした。

「ひ、ヒナ……」

　すぐに伸びてきたヒナの手が、唯人を抱きしめてくれる。

「大丈夫だ。唯人、大丈夫だから」

　ヒナのてのひらが、唯人の背中をなだめるように撫でた。その感触に、唯人はようやく息を吐けた。

　震える手をヒナの背に回し、コートをぎゅっと握りしめた。

「ヒナ、けが、してない？」

　舌が上手く動かず、たどたどしくそう問いかけると、ヒナが唯人の顔を覗き込んで頷いてくれた。

「唯人くん」

　男が唯人を呼んで、自分へと注意を引き戻させた。

　ヒナと抱き合ったまま、唯人がハッと男を見た。男は、優雅な仕草で自分のコートの襟元を開いて見せた。そこに手を入れて、隠しポケットに入っていた、黒光りする拳銃の銃身をチラと覗かせる。

「ナイフは玩具やったけど、これはどうやろね？　唯人くん、どう思う？」

　笑いながら、男が問いかけた。

　唯人は血の気の引いた顔をヒナに向けた。

「……ヒナ。先に、戻ってて」

「バカ言うな」

　叱責するように、ヒナが強い声を聞かせた。

「どうせ偽物だ。たとえ本物だったとしても、こんなところで撃つわけないだろ。すぐに捕まる」

　そう言ったヒナの顔も、けれど先ほどナイフで刺されかけたという恐怖から強張っており、必死で唯人を守ろうと虚勢を張っているのが見て取れた。

「へぇ、案外冷静やね。雛瀬亨くん」

　男がヒナのフルネームを口にした。唯人の交友関係はすべて知り尽くしているということを、男はアピールしているのだった。

　怖気が唯人の背を這い上がる。

「でもさっきのナイフが本物やったら、きみは死んでたよ？　拳銃これが偽物という保証もないやろう？　俺は唯人くんと二人で話したいだけなんやけど。席を外してくれないかな」

　眦の切れ上がった目元を、それでも柔和に細めて、一段低くした声音で、男が言った。

　最後通牒なのだと知れた。

　これ以上拒むと、本当になにをするかわからない。玩具とは言え、突然ナイフを突き刺してくるような男だ。

「ヒナ。行って。お願い」

　ヒナの腕を掴んで、唯人は懇願した。

　ヒナはしばらく男を睨みつけていたが、唇を噛み、

「話があるならここで話せ。オレは声が聞こえないよう、数メートル離れる。それでいいだろ」

　と男へとぎりぎり譲歩できる範囲での要求を伝えた。

　男が肩を竦めて小さく笑った。

「まぁ、それでもええけどね」

　男の返事に、ヒナがホッと息を吐きだした。

「唯人に変な真似したら、すぐに警察呼ぶからな」

　スマホを手に持って男をそうけん制してから、ヒナは一歩ずつ、後ずさるようにして唯人から距離をとった。

「もっと離れて。まだだよ。もっと」

　男の指示通りに、じわじわとヒナが離れてゆく。

　七メートルほど離れたところで、「それぐらいでいいかな」と男が言った。そして唯人の腕を掴むなり、自身も数歩後退した。

「おいっ！」

　ヒナが怒鳴ると、男がうるさげに空いているほうの手を振った。

「どこにも行かないよ。場所が悪いだけや」

　男はそう言って、チラとマンション側に視線を走らせた。男の視線の先を追ったが、特になにも見えない。けれど、監視カメラのことを言っているのはわかった。カメラの撮影範囲まで把握しているのだと思い、唯人はゾッとした。

　男が唯人の腕を掴んだまま、耳元に唇を寄せて囁いた。

「三日後の午後九時にここにおいで」

　カサ、と小さな封筒が、唯人のコートのポケットに入れられた。

「きみが来なかったら、雛瀬くんをさらうよ。七年前の、きみと同じことを、彼にもしてあげよう」

　ゆっくりと告げられた言葉に、唯人は首を横に振った。

「……ヒナは、だめ」

「きみが来ればいい話や。また一緒に楽しもうよ。気持ちよくしてあげるから。七年経っても、相変わらず別嬪さんやね。唯人くん。クスリ飲んでからするセックス、すごかったやろ？」

「ヒナには、しないで。なにもしないで」

「あと一回だけや。三日後に来てくれたら、それで終しまいや。わかったね、唯人？」

　男の囁く声に、唯人はこくんと頷いた。それしか選択肢はなかった。

　男は満足げに唯人の髪を撫でた。

「きみが、まだ」

　はらりと頬にかかる、色素の薄い唯人の毛先を、指先で弄もてあそびながら男が言った。

「稔とつるんでるとは、思わへんかった」

　男の口から出たその名に、唯人は目を見開いた。

　そう言えば、七年前のあの日も、唯人を犯した男たちは稔の名前を口にしていた。

「まだ一緒に居おるということは、稔の誤解は、解けたんかな？」

「……誤解？」

　唯人が問い直した言葉に、おや、と男が眉を上げた。

「俺の早とちりか。まぁええわ。ほなまた、三日後にね、唯人」

　人差し指の背で唯人の頬をくすぐるように撫でて、男が唯人から体を離した。

「来なかったらどうなるか、わかってるよね」

　使い古された、陳腐な脅し文句を男は口にしたが、実際に言われると、不気味な恐怖をあおられる。

　唯人がひとりのところを狙わず、ヒナと一緒に居るところに男が接触してきたのは、わざとなのだと知れた。

　ヒナを玩具のナイフで襲い、唯人に恐怖を植え付け、逃げられないようにするためだ。

　唯人が指定の場所に行かなければ、男は本当にヒナを襲うだろう。

　そんなことはさせられない。

　そんなことは、させられなかった。

　男が離れたと同時に、ヒナが駆け寄ってくる。

「唯人っ」

　腕を引かれ、ヒナの胸に抱き込まれた。

「大丈夫か、なにもされてないな？」

　問われて、こくりと頷く。封筒をコートのポケットに入れられたのは、見られていなかったようだ。男がヒナの死角になるよう計算したのだと思った。

「誰だ、あいつ」

　悠々とした足取りで暗闇の中へ去ってゆく男の背を睨みつけ、ヒナが聞いた。

「……知らない」

　短く、唯人が答えた。

「おい、唯人」

　唯人が白を切ったと思ったのだろう、ヒナが焦れたように唯人の肩を揺すった。

　唯人はヒナを見て、「ほんとに、知らないひと」ともう一度言った。

「ヒナ」

　幼馴染の名を呼んで、唯人はヒナの体を抱きしめた。

　唯人より、二センチ低いヒナの体は、唯人よりもがっしりとはしているが、特別たくましいわけでも、大きいわけでもない。それなのに、唯人を守ろうとしてくれた。

　ヒナが刺されなくて良かった。

　ヒナに怪我がなくて良かった。

　そう思ったら、感情の深い部分が揺さぶられ、涙がポロリと頬を転がり落ちた。

「ヒナ。帰ろう。もう帰ろう」

　泣きながら、唯人は言った。

　ヒナが危険に晒されるのは耐えられなかった。

　ヒナは子どもをあやすようにポンポンと唯人の頭を撫でて、親指の腹で唯人の涙を拭って、ホッとしたような笑みを見せた。

「おまえが無事で良かったよ」

　ヒナの言葉に、唯人も無理やり笑みを浮かべた。

　ヒナ。

　唯人の幼馴染。

　唯人の宝物。

　きれいで、やさしいヒナ。

　誰にもヒナを、穢させたりはしない。

　二人は肩を並べて、マンションへと戻った。

　歩きながら唯人は、コートのポケットに手を入れる。

　カサリ、と小さな封筒が触れて、その存在を主張していた……。









下巻に続く




　　『初恋』







　亨が風邪を引いた。

　唯人が体調を崩すのはしょっちゅうであったが、亨は珍しかった。

　小学五年生の頃のことだった。

　午前中からなんだか体が怠重かった。気のせいかと思い普段通りにふるまっていた亨だったが、給食の時間にいよいよ具合が悪くなり、保健室に行ってくる、と唯人に伝えた。

　すると唯人は給食を放り出して、亨の後をついてきた。

　元から食の細い唯人であったので、給食はきちんと食べさせなければと使命感を抱いて、亨は、

「おまえは残って食っとけよ」

　と言ったのだが唯人は言うことをきかなかった。

　二人が連れ立って保健室に行くと、白衣の保健医が苦笑いの表情を浮かべ、亨を手招きして椅子に座らせた。唯人は入り口から動かない。それを保健医も咎めなかった。

　保健医が、女だからだ。

　唯人は極度の女嫌いで、それは、無理にスキンシップを持とうとすると、嘔吐するほどである。

　現に、亨の母は唯人が初めて家に遊びに来た日、唯人のあまりの可愛さに少女が人形遊びをするように唯人に構い、亨の母だからとジッと耐えていた唯人はとうとう母親を突き飛ばして、その場でうずくまって胃の中のものを戻したという前例があるのだ。

　保健医はその、唯人の女性に対する潔癖なまでの嫌悪を知っているので、必要以上に声をかけない。

　見た目は世話好きのおばちゃん、という感じだが、人との距離感をよくわかっているので、亨はこの保健医が嫌いではなかった。

　体温計を脇に挟むとすぐにピピピ、と電子音が鳴り、あっという間に検温が済む。

　あらあら、と白衣の女性がその数字を見て眉をひそめた。

「３８℃もあるわ。しんどかったわね。親御さんに迎えに来てもらうから、そこで寝ててくれる？」

　亨はハイと頷き、カーテンでふさがれたベッドに上靴を脱いで上がった。

　熱がある、と認識すると不思議なことに頬は熱く感じられ、よりしんどくなったような気がする。

　亨が横になると、保健医がアイスノンを頭の下に入れてくれた。

「担任の先生に話をしてくるわね」

　そう言って保健医が部屋を出たのを確認して、唯人が椅子を引きずってベッドサイドに近寄ってきた。

「……おまえ、教室戻れよ」

　亨が言うと、唯人は黙って首を横に振った。幼い仕草に、亨は苦笑いをした。

　椅子に座った唯人は、布団の中をごそごそと探り、亨の手を探し当てるとそれをぎゅっと握った。

　唯人の手はひんやりとしていて気持ちいい。いつもは冷えた指先を心配する立場の亨だったが、いまは唯人がぽっぽと火照った亨の体温を心配して、唇を引き結んでいた。

「昼飯食って来いって」

　亨が促すと、唯人が静かに首を振る。

「いい。いらない。ヒナのそばに居る」

　アーモンド形の色素の薄い瞳が、じっと亨を見てそう言った。

　熱で、少し心細くなっているからだろうか。唯人がほんの少しだけ頼もしく見えて。

　終わってるな、と亨は思う。

　偏食で、ワガママで、サボリ魔で、女嫌いで、手のかかることこの上ないこの幼馴染が頼もしく思えるなんて、終わっている。

「ヒナの、そばに居るよ」

　繰り返して、唯人が笑った。

　溶けるように甘い笑みだった。

　可愛いなちくしょう、と亨は心の中で吐き捨てた。

　熱のせいだろうか。その可愛くもうつくしい顔を見ている内に、記憶の引き出しがポーンと開いた。

　いまよりももっと幼い頃。

　物心ついたときぐらいだったろうか。

　唯人の整いすぎたその顔が、亨の初恋を否応なく奪ったのだ、と。

　唐突に思い出して、亨は死にたくなった。

「ヒナ、顔、真っ赤っ赤」

　火照った亨の頬に、唯人のつめたい手が、癒すように触れた。

　この幼馴染が亨の初恋で……。

　もっと大人になったなら、本当の恋人になるのだろうか？

　それとも他の誰かと付き合うのだろうか。

　唯人以上に大切な存在などできる気がしなくて。

　亨は観念するように、唯人の手を握り返したのだった。
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